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        Liwyathan the JET

        レヴィアタン　ザ　ジェット

        　

        

        　

        　

        田花　喜佐一

    


    
        　　登場人物

        　

        　　カラス………………ミネディアに住む暗殺者。

        　　魅朧…………………海賊船『漆黒の鱗』号の船長。

        　　エルギー（鷲）……魅朧の相棒。海賊船の操舵主任。

        　　ノクラフ……………エルギーの妻。

        　　ウォルク……………海賊船の甲板員。ネヴァルの兄。

        　　ネヴァル……………海賊船の甲板員。ウォルクの弟。

        　　司聖…………………創主教会の聖職者

        　　マラク………………ミネディアに住む商人


    

    
        　　プロローグ

        　

        　

        　

        　月明かりのない深夜。宵っ張りすら眠りにつく時間。

        　青く、鈍く光る、短剣の切っ先が頬の皮膚を裂いた。遅れて熱と痛みがやってくる。痛みを感じるなど何年ぶりだろう。澄んだ魔力に気づかなければ、首をかっ切られていたかもしれない。

        　見事な隠密と殺意のなさに敬意を表し、反撃はしなかった。自分に傷を与えた相手を見ておきたかったのだ。

        　何より、発せられる感情の強烈さに惹かれた。あらゆる感覚が麻痺する。魂に楔を打たれるような衝撃だった。

        　だが、襲撃者は攻撃を避けられたと悟ったその瞬間に踵を返していた。顔はわからず、後ろ姿を一瞬とらえただけだ。日影に溶けるような薄汚れた格好はまるで浮浪者だが、それにしては饐えた匂いひとつ残さない。無駄な動きもなく、足音すら聞こえない。纏う魔力は純度が高く、どうやら見た目に反して相当できる相手のようだ。

        　すべてはひと呼吸のうちの出来事だった。

        　頬から顎へ伝い落ちる鮮血に指を這わせ、男はどす黒く色を変えたそれを舐めた。刺激的な苦さ。毒だ。

        　男は爬虫類に似た縦長の瞳孔を細め、ほくそ笑む。長い前髪を首の動きだけで払うと、出血はすでに止まっていた。

        　襲撃者を追おうとは思わなかった。しかし、やられたままで終わらせるつもりもなかった。

        　あれは俺の獲物だ。逃がしはしない。

        　あんなにも無防備に、俺に願ったことが運の尽きだ。

        　口角をつり上げ、声をあげて笑った。黄金色の瞳に喜色が浮かぶ。夕暮れが燃えるような金髪を輝かせ、男の異質さをあぶり出していた。

        　ああ、楽しみだ。かわり映えのない日常が、きっと輝かしいものになるだろう。


    

    
        　　1　灰色の暗殺者

        　

        　

        　

        　カラスの生業なりわいは己の存在を消すことだ。それがこの国で生きるために必要な処世術で、食うために身につけた最初の技だ。気配を消す技はやがて魔術にまで進化し、相手に忍び寄って一瞬で命を刈り取る暗殺者となった。

        　夜の礼拝集会が終わって教徒たちが帰路につく。カラスは姿を見られないよう、柱の陰に痩せた身体からだを押しつけた。

        　大聖堂の裏側は、隠れる場所に困らない。石の柱はカラスが抱きついても指に触れることができないほど太く、人がひとり通れるかどうかという狭さで均等に並んでいた。元は黒いが色落ちして濃い灰色になったマントを身体に巻きつけていれば、真白い石柱の影と一体化する。それでもカラスは息を殺して気配を絶っていた。

        　日が暮れているし空腹だから、教徒たちの誰もが立ち話もせず帰宅する。神聖ミネディエンス国では、朝は朝食の前、夜は夕飯の前に唯一神である『天の創主』への祈りを欠かさない。地区ごとに聖堂がおかれ、創主教はいつだって住民に祈りの場を与えていた。

        　ただし、それは純粋なミネディエンス人に限った話だ。カラスは神様を信じることも許されていなかった。

        　この国に王は存在せず、創主教の最高位聖職者である聖皇によって統治されている。純血であることを尊び、心理的に外国人を受け入れない。特に混血に対しての忌避感は強く、汚れて邪悪なものだと信じていた。

        　首都であるこのミネディアは外国との交易が許された唯一の漁港を抱えているので、混血者が生まれることはそう珍しくはない。珍しくはないが、純血の住民達は決して混血者を認めなかった。混血者がおおっぴらに道を歩けば鋭い視線が刺さり、飲食店の入店は断られる。信仰心が篤い者は、混血者を見れば汚物を投げて追い払おうとすることもあった。

        　肌の色は人種的特徴に影響されないが、体毛と瞳の虹彩に現れる。ミネディエンス人は金髪で青か緑の瞳だ。金髪は他人種と混じりやすく、また、薬剤などで染めることも難しい。だから国民のほとんどは、髪の色を見て純血かどうか確かめていた。

        　くすんだ灰色の髪と青磁色の瞳を持つカラスは、あきらかな混血者だ。灰色になるほど混ざり合うなんて滅多にないことで、生まれのルーツすらわからない。ただの混血者よりなおひどく、貧民街の市民でさえ持っている権利の全てを、持つことすら許されていなかった。

        　ただ生きているだけで誰の迷惑になるだろう。嫌うのはかまわないので、無視してくれればいいものを。カラスは攻撃される混血者をみかけるたび胃が重くなった。けれど同時に、差別されるとわかっていて表に出てくる混血者に対して同情はしなかった。

        　この国で生きていくのなら、それ相応の生き方をするしかない。石をぶつけられるのが嫌ならば、面倒ごとに巻き込まれたくないのなら、純ミネディエンス人の前に姿を見せないことだ。

        　たとえ強制的な呼び出しで表に出ざるをえなくとも、隠れて息を殺せばいい。

        「おい、そこの、灰色グリーゾ」

        　気を抜いていたところに蔑称を呼ばれ、カラスは飛び上がりそうになった。男の声だ。呼ばれることはわかっていたが、もう少し遅くなると思っていた。市民に見つかる危険を冒しても、早めに指定場所で待機しておいてよかった。遅れていれば何をされたかわかったものではない。

        「早くしろ。姿を見られれば厄介だろ、お互いに」

        　急かす男は商人のローブを着ていた。誰何すいかをしてはならない。それがルールだ。わずかに開かれた戸が閉まる前に身体をすべりこませ、カラスはみすぼらしいマントのフードをぎゅっと押さえた。髪の色が見えてしまわないように。

        　大聖堂の中は静かだった。きれいに磨かれた石の床を歩く足音は、目の前の男の奏でる踵の音だけ。カラスは足音を立てない。だが、胃袋に訴える香ばしい匂いがどこからか漂ってきて、腹が鳴りそうだ。

        　聖職者や見習いの者たちの気配がない理由は、一斉に夕食をとっているからだろう。そのおかげで、カラスが廊下を歩いていても見とがめられない。

        　案内の男は終始無言だった。後頭部の編み込まれた金髪はきちんと手入れがされている。身長はカラスと同じくらいで、ローブを纏っていてもそれなりの恰幅をしているとわかる。太っているわけではなく、鍛えているような体型だ。商人というには珍しいが、立ち居振る舞いに戦士の鋭さはなかった。商人のローブは偽装ではなさそうだ。

        　目的地がどこかは知っているが、この経路は初めてだった。普段はもっと夜遅く、市民も聖職者も寝静まってから、排水溝の隠し通路から聖堂に忍び込む。カラスの見た目では、使用人が使う廊下であっても、歩き回るなどあり得ない。

        　大聖堂の内部は迷路のようだ。必要もないのに道筋を暗記する。カラスは一度通った道を忘れない。仕事柄身につけた習慣だが、二度と通ることはないだろうから、本当は覚えたって意味がなかった。

        　正規ルートを歩けないということもあるが、そもそも生きて帰ることができないかもしれないからだ。今まで一度だって、誰かを使って呼び出されたことはなかった。今回はあまりにもイレギュラーが重なっている。

        　昨日の夕方、俺は与えられた任務に失敗した。

        　これまで、些細なミスを犯したことはあったけれど、任務そのものを失敗したことはなかった。ミスなら殴られて数日動けなくなるくらいで済むが、失敗して無事でいられると思うほど楽観的ではない。今日で最後ならば、この聖堂の廊下を歩かせされるのも納得だ。温情を与えてくれるつもりかもしれない。

        　絶望的な想像ばかり膨らむけれど、カラスは逃げようとしなかった。逃げるということを考えられなかった。逃げてもどう生きていいのかわからないし、自由になることよりも、ここへ戻らねばならないという気持ちの方が強かった。急かされるように、追われるように、殺されたとしても戻らねばならない。まるで本能のようにその思考にとらわれている。

        　三度角を曲がって階段をおりた。蔓百合の装飾を施された壁には覚えがあった。いつも出入りする隠し通路は、もう少し先の禁書庫近くにある。目的地はその手前、金細工のほどこされた扉だ。

        　商人は大陽の形のドアノッカーを叩く前に、小さく深呼吸をした。ノックは小さく控えめだった。

        「入りなさい」

        　すぐにいらえが返り、急いで室内へ潜り込む。

        「案内をありがとう、マラク。手短に済ませたかったものですから」

        「司聖様の命ならば喜んで」

        　商人の男――マラクは、部屋の最奥にたたずむ聖職者に膝を折って頭を下げた。カラスはドアの前から動けず、爪が刺さるほどきつく手を握りしめていた。

        　司聖はこの創主教の位階のひとつで、地区の聖堂をひとつ任される程の権力を与えられる高位聖職者だ。だが、ここは地方都市ではない。首都ミネディアであり、創主教の総本山で、最高位の聖皇が住む特別な場所だ。大聖堂で創主に仕える司聖の数は二十にも満たず、選ばれることは栄誉らしい。

        　カラスはこの司聖がどんな立場の人物なのか知らなかった。ただ、ローブには豪華な金糸の刺繍がほどこされ、部屋には貴重な品々がたくさんあるので、きっと特別えらいのだろうと思っていた。普通なら会話すら許されないに違いない。それだけわかれば充分だ。

        　聖霊灯の明かりで、司聖のなでつけた金髪が輝いている。青い瞳。中肉中背で特徴はないが、わかりやすいほど純粋なミネディエンス人だ。一見、とても穏やかで優しそうにみえる。だが、その青空のように深い瞳は冷え冷えとして、ひどく怖い物に感じた。

        「カラス」

        「……っ」

        　魂を引っかかれるような声に身体が固まった。この場から逃げ出したいのに足が動かない。奥歯がガチガチと音を立てる。顎に力を入れ、歯をきつく噛みしめて恐怖をやり過ごそうとした。だが、どんなに我慢しようとしても、恐ろしさが薄れることはない。

        　物心ついた頃からこの司聖を知っているが、いつからか、彼に異常な恐怖を抱くようになった。何が怖いのか、どうして怖いのかもわからない。ただひたすらに、怖い。怖いのに、手枷をつけられているみたいに逃げられない。

        　何度も殴られ、恫喝されているが、そういう恐怖は慣れている。いつ殺されるかもわからない恐ろしさだって慣れてしまった。ただただ、この司聖という存在が怖くてたまらないのだ。

        　暗殺者として充分な実力があるのに、司聖に反抗することができない。そんな考えを思い浮かべただけでも指が震え、足がすくむ。

        「私はあの男の首を持ってこいと命じました。首が無理ならせめて息の根だけは止めろ、と。だのに、男は生きて出航しましたよ」

        　司聖は商人に視線を向けた。

        「そうですね？」

        「はい、司聖様。私はあの男が上陸してからずっと見ておりました。この者は男の背後から忍び寄り、そしてすぐに、脱兎のごとく、その場を立ち去ったのです。男は五体満足で歩き、船に乗りました。私の調べでは、死んではおらんようです」

        「カラス。見届け人であるマラクの言葉に嘘はありますか？」

        「……嘘は、ない。けど、……男に傷をつけることは、できた。頬に。手応えがあった」

        　だが、毒では殺せなかったのか。首を持ち帰れなかった時点で暗殺の証拠はない。確認する前に逃げ出してしまったが、そんな予感はしていた。

        　あの瞬間を思い出して身震いする。暗殺失敗の代償が死であっても、あの男に対峙する方がなお怖い。

        　与えられた情報は、暗殺対象の外見的特徴とおおまかな出没日時だけ。殺し方は、考え得る限り一番強力な毒で毒殺し、証拠として首を持ち帰ること。死体の偽装をしないよう、対象を知っている見届け人をつけられた。

        　見届け人の姿も場所も教えられなかったから、今の今までこの商人が見届け人だったことすら知らなかった。ちらりと視線をやってマラクの顔を脳裏に刻んだ。彼はあの男の知己なのだろうか。

        　黒装束。金髪、長身。それなりに身なりのいい若い男だった。一瞬、ミネディエンス人にみえたけれど、そうじゃないはずだ。爬虫類じみた金眼を向けられたとき、自分の能力を駆使しても絶対に殺せない相手だと悟った。これまで誰にも看破されなかった姿消しの術マラペーリスを見破られた気がする。それほどの相手に、一撃入れられただけでも快挙に近い。

        　上位の魔術士か魔導師が相手なら、もっと別の方法で仕掛けなくてはならない。暗殺は相手に気づかれた時点で意味をなさなくなる。マラクという商人があの男に詳しいのなら、情報を出し渋るそちらに非があると言いたい。全てを開示していれば任務を完遂できていたはずだ。

        　自分のせいではないのだと弁解したい。けれど、できない。してはいけない。じっと視線を向けてくる、司聖の青い瞳から目が離せない。カラスは悔しさに奥歯を噛んだ。

        「……嘘ではなさそうですね」

        　嘘じゃない。嘘をつく必要などない。

        　カラスを見据えていた司聖は不意に視線をそらし、顎をなでた。

        「毒の調合を間違えましたか」

        「言われたとおりに、持てる毒の中で一番強い物を使ったし、毒性を強めるよう念入りに術をかけた」

        　司聖の問いかけは反論など求めない断定に近かったが、カラスは勇気を振り絞って答えた。

        　自分には何ひとつ誇れるものはないけれど、毒の扱いに関してはこの街の誰より詳しい自負がある。魔術で効力を高める方法は、特に教えを受けた毒薬師からお墨付きをもらっていた。

        　暗殺に使った毒は、本来なら切っ先で傷つけただけで即死するほどの猛毒だ。おかげで、毒を仕込んだダガーが使い物にならなくなった。質のいい武器を支給されていないから、当然と言えば当然だが。

        「それなのに、あの男は生きている。残念です。ええ。とても残念です。お前が任務を放棄して逃げた釈明はありますか？」

        　きっと対峙しなければわからない。攻撃をかわされた瞬間に、安易に手を出しては駄目な存在だと察知した。本能が警鐘を鳴らしていた。武力も魔術も、自分の力量では通用しない。自分にそれなりの実力があるからこそ、勝てないのだとわかってしまった。

        　あの男はただ闇雲に近づいて殺せるような相手ではない。毒殺するならその方法を複数検討し、一種の毒で効果がなかった場合の代替えを用意するくらいは必要だった。

        　逃げなければ返り討ちにあうか、捕まっていただろう。捕まって尋問されてしまえば、困るのは司聖だ。相手が魔導を使えるのなら、いくら耐えたところで自白させられてしまう。

        　あの場で殺されたくはなかった。捕まりたくもなかった。だから逃げたのだ。

        　けれどカラスは、司聖の問いに口をつぐんだ。実際に釈明を求められているわけではないと経験から知っている。

        「見届け人をつけて正解でしたね。傷ひとつで任務完了だと騙されるところでした」

        「俺は――ッ」

        　騙すつもりなんてない。司聖を騙そうとしたことだって、一度もない。今までだってどんな無茶な命令にも従って、最終的には任務を達成していた。対象を殺せなかったことはなかった。今回だって、失敗しても逃げずに報告へ戻ったのに、それでも疑われるのか。

        　訴えたかったが、言葉にする前に王笏おうしゃくで頬を殴られた。歯が折れるほどではなかったが、燃えるような痛みが後に続く。肩を小突かれ、腿や腹を殴打される。ここで意地になればもっとひどいことになるから、衝撃のまま膝を折り床に這いつくばった。

        「何か？」

        「……なんでも、ない」

        　殴られるのも痛みも慣れている。むしろこの程度で済んだことを喜ぶべきだ。カラスは顔を伏せ、唇を引き結んだ。

        「あれをそう簡単に排除できるとは思っていませんでしたが……」

        　司聖はカラスを殴ったなどおくびにも出さず、まるで己が被害者であるような愁いを帯びた表情を浮かべた。その態度が怖くてたまらない。

        「僭越ながら、司聖様。魔術を使ったことが裏目に出た可能生もあります」

        「魔が効かないと助言をくれたのはあなたですよ。毒薬が魔で生成されるわけではないなら問題ないはずでは？」

        「ええ、ええ、もちろんです。そのように存じております。毒酒を呷って血を吐いた者を知っておりますので」

        　司聖と商人が声を低めて話しあっているが、カラスは痛みを逃がすことに必死で、会話を盗み聞いても内容を理解する余裕などなかった。

        　ただ、ぼんやりと、この商人は司聖と協力関係にあるのだと思った。けれどもちろん、司聖の方が立場が上だ。だからこそ、この男を使いぱしりにして俺を呼び出させたのかもしれない。俺と一緒に大聖堂の廊下を歩いていれば、この男だって非難の対象になる。思い通りにいかなかったことへの、司聖から商人へ向けた罰であってもおかしくない。どこまでいっても俺はただの道具だ。

        「なんにせよ、我らはあれを殺す機会をひとつ失いました。簡単に二度目を与えてくれるとは思いません」

        「……今後も情報を集めましょう。幸いにも私のことは知られていない」

        「そう願いますよ、友を失いたくはありませんから」

        「ありがたいお言葉です」

        「ではまた。何か進展があれば教えてください」

        　一方的に話を切り上げ、司聖は商人のマラクを部屋から追い出した。用が済んだあとで雑談を楽しむ仲ではなさそうだ。

        　司聖のもとに取り残されたカラスは、今度こそ死を覚悟した。口調は穏やかだが、決して上機嫌ではない。王笏が床を打つ振動が身体の奥まで響いてくる。

        「さて……」

        　音が止まった。杖の先を覆う金属が視界のすみでチラついていた。頭を殴られるのは避けたい。咄嗟に防御姿勢をとろうとすれば、頭部ではなく腹を蹴られた。

        「私はお前を可愛がってきました。ひどく邪悪な混血者であるお前を食わせ、仕事を与えた。そうですね？」

        　答えなんて求められていない。無様に呻いていれば、司聖は神経質に王笏を打ち鳴らした。頭痛がする。

        「今回の暗殺はとても重要だと伝えていました。相打ちになるどころか逃げ帰ってくるだなんて、無能な恥さらしめ」

        　大陽を模した頭部飾りは祈りのためではなく殴打に使っても効果的だ。肩を、腕を打たれる。胸を、腹を、腰を。下肢をぶつときは力加減を計算しているのか、歩いて帰れなくなるほどは痛めつけられない。ただ、骨に当たると痺れるような痛みが全身を貫いた。

        「ああ、汚らわしい。異端の混血者め。何度殺したって、お前の罪が消えることはない。償える機会を与えてやっているというのに、仇あだばかりを返すのか」

        　司聖はカラスの腹を蹴り上げた。細くて軽い身体は床を滑って壁にぶち当たる。肺から息が押し出され、苦痛に喘いだ。王笏の音が響く。

        「役立たずの男であるお前では色仕掛けにも使えないが、どうせ捨てるなら、効果的な捨て方をしましょう。毒と爆薬を飲み込んで、あれと諸共肉片になるくらいが関の山かもしれませんが、それなら役に立つ」

        　声が遠い。フードの隙間から司聖を見上げると、青い瞳が強烈な侮蔑に染まっていた。目が合った瞬間、視界と意識が暗転する。腹が熱いと感じて手を這わせると、そこは真っ赤に染まっていた。この出血は致命傷だ。

        　死ぬのかと驚愕した次には首を切られていた。昏倒は一瞬だ。意識を手放せば目覚めないだろう。

        　鉈で首を落とされ、身体が頽れる瞬間を見ていた。死にたくない。怖い。死にたくない。誰か、誰でもいい。助けてくれ。

        　救いを求めて必死に逃げるが、簡単に追いつかれてしまう。何に追われているのかもわからないが、恐ろしいものに追われていた。必ず捕まって、殺される。痛みを引き延ばすようなやり方で、繰り返し、繰り返し、死んでいるはずなのに、殺される。安らぎはない。何度だって死の恐怖に怯えた。

        　誰か、俺を、この地獄から助けてくれ。

        　声にならない叫びは、誰にも届かなかった。

        　

        ◇

        　

        　カラスが目を覚ますと、そこは暗く、硬く、みすぼらしい場所だった。

        　生き埋めにでもされているのかと身構えたが、なんのことはない、部屋が地下にあるだけだ。ここは自分の部屋で、板を張っただけの寝台に横になっていた。

        　毒物が陳列された棚。調合のためのテーブルに聖霊灯。必要な器具以外は何もない部屋だが、一番安心できる。生き埋めだなんて、どうしてそんなことを思ったのだろう。

        「……でも、まあ、生きてる」

        　ずいぶん長く眠っていたのか、喉が渇いて声を出すのもつらかった。

        　全身が痛くて身動きもできないが、死んではいない。任務失敗で殺されるとばかり思っていたから、むしろ、生きているほうが不思議な気分だった。

        　いつこの部屋に戻ったのだろう。司聖に呼び出され、動けなくなるまで殴られた。意識を失って、それで……、部屋まで戻った記憶がない。けれど、無意識に帰ってきたのだろう。底辺で生きる者の帰巣本能はすさまじいのだ。

        　それに、覚えがないまま帰ってくるのは、これが初めてでもなかった。意識を飛ばすまで痛めつけられて、這々の体でねぐらに戻る。過去にも何度かあることだ。

        「骨は、折れてない」

        　声に出して痛む場所を把握する。きっと食べて眠れば回復する。ただ、この部屋で食べられるものはカビかけたパンくらいのものだ。司聖に殺されなくとも衰弱死するかもしれないのは皮肉だ。

        　いいや、きっと司聖には俺の生死などどうでもいい。俺は都合のいい駒で、いつでも殺せる奴隷のようなものだ。取り替えがきくかはわからないが、どうにかするのだろう。

        　今回殺さなかった理由だって、単純に死体処理が面倒なだけだったのかもしれない。見事な手腕で暗殺して殴られることもあるし、無様な暗殺で咎められない場合もある。司聖が何を考えているのかなんて、わかるはずがなかった。

        　ただきっと、次はない。次にあの男を殺せと命じられた時が、俺が死ぬときだ。そう。自爆を求めるようなことを言っていたじゃないか。

        「……それなら、ちゃんと死ねるような爆薬を調合しなくちゃ」

        　それにしても腹が減った。痛みには慣れても空腹にだけは慣れることができない。死を求められているのに身体は生きたがるのだから、皮肉なものだ。

        　カラスは混血者ゆえに正規の職につけず、一日に一度の教会の施しで食いつないでいる。この髪の色では外国人街でも日雇い労働すらさせてもらえないから、暗殺依頼をこなさなければ金を稼ぐこともできなかった。稼ぐとはいっても、司聖からの報酬は雀の涙だ。数日分の水とパンが買えればいいほうで、少しでもミスをすれば手間賃すら与えてもらえなかった。

        　金がなければ保存食を買うこともできない。だからこの部屋に食べるものはなくて、身体の痛みのせいで施しを受けにいくこともできなかった。

        　体力が限界まで減ると生存本能が働く。体内の魔力を削って生きながらえようとする。魔力が高ければ高いだけその傾向は顕著だ。カラスが生きているのは魔術士としての能力のおかげだろう。

        　動けるようになって食料を探しにいくか、魔力が尽きて死ぬのか、どちらが先だろう。死にたくはないが、楽になりたい。腹が減るとろくでもないことを考えてしまう。

        　暗闇の中だと、瞼を閉じているのか開いているのかわからない。誰もいないはずなのに、あの視線に見つめられているような気がした。

        　黒ずくめの、あの男の瞳が忘れられない。金色の瞳など初めて見た。黄金を間近で見たことはないけれど、輝きは知っている。きれいで、そして計り知れない。男の瞳は黄金そのものだった。

        　ただ、その輝きを引き裂くような縦長の黒い瞳孔が、人間とは違う異質さを際立たせていた。見間違えではないかと何度も思ったけれど、動体視力には自信がある。あの瞳は一度見たら忘れられない。

        　貿易地区を闊歩していたのだから、外国人であることは確かだろう。獣人か魔物の血が入っているなら、爬虫類じみた瞳孔も納得できる。けれど、そんな男がどうしてミネディアにいたのか。詮索したところで無意味だが、考えずにはいられない。

        　住んでいるからこそ、神聖ミネディエンスという国が外国人にも冷たいと知っている。貿易地区はミネディエンス人にとって肥だめのようなものだ。視界に入れたくはないが、肥料を作るには必要不可欠。外国船が出入港し、外国人が賑わう場所があるなど認めたくない。本心ではそんな区画など廃止にしてしまえと思っているが、金銭を稼ぐためには交易を行わなければいけないことも知っていた。それは、日々の安寧を保つために、混血者や外国人を奴隷扱いしながら見て見ぬふりをすることと同じだ。

        　カラスにとって、ミネディエンス人が忌避する場所こそ息ができる場所だった。貿易地区とミネディア市街のあいだには、緩衝地帯のように貧民街がはびこっている。貧民街も、ミネディエンス人が見て見ぬふりをする場所のひとつだ。カラスはそこに住んでいる。

        「……俺はどちらでもないけどな」

        　ひび割れてかさついた声で囁いた。声を出さなければ自分が闇の中に溶けてしまいそうで怖かった。

        　あの男はきっと、こんな恐怖など抱かないだろう。殺し損ねた相手に想いを馳せても無意味だが、痛みと空腹を紛らわせるにはちょうどよかった。ひたひたと睡魔が忍び寄ってくる。やっと眠ることができると安堵しながら、二度と目覚めないような気がして背筋が震えた。

        　次に意識を取り戻したときには、起き上がることができるようになっていた。

        　溜めた雨水を使って身体の汚れを落とし、周囲を警戒しながら部屋を出る。曇天が夕暮れに染まっていた。急がなければ炊き出しの時間を逃してしまう。貧民街の聖堂で夜の礼拝が終われば、海水を薄めたような塩辛い豆のスープと、石のように硬いパンにありつくことができた。空腹を満たせるのであれば、味も食感もどうでもいい。

        　帰りがけに聖堂の掲示板で日付を確認して、カラスは己のねぐらへ足を向けた。

        「まだ四日か……」

        　暗殺に失敗してから四日。まだなのか、もうなのか、何にせよまだ、俺は生きている。

        　貧民街には石造りの建物は少なく、大抵は泥レンガか粗末な木材で建てられている。密集してゴミだらけで、窓にガラスが入っていても、透明なものは少ない。

        　罅ひびの入ったガラスに、カラスの姿が映っていた。自分の姿を見るのは久しぶりだ。まるで病気の野良猫だ。すり切れたマントもシャツも、サンダルさえもボロボロだった。黒服は薬品のせいで色落ちしても染め直すこともできず、洗っても落ちないシミのせいで何色だとも言いにくい。人種がわからないほど混ざりきった、カラス自身と同じ灰色だ。

        　カラスはガラスから視線をそらし、朽ちかけた小さな倉庫の鍵を開けた。木造の壁は腐り、留め金の鉄はさびている。表の建物は目くらましだ。足下にかびた絨毯が敷いてあって、地下室への入り口を隠していた。目くらましと封印の魔術はカラスが編み出した特殊なものなので、魔導師でもなければ見破ることはできないだろう。

        　地面に張りついたドアを開き、地下への階段を下りる。ドブネズミにふさわしい、みすぼらしいねぐらだった。

        　この家で高価な物は、毒薬と聖霊灯だ。司聖の部屋にあったものと同じ聖霊灯で、毒の調合に必要だからと、明かりだけは与えられていた。

        　光の聖霊を利用することにかけては、ミネディエンスを超える国はないという。大通りには闇夜を照らす街灯がふんだんに使われているし、一般家屋も明かりに困ることはない。それでも、カラスのような生き方を強いられた者には高価な魔具だ。

        　魔力をこめて点滅石に触れると聖霊灯がともる。柔らかな明かりが狭い室内を満たした。

        　その瞬間、カラスは後ずさった。

        「よお、ずいぶん待ったぞ」

        　男がひとり、みすぼらしい寝台に座っていた。ただ板を組み立てただけのベッドが王座のように感じるほど、男の態度は尊大だ。

        「な……、なんで……」

        　なぜ、ここに。気配にはことさら敏感なのに視認するまでまったく気づけなかった。

        　頭からつま先までの黒装束。フードからこぼれた金髪と、挑発的に見上げる金眼。軍属の暗殺者みたいな格好に覚えはないが、忘れられるはずがない。あのとき暗殺できなかった男だ。

        　楽しげにつり上げた口角と、獲物を見つめる蛇のような細い瞳孔。その左頬に、くっきり目立つ傷跡がある。見せつけるようなそれは、カラスが切りつけたものだ。

        　恐怖が全身を包んだ。鳥肌が立ち、足が震える。冷静であろうとする精神をパニックが襲う。

        　どうして俺の部屋にいるのか、どうやってここを見つけたのか、どうやって侵入したのか。目的は何だ。仕返しか。俺を殺しにきたのか。

        　そうだ、逃げなくちゃ。このあいだのように、逃げなきゃだめだ。逃げなきゃ、今度こそ殺される。死にたくない。死ぬのは怖い。

        「そう簡単に殺しゃしねぇよ」

        　男は喉を鳴らすような声で笑った。肩を震わせる仕草は、場違いなほど楽しそうだ。

        　男の笑い声で、俺は我に返った。使える補助魔術をすべて引き出して、煙のように部屋を飛び出す。もう、あのねぐらには戻れない。部屋を出る瞬間に、こういう時のために仕込んでおいた仕掛けを発動させた。

        　ついでに、勝手に侵入したあの男も巻き添えになればと強く念じる。だが、楽観はできない。爆発音を背後で聞きながら、カラスは闇雲に夜の街へ駆けた。

        　死にたくない。俺はまだ、死にたくない。生きている理由もないけれど、だからって死にたくないんだ。死ぬのが怖くてたまらない。

        　全身の毛が逆立つ本能的な恐怖だった。まるで魂を裸にされているような心許なさで背筋が震える。異質で異様で、言葉にできない恐ろしさ。だからこそ、逃げるしかないのだ。

        　けれど体力の限界はすぐそこに見えていた。殴打された傷は直っていないし、魔力も回復していない。跳躍力や素早さを上げ、姿形を朧気にしているが、精度は甘いし効果は今にも切れそうだ。

        　そして、あの男が追ってきていることをハッキリと感じた。

        　部屋を爆発させた程度の威力で相手を殺せるとは思っていなかったが、怪我くらいは負わせられると願っていた。せめて足止めになればと期待したのに、男は迷うことなくこちらへ向かってくる。早い。すぐに追いつかれそうだ。

        　部屋にいることに気づかないくらいうまく気配を消したかと思えば、一方的に存在を主張してくる。追跡するなら気配は消すべきなのに、あえてそうしないのか。獲物をいたぶっているのなら効果は抜群だ。追われるカラスは混乱と恐怖で泣きそうだった。

        　肺が燃える。心臓の音がうるさい。魔力切れで全身がちぎれそうに痛かった。もう嫌だ。ずっと搾取され、踏みにじられてきた。最後はもてあそばれて死ぬなんて、世界はあまりに残酷すぎる。

        　そもそも、どこへ逃げたらいいのか、わからない。この街で助けてくれる相手なんて、誰もいないのに。

        「手間かけさせんなよ」

        　足がもつれて転びかけたところを、筋肉質な腕に支えられた。飛び退ける余力も、ダガーを抜く握力もなかった。カラスはついに捕まってしまった。

        　ああこれで終わりなのか。死にたくない。誰か、誰でもいい。俺を助けてくれ。もう、何もかもが嫌なんだ。

        「……ああ、任せておけ」

        　男はまるで、カラスの心情を察したかのように囁いた。指一本動かせない身体を抱え上げ、ぼろきれのようなマントでくるんで肩に担ぐ。まるで人さらいだ。

        　逆さになった視界に映る町並みは貿易地区のもので、様式など無視して好き勝手に建築した建物と通路が迷路を作り出していた。

        　創主教の礼拝など関係ない貿易地区では夜も活気がある。けれど、屋上を駆けるなど魔術士でもなければ難しいから、住民達は屋根など見上げない。夜の闇に紛れ、足音ひとつ立てないのであれば、誰に見つかることもないだろう。

        　目撃者がいれば聖騎士団に通報してくれるかもしれないが、それも難しそうだ。

        「悪いが人間の助けはないぜ？」

        　カラスはうめき声をもらした。

        　言われなくともわかっている。貿易地区で混血者がさらわれても、それが商品じゃない限り誰も気にかけない。俺の命運はこの男が握っているのだ。

        「眠れ。暴れなけりゃ、怪我させることもねぇ」

        　男は歌うように囁いて夜を駆けた。本当に鼻歌交じりなところが憎らしい。肩に背負われた振動で吐き気がする。魔力切れのめまいも重なって、絶望にひたる余裕もなかった。どれだけ気力を振り絞っても、意識が保たもてない。

        　どこへ行くんだろう。俺はどうなるんだろう。

        　俺が消えたって誰も探さない。それはきっと、死ぬことと同じだ。

        「用は済んだ。出せ」

        　最後の記憶は潮の匂いと波の音、それに男が誰かに放つ命令の声だった。


    

    
        　　2　漆黒の鱗号

        　

        　

        　

        「その坊主っすか？　キャプテンに傷負わせたの」

        「そんな細っこい腕じゃあ、水夫にゃなれんな」

        「俺はコイツを船乗りにしたくて連れてきたんじゃねぇよ」

        　深夜のミネディアを駆けた男は、好き勝手に囀る部下をねめつけながら軽口で応えた。ぴくりとも動かない軽い身体を抱えたまま魚臭い甲板に座る。

        「あんたも物好きだよね、魅朧メイロン。そんなガキひとり捕まえるのに陸で追いかけっこなんてさ」

        　隠密行動のために被っていたフードを後ろにはねのけ、魅朧は金髪をかき上げた。喉を鳴らして小さく笑うと、口角の動きに頬傷が引っ張られる。

        「やぁらしい笑いかたねぇ」

        「その口縫いつけるぞ、ノクラフ」

        「あら怖い」

        　ケタケタと甲高く笑うノクラフは完全に魅朧の反応を面白がっていた。もっとも、海中で生まれ育ち、一年のほとんどを海上で暮らす生活をしていれば、街中を走り回るなんて馬鹿馬鹿しく感じる気持ちもわかる。

        　彼女は生意気な口をきくけれど、反抗的なわけじゃない。面倒見のいい世話好きだ。捕まえた獲物が怯えないよう連れてきたのだが、肝心の獲物は眠ったままだった。ノクラフは不要だったかもしれない。

        「ちょっとぉ、邪魔者みたいに言うのやめてよ」

        「邪魔じゃねぇよ。お前は保険だ。ちゃんと礼はする」

        　唇を突き出してすねる彼女に一応の感謝を告げ、魅朧は腕の中の青年を抱え直した。

        　すり切れて穴の開いたフードから、灰色の髪がこぼれている。銀髪じゃなくて灰色なところがとても珍しい。痩せてボロ雑巾みたいな身体だ。家畜なら食いでがないと買いたたかれそうにみすぼらしい。担いでもろくな重みはなかった。

        　四日前、新月の真夜中、俺はこいつに襲撃された。すぐに追わなかったので逃げられてしまったが、そう時間をおかずに戻ってよかった。放っておけば手遅れになっていたかもしれない。助け出せたのなら重畳だ。青年に哀れみの視線を向け、これからしっかり食わせてやろうと決意した。

        　魅朧たちの乗った漁船はミネディアの港を離れ、大きな月が昇る方向へ舵をとった。外国の商船であれば夜間の出港は許されないが、漁船であれば監視塔も素通りになる。

        　もっとも、本来なら追っ手がかかったところで焦ることもない。今回は穏便に済ませたい理由があっただけだ。だからこそ奪った漁船で入港し、部下たちにも変装させ、魅朧自ら闇に隠れて潜入した。

        　漁船は滑るような早さで沖へと進む。別の漁師が見れば、どうしてこんなに穏やかな夜にあれほどの風を帆に受けているのかと首をかしげるだろう。ずいぶん優秀な風使いでも乗せているのかと羨むかもしれない。そして、漁場を越えてどこまで行くのかと訝しむだろう。

        「腹減ったなぁ。料理長、俺たちの飯を残しておいてくれてりゃいいけど」

        「魅朧がいるんだもの、あるに決まってるじゃない」

        　ノクラフは船の縁にもたれながら、海面を見つめていた。

        「お前、漁師と魚を食いまくってたじゃねえか」

        「お、おい！　バラすんじゃねえよ！」

        「……あたしに土産もないってひどいわね」

        「人妻に貢ぐほど馬鹿じゃねぇって！」

        　叫び返す大柄な男の方はウォルクで、肩をふるわせて笑う細身がネヴァル。口は悪いが、こういう船外行動では役に立つ兄弟だ。軽妙なやり取りを心地よく聞きながら、魅朧は水平線に船のシルエットを見つけた。近づいていけばその大きさがよくわかる。月光を背に、誇らしくなるほど威圧的で美しい。

        　漆黒の船体は鈍く光を反射し、三本のマストに広げられた帆も黒く染め抜かれている。トップセイルには角と爪のある龍が金色で描かれていた。軍艦というには優美で、観光船にしては攻撃的。

        　船の名は『漆黒の鱗スケイリー・ジェット』号という。

        　この世界で最強の海賊船だ。

        　

        ◇

        　

        　捕まえてきた人間はなかなか目を覚まさなかった。

        　医術が達者な仲間にみせたところ、命に別状はないという診断で安心する。ただ、健康ではない。過労と魔力枯渇と栄養失調。ある程度魔力が回復すれば目を覚ますと言われたので、魅朧は仲間の言葉を信じた。目覚める前にやれることはたくさんある。

        　まずは風呂だ。なりふり構わず逃げたから、泥や土埃で汚れていた。どこかで引っかけたのか布が破けて血が滲んでいる。

        　ボロボロのシャツとズボンを脱がせるために指をかけると、痩せっぽちがうめいた。意識が戻ったようにはみえないが、身体が堅く緊張している。

        「う……、ぐ……っ」

        　さわるな。死にたくない。ここはどこだ。何があった。

        　青年はうっすら瞼を開き、焦点のあわない視線をさまよわせた。何か見えているわけじゃないだろう。強い混乱を感じとったが、疲労と睡魔に混ざって沈んでいった。

        「なんだって叶えてやりたいが、触らないってのは無理だな。諦めてくれ」

        　魅朧は意識のない相手に語りかけ、灰色の髪をくしゃりとなでた。一瞬だけ見開かれた瞳は、暖かい砂浜の海みたいな色だった。

        　もっとしっかり見つめたい。そのためには、やはり風呂だ。汚したままベッドに入れると、洗濯係に怒られる。

        　魅朧の部屋は船で一番広く、専用のバスルームを備えていた。バスタブは小さいが、その設備があるというだけで地位を表している。

        　湯を浴びる前に居間ですり切れた服を脱がせた。あらゆる隙間から大小様々な武器を発見して笑いが漏れた。どうりで抱え心地が悪いはずだ。あとでまとめておこう。

        　漆黒の鱗スケイリー・ジェット号の上下水道設備は、地上のそれと変わらない。聖霊石を潤沢に使っているので、海水を真水に変えることは造作もないし、お湯のシャワーを浴びることも可能だ。魔術の類いを好んではいないが、ひとが生み出した技術は賞賛すべきだと思っている。

        　裸に剥いた人間は、本当に痩せていた。張りのない肌と、パサついてボサボサの髪。薄い胸板にぺたんこの腹。尻の肉も薄い。節ばかり目立って細い手足。必要最低限しか筋肉がついておらず、それだって充分とはいえない。身長はそれなりだが、魅朧の頭ひとつは低い。

        　そして何より目立つのが、まだらに身体を覆う青あざだ。転んでついたものじゃない。魅朧から逃げるときに負った傷でもない。誰かに暴力をふるわれたのだ。

        　痩せ細った身体にはあざ以外にも無数の傷跡が残り、全身が彼の生活を物語っていた。今すぐ治療が必要な怪我はないが、見ているこちらの胸が痛む。

        　そして、この青年を傷つけた相手に殺意を覚えた。

        「傷跡は治してやれねぇが、お前が望むなら霊印シジルを刻んで上書きしてやることはできる。……まあ、今言っても覚えちゃいねぇだろうけど」

        　返事がないことを承知しつつ、魅朧は話しかけた。

        　抱きかかえるため仰向けにすれば、嫌でも薄い下生えと性器に視線が向いてしまう。すぐに襲いかかろうとは思わないが、下心がある。男性器の機能を確かめてみたい。しかし、後々知られて嫌われては困るので、清潔を保つために洗う以外の不要な接触は控えようと心に刻んだ。

        　これは治療行為であり介護だ。強く意識しなければ、手を出してしまいそうだった。

        　魅朧は海賊だ。襲い、奪うことを当然として生きてきた。自分に屈した相手の意思を無視して強引に犯すことも、強者の権利だと認識している。

        　だからこそ、自分がさらった相手を裸に剥いたまま手を出さないのは異例なことだ。けれど、指をくわえているだけの自分を情けないとは思わない。

        「早く食わせてくれよ？」

        　お前が望むまで、俺は理性的でいてやろう。お前は俺の特別なんだ。

        　魅朧は喉を鳴らして笑いながら、痩せた身体を抱き上げた。バスタブの床に座らせて、頭からつま先まできれいに洗ってやる。途中何度も嫌がるそぶりは感じたが、そこは我慢をしてもらいたい。

        　なんとか洗い終わってタオルにくるみ、初めて他人を介護した気疲れを抱えながらバスルームを出た。居間に戻れば、黒革のビキニとスキニーパンツ姿のノクラフが待っていた。船に戻って普段着に変えたようだ。

        「とりあえず、必要そうなものは持ってきたわよ。髪に使うオイルと、顔に使う化粧水とクリームと、体に使うクリームと、爪を保護する――」

        「待て待て。頼んだのは俺だが、最低限にしてくれ」

        　顔と体でどうして別のクリームが必要なのだ。テーブルの上に並べられた大中小様々な瓶に、魅朧は恐れをなした。

        「全部効果が違うのよ？　せっかくあたしのとっておきを持ってきたのに」

        「感謝するが、頼む、最低限でいい」

        　俺はこいつを美姫にしたいわけじゃない。かさついた肌を保護できればそれでいい。この人間に必要なものは睡眠と栄養であって、美しさの追求は――もし本人が望めばだが――回復してからやればいい。道具が必要なら取り寄せるために進路を変えるから。

        　喉の奥でうなっていれば、ノクラフがいたずらが成功した子供みたいにニヤけていた。どうやら、同行を頼んでおいて不要だったことを根に持っているらしい。

        「別にいいよ。あんたのそういう顔みれたから、エルギーには告げ口しないであげる」

        「そりゃ、ありがてぇわ」

        　化粧品を選別する彼女を尻目に、魅朧はぬれた人間を抱えたままカウチに座る。丁寧に髪をふいていれば、ノクラフに強引に捕まれて、花の匂いがするオイルを手のひらにぬりつけられた。髪に揉み込めと指示されて、断ることもできずに大人しく従う。

        「じゃあ、あとはこれね。馬の脂のクリーム。全身どこに使っても大丈夫。傷にも効くし、保湿効果も充分」

        　ノクラフは茶色の大瓶を避け、残りを籠につめこんだ。それが終われば別の籠を指さして、夜食と保存食の説明をする。終始にやにやしているのが腹立たしいが、からかいは甘んじて受け入れた。

        「船橋ブリッジに寄るけど、エルギーに伝えることがあるなら聞くよ」

        　エルギーはノクラフの夫で、この船の副船長であり操舵主任だ。

        「ミネディエンスから離れろ。当分ここには戻らねぇ。行き先はそうだな、南か東か、好きな方を選びな」

        「はぁい」

        　投げキスでもしそうな機嫌のよさでノクラフが笑う。尻を振りながら部屋を出て行く姿は、さながら高級酒場の給仕のようだ。だがあれは人妻で、見た目がどうあれ、魅朧にとって子供すぎた。

        　いや、歳のことはとやかく言えないか。いくつもの小国が生まれて滅びるだけの歳月を生きていれば、今を生きる人間などおしなべて子供のようなものだ。この人間はどうみつくろっても二十に届くか届かないかというくらいで、年齢差を考えてもろくなことにならない。身体と心が子供でないのなら、それでよしとしよう。

        　魅朧はかぶりを振って後ろめたさを忘れ、ベッドに運んだ青年の体に馬油をすり込んだ。肌にふれていると違和感を覚えた。彼は人間だから魔力を持っていて当然だが、何かが妙に引っかかる。それを探り出してみたいけれど、今の状態では彼の命を削ることになるだろう。それは避けたい。

        「大丈夫だ。お前を苦しめたりしない。ゆっくり眠れ」

        　危険を察知したのか、青年がむずがった。生に貪欲で、執着が深いところは好ましい。

        　魅朧は青年の額にキスを落とし、今まで着ていたシャツを脱いで着せてやった。全裸のまま寝かせてもいいが、人間は寒さに弱い。体力回復が阻害されては困る。

        　クローゼットに新しいシャツがあるけれど、せめてもの主張だ。強引に抱けない代わりに、このくらいは許されるだろう。あとは毛布をかければ放置するだけだった。

        　眠くなったら隣に潜り込む気だが、しばらくその必要はない。興奮して眠れそうにもないのだ。眠る相手を肴に祝杯をあげるつもりで立ち上がる。

        　とっておきの蒸留酒をグラスにそそいで、青年に向けて軽く持ち上げた。

        「お前が叫んだ絶望に」

        　それが俺の心に刺さらなければ、きっと捨て置いただろう。あの瞬間、よく俺に求めたものだ。

        　彼が早く目覚めることが、とても楽しみだった。


    

    
        　　3　スープと蒸しパン

        　

        　

        　

        　目が覚めた瞬間、カラスは悲鳴を上げそうになった。寸でで声を飲み込んで、けれど、驚きに後ずさって床に転がり落ちた。したたか腰を打って悶絶する。

        「大丈夫か？」

        　のんきに尋ねてくる相手に怒鳴り返したかったが、痛みと混乱と驚愕でうまく言葉が出ない。もっとも、声を出せたとしてもろくな単語も紡げなかっただろうが。

        　だいたい、目を開いた瞬間に鼻がぶつかりそうな距離で見知らぬ男が眠っていたら、驚かないはずがないだろう。それも、一度は殺そうとして失敗した相手だ。

        　待て。そういえば、俺はどうしたんだ。殺されたのか。いや、生きてる。ここはどこだ。俺は。こいつは。

        　ああ、もう、いったいどうなってるんだ！

        「おう。全部答えてやるから、まずは飯だな」

        　腰を抜かして逃げることもできないカラスを楽しそうに眺め、男はたてがみのような金髪をかき上げた。上体を起こして伸びをする。服は着ていない。筋肉質な上半身は戦士のように鍛えられていた。何より目を引くのは、その胸元に描かれた角のあるドラゴンの絵だ。まるで生きているみたいで、野蛮さに似合わない美しさがあった。

        「なんだ。近くで見るか？」

        「ばッ、……っ」

        　馬鹿野郎、と怒鳴りつけたかった。だが、俺は情けなくもむせて咳き込んだ。

        「飯の前に水か。お前、丸二日眠ってたんだぞ」

        　男は苦笑を浮かべ、ベッドを下りた。不思議な光沢の黒いズボンをはいている。よかった、全裸ではなかった。

        　だが、この男と同衾していたのだ。その事実を確認して頭を抱えたくなる。状況がつかめない。

        「立てるか？　立てないってなら、抱きかかえてやるが」

        「……しなくて、いい！」

        　なんとか答えることができたけれど、従うべきだったのだろうか。ここはどこか、相手の出方もわからない。反抗すれば殴られることだってあるだろう。

        　少なくとも今すぐに殺されるようには思えないが、慎重に行動し、選択しなければならない。与えられるものを素直に受け取るのは危険だろうか。毒殺するなら飲料に混ぜることが効果的だ。

        　毒といえば、そうだ。俺の得物はどこだ。服は。マントは。サンダルもない。素っ裸じゃないことだけは救いだが、ぶかぶかのシャツ一枚で、下着すら履いていない。それに、やたらと花の匂いがする。やつは女衒か何かなのか。それなら、暗殺の対象になるのもわからなくもない。

        　カラスは己の状態に怯えた。男をにらみつけながら、肉体に意識を向ける。素早く立ち上がると多少ふらつきはあったが、司聖に殴られた痛み以外、内蔵や下肢に不具合もない。

        　何もないことに安堵していいかはわからないが、同衾していても性的暴行をされたわけではないらしい。意識できないほどの術でもかけられていなければ、だが。

        「何もしてねぇよ。汚れてたぶん洗ったりはしたが、それだけだ。まだ手は出してない」

        　男は金色の瞳を見開いて、それから、肩を震わせて笑った。面白がっている。カラスは恥ずかしさに奥歯を噛んだが、赤面をこらええて男をにらみつけた。

        　服を脱がせてベッドに寝かせる理由が性行為しか思い浮かばなかった己の短絡さ恥じらい、自分が手を出す対象になり得ることに驚いた。手を出されていないことに安堵するのも、初めての感覚だった。

        　泥水をすするような生活をしていたが、これまで身体を売って金を稼いだり、暴行を受けたことはなかった。混血者は娼館ですら雇ってもらえない。ならず者に暴行されるほど弱くもない。けれど当然、知識はある。暗殺業には必要だから、異性も同性もどちらの性行為も無知ではない。

        　もちろん、望まぬ行為は暴力であり犯罪になることも知っていた。その手の犯罪者を処分するよう依頼されたこともあった。

        　けれどやっぱり、俺には無関係だと感じる。この男は何を思って手を出したいなどと考えるのだろう。ありえなくないか。

        「お前が望んでくれたら、骨の髄まで愛されるセックスを教えてやれるんだが、試してみないか？」

        　浮名を流す遊び人のような流し目を送られても、俺の心には何も響かなかった。未知の生物を見るように半眼を向けると、男が肩をすくめる。キザったらしい仕草が妙に様になっていて、なんだか腹立たしい。

        「……あんた、俺が殺そうとした相手だよな？」

        「ああ。この傷をつけたのはお前だ」

        　左頬を見せた男は瞳を細めた。どうやら、よく似た別人ではなく本人らしい。暗殺対象に何かの感情を覚えたことはないが、唯一殺すことのできなかった相手が軽薄すぎて複雑な気持ちになった。

        　彼はピッチャーからグラスへ水をそそぎ、テーブルの上に並べて置いた。そのまま壁の方へ移動して距離をとる。まるで野生動物を相手にしているような態度だが、実際カラスの警戒具合は手負いの野獣も同じだ。

        「毒味が必要か？」

        「……いいや、結構だ」

        　あんたに毒は効かないんじゃないのか、という言葉が喉元まで出かかって、あわてて飲み込んだ。

        　男の出方を警戒したまま、視線を素早く動かして室内を確認する。脱出経路を見つけておくのは鉄則だ。

        　寝室から居間へは壁もなく繋がっている。濁りがないガラスのはめ込まれた窓。居間にはダイニングテーブルと椅子のセット。酒瓶とグラス類が収められた棚。サイズも種類もバラバラのチェストに挟まれて、天井まで届くような重厚な本棚が据えつけてある。寝心地がよさそうなカウチの下には、あざやかな色合いの絨毯が敷かれ、壁のところどころに見たこともない柄のタペストリーが飾られていた。

        　統一性のないインテリアだが、家具の質はいい。貧乏ではない。きっと金持ちだ。だが、鼻につく高級さはなくて、住み心地がよさそうに感じる。いや、感心してどうするんだ。

        　居間の奥に短い廊下のようなものが見えた。出口があるとすれば、その先だろう。最悪、窓から外へ飛び出せばいい。

        　まずは武器を取り戻して、それから、シャツ一枚という頼りない格好から着替えたい。

        「お前の得物はまとめてある。着てたもんは洗ってあるが、新しいものを用意してあるから、そっちを着たらどうだ」

        　男はあごでチェストのひとつを示した。綺麗な敷き布の上にダガーと隠しナイフ、暗器の類が並べてある。目視で確認したかぎり不足はない。見慣れたマントやシャツも、畳んで隣に置いてあった。部屋の調度品が上等すぎて、室内を確認したのに視線が素通りしたようだ。

        　しかし、家捜しをすればすぐに見つかるような場所に、どうして置いておくのだろう。これでは逃げてくれと言っているようなものではないか。

        　だが、カラスはふいに、もっと別のおかしさに気づいた。

        　男と会話が成立しているが、俺は声を出していない。あらゆる疑問を思い浮かべていたが、一度だって言葉にしていないのだ。それなのに、男は迷いなく答えていた。

        　どういうことだ。あいつは読心術でも使えるのか。それは魔導師ですら手の出せない領域じゃないのか。

        「んー、厳密にいうと読心術、ってわけじゃねぇな」

        「な、なんで……」

        　俺は口をつぐんでいた。心の中を読まれているのじゃないかぎり、これほど正確な返しはできないはずだ。

        「読んでない。視て、感じとってるんだ」

        　ごく当たり前のように、男は答えた。意味がわからない。

        「俺たちの感覚器官は人間とは違っていて、特に眼が特殊なんだ。この眼は感情を視て、心を感じとる」

        「眼で……？」

        「俺は特に能力が高くてな。ほとんど読心術くらいの精度になる。お前は特にわかりやすいから、何考えてんのか丸見えだぞ」

        　カラスは混乱しながら、必死に男の言葉を飲み込もうとした。理解はできないが、投げ出す気もない。敵を知ることは、攻撃の第一歩だ。相手を知れば知るほど、逃げられる可能生も増える。チェストのひとつに寄りかかるように座る男を、改めて見つめた。

        　ミネディエンス人の特徴があっても、そうじゃない。異質だと感じた眼は、やはり普通ではなかったのか。感情が視えるという信じがたい主張も、あの瞳であればあり得るかもしれないと思う。思うが、信じられるかといえば別だ。

        　世の中には特殊な瞳を持つ者がいる。けれど、能力と虹彩に関連はないはずだ。だからこそ、金眼の人種が知れない。生まれがわかれば性質の予想もできるのに、この男にはカラスの持っている知識の何にも当てはまらない。

        　たてがみのような金髪は肩をこえて伸ばされ、粗野ではあるがみすぼらしさは皆無だ。精悍な顔つきは若そうにみえるが年齢不詳で、どの程度の年嵩なのかわからない。長身で軍人のように鍛えられた体格は、飾りじゃなければ実践でもそれなりの力を発揮するだろう。実際、追われて逃げ切れなかった。

        　そして、左頬を横切る赤い傷跡は暗殺が失敗した証だ。あれだけの跡が残るのなら、内臓がドロドロに溶けていたっておかしくない。耐性をつけることも難しい種類の毒だし、致死量ははるかに超えていた。はずだ。なぜ生きているのか理解できない。もしかして、調合に失敗したのだろうか。

        「失敗はしてないんじゃないか？　人間ならまだしも、俺には大抵の毒が効かねぇってだけだ。傷跡残すくらいの効果があっただけ充分だろ。跡が消えるまでしばらくかかりそうだしな」

        　生きているのだから効果は充分ではないし、死んでいないのだから人間じゃないではないだろうか。

        　そんな馬鹿馬鹿しいことを考えるくらいには、精神的に疲れていた。だって、人間でないはずがないのだから、男の言動が真実であれば矛盾することになる。

        　ただ、男は言葉の端々で、まるで己が人間ではないように語っていた。嘘をつくにはあまりに自然で、けれど、頭がおかしいようにはみえない。

        　カラスは神聖ミネディエンスでも首都でしか暮らしたことはない。異国人との交流も皆無なので書物や説経で見聞きしただけだが、この世界に純粋な人間でない生き物が存在すると知っている。だが、人外であれば人間と同じ姿形をしているのはないという。聖霊でもなければ。

        　まさか、この男が聖霊だったりするのか。

        「あいつらと一緒にするんじゃねぇよ」

        　途端に怒鳴り返されて、カラスは肩をすくめた。そうだろうな。聖霊はもっと上品そうだ。

        　吠えるようにうなった男は、やはり心を読んでいなければおかしい正確さで反応していた。何がしゃくに障ったのかこちらに噛みついてきそうだが、実行に移すほど理性がないわけではなさそうだ。

        　ただ、射ぬくような鋭さで金色の瞳を向けてくる。爬虫類じみた縦長の瞳孔はぞっとするほど酷薄だった。

        　そうだ。その瞳だ。やはり、それは人間の瞳ではない。限りなく人間と同じ姿形をしていながら、まったく違う生き物のように感じる。同じ生き物ではないと、俺の人としての本能が警鐘を鳴らす。

        「あんた、……何なんだ」

        　からからに渇いた喉から絞り出すように尋ねた。男はこれ以上ないほど愉快そうに口角をつり上げた。ひとを小馬鹿にするような尊大な態度だが、その気配は鳥肌が立つほど異質なものだった。

        「俺は魅朧メイロン。海の龍ドラゴンで、海賊だ」

        　男の回答に、カラスは気絶しそうになった。

        　

        ◇

        　

        　大地の上であれば大抵の場所に人間が住んでいるが、空と海だけは同じように語れない。空を移動手段として生きる者は少ないので、空は何者からも自由だ。ならば海もそうかといえば、海は特殊な場所だった。

        　海には海賊がいる。

        　海賊だけで一国を作れるくらい、世界中の海には海賊が跋扈していた。漁船が航海する近海には出没しないが、大陸間を渡るには軍艦の護衛が必要だ。旅人などは船で行けば近い距離でも、安全を取って陸路を選ぶほど、海は危険な場所だった。

        　特に、金色のドラゴンを描いた黒い帆をはためかす海賊船に補足されて、無事でいられる船はないという。命が助かれば儲けもので、身ぐるみも積み荷も金目のものはすべて奪われてしまう。

        　黒い海賊船は神出鬼没だ。艦隊を編成しているという話は聞かないけれど、一隻だけが各地に出没しているわけではないらしい。だが、正確なところは誰もわからなかった。一隻だけだと言い張る者もいるし、百隻いると主張する者もいる。

        　けれど誰もが口をそろえて語るのが、最強の海賊船『漆黒の鱗スケイリー・ジェット』号と、キャプテン魅朧についてだ。漁港に住んでいる者ならどこかで耳にする。カラスもそうだった。

        　すべての海と、海賊達を統べる支配者。それが、キャプテン魅朧だ。

        　客船を守る護衛艦をひとりで沈めただとか、軍艦と戦っても無傷だったとか、魔導師の攻撃を跳ね返しただとか、魅朧に関する噂は事欠かない。しかも、多種多様な噂は、最近流れたわけじゃなかった。

        　長老と呼ばれるような歳の者が、海で悪い行いをすればキャプテン魅朧が懲らしめにくるぞと祖父に脅された、なんて思い出話を語る。命からがら逃げてきた青年が、漆黒の鱗スケイリー・ジェット号に襲われて魅朧の姿を見たと息巻いて叫ぶ。

        　魅朧が本当に生きているなら、どれだけヨボヨボの老人になっているだろう。魅朧とは、そういう伝説の存在だった。

        　だが、目の前の男は、己がその魅朧だと名乗った。ホラを吹くにしてはあまりに誇大で、どう対処していいのか困ってしまう。

        　彼はどうやって魅朧だと証明するつもりだろう。いや、そもそも、俺は魅朧がどんな人物なのか、知らない。知らないものを証明されても真実かどうかわからない。なんだこれは、何を信じればいいんだ。

        　だが、とりあえず、彼が海賊というのなら、暗殺を依頼された理由が理解できた。自国民に害なす者を極端に嫌っていたから、名のある海賊なら暗殺リストの筆頭に上げられるだろう。

        　俺を誘拐したのは、やはり暗殺を仕掛けたことに対する報復なのだろうか。相手は海賊だ。なんだってあり得る。

        　いや、いいや。思い出せ。考えろ。この男は他に何を言った。もっと突飛な単語を出したはず。

        「龍ドラゴンだ」

        　そう、それだ。龍とは、なんだ。……いや、ああもう、煩わしい！

        「……俺の考えを読むな」

        　口に出していないのに会話が成立してしまう。やりにくいことこの上ない。

        「読んでるんじゃなくて感じてるんだが、まぁ、お前が理解しやすいってなら、読んでるってことでいいか」

        　いらだちを込めて睨みつけると、魅朧を自称する男が肩を震わせて笑っていた。幼子の反応を楽しむみたいな態度が腹立たしい。

        「そう邪険にしてくれるなよ。お前が知りたいことはなんだって教えてやるから、まずはこっちにこい。水を飲め。飯を用意してやる。その枯れた珊瑚みたいな手足をなんとかしなきゃ、ここから抜け出すこともできねぇだろ」

        　カラスが動こうとしないことに焦れたのか、魅朧はついに動き出した。身構えたところで、ろくな抵抗ができるとは思えない。それに、抵抗する意味が、だんだんわからなくなっていた。

        　魅朧はまず寝台に向かって、枕元の壁にくっついた通信管のふたをひらいた。短いやり取りを終えると、怯えて固まるカラスの意思など問わず、軽々と抱き上げた。カラスは混乱と恐怖で呼吸すら止めていた。

        　ダイニングテーブルの端の席に座らされる。目の前にはピッチャーとコップ。飲み水の透明度に目が離せなくなった。

        「飲んでいいんだぞ」

        　許可を出されてようやくコップを手に取った。濁りも味もない水を飲んだのは、いつぶりだろう。喉を滑り落ちて、臓腑に染みていく。ほう、と息をついていれば、魅朧は暗器を乗せたトレイをすぐ横に置いた。

        　持ち手のついた銀盆にシルクが敷かれ、その上にダガーや小刀、衣類やホルダーに仕込んあった暗器が綺麗に並んでいた。捕虜の武器なんて捨ててしまえばいいものを、これではまるで敬意を向けられているような扱いだ。

        「気になるんだろ？　不足がないか確認するといい」

        　この男に警戒心はないのだろうか。咄嗟に小刀をつかもうとして、俺は空のまま指を握りこんだ。金色の瞳が俺の動きを追っている。下手に動いて今さら殺されるのは御免だ。

        「殺しゃしねえって」

        「……じゃあ、あんたは俺をどうしたいんだ」

        「とりあえずは、もう少し太らせたいな」

        　なんだそれは。意味がわからない。家畜じゃあるまいし、太らせてどうするんだ。食費がかさむだけだろう。

        　呆れながらも、カラスの視線は魅朧の指先に釘付けだった。彼は卓上の果物籠から、炎のように熟れたリンゴを選んだ。籠にはリンゴの他にも見慣れない果実が積んである。自分には金があったって買えない果実だ。配給では屑リンゴしかあたらない。

        　魅朧は籠の中からナイフを抜いて、器用にリンゴを切り分けた。カラスの口の中に唾液がわいた。

        「ほら、食えよ」

        　差し出されたリンゴを受け取るべきが迷ったが、空腹には勝てなかった。ハンガーストライキをするほど馬鹿じゃない。施しで生きてきた自分にとって、食べ物を与えられることは屈辱にもならない。

        　逃げるにしろ、戦うにしろ、この身体で動き回ることが無茶だと自分が一番わかっている。もう一度この男を殺せと正式な指示も受けていないし、飢え死にしてまで守りたいほどの矜持も忠誠も気概もない。

        　カラスはリンゴを受け取って、大人しく齧りついた。あまりの甘さにむせかえる。ゆっくり食えとなだめられ、貪りたい衝動を抑えるのが大変だった。

        　半分平らげたところでノックの音が響いた。飛び上がりかけたカラスを置いて、魅朧はドアまで歩いていってしまった。ドアの方はちょうど影になっているのか姿は見えず、声だけが聞こえる。

        　カラスは咄嗟に並べたままの武器を握りしめ、ここから逃げようと窓に飛びついた。ほとんど反射的な行動だった。

        　だが、そして、そのまま腰を抜かした。

        　窓の外は一面の海原だった。どうして今まで気づかなかったのか、己の愚かさを罵りたくなる。

        　ここは海の上だ。逃げ場なんてどこにもないじゃないか。

        「逃がす気はなかったからな。さっさとミネディエンスから離れた。泳げる距離に陸地はないぞ」

        　両手にトレイを乗せた魅朧は得意気に答えた。カラスが窓に張りついていても慌てるそぶりすら見せない。心を読まれたことと、余裕綽々な態度にいらだち、たまらず舌打ちをしてしまった。だが、男はニヤニヤと笑うだけだ。

        「うちの料理長が気を利かせてくれてな。栄養失調ぎみのお前さんでも食えるような飯を用意してくれた。覚悟しておいた方がいいぞ。俺の意思を汲んで、お前を太らせる気満々だ」

        　銀盆から武器が消えても、彼は何も言わなかった。反撃されると考えていないのか、反撃されたとしても返り討ちにできる自信があるのだろう。悔しいがその通りだ。

        　魅朧はカラスの心の声に応えることなく、テーブルの上に皿を並べていった。胃に訴えかける香辛料の匂いに負け、カラスはすごすごと席に戻った。食欲に負けたのだ。

        　与えられたものは、スープと蒸しパンだった。手を伸ばさない俺に呆れた魅朧が口をつけてみせる。視線で食べるよう求められ、ようやくスプーンを握ることができた。

        　毒が入っていないか懸念したというより、誰かと一緒に食事をとることに慣れていないのだ。待ったほうがいいのかと迷ったし、盗まれるかもしれないという警戒心もどこかにあった。

        「この船で飯を盗まれる心配はしなくていい」

        　魅朧は指を舐めながら、遠慮するなと促した。心を読まれたことが恥ずかしいけれど、湯気のあがるスープの前では羞恥など些事だった。

        　温かい食事を食べたのはいつぶりだろう。スープの野菜はくたくたに煮てあるし、何よりソーセージとベーコンに涙が出そうになった。配給で与えられる食事には、肉なんて入っていない。カラスにとっては干し肉の破片だって贅沢な食べ物だ。豊富な香辛料と野菜と肉の組み合わせは、年に数度買い食いする屋台の料理ですらありつけない代物だった。

        　主食のかわりなのか、白い蒸しパンは甘く、イモに似たものが混ぜてある。なんだこれ。ふわふわだ。とてもおいしい。初めて食べたものだが、毎日だって食べたいくらい気に入った。もうひとつほしくて手を伸ばせば、そこでようやく魅朧に止められた。

        「また後で、な。急に食うと、体が受けつけられなくて吐き戻すことになる」

        　魅朧は食事中に口を挟んでこなかったが、どうやら、食欲を観察して与える量を調節していたようだ。反論する術をもたないので、俺は諾々と従った。

        　食後には紅茶が用意されていて、魅朧はスプーン一杯のブランデーを入れてくれた。まるで王侯貴族のような扱いだ。戸惑いはあったが、受け入れている自分に驚く。俺は案外と図太い精神を持っていたらしい。

        　ここは海の上で、どこへ逃げることもできない。達観したのか諦念に達したのか、どちらにせよ適応は生存戦略だ。

        　いつ死んでもおかしくない生活をしていても、いつだって生にしがみついていた。死にたくない。生き延びて、帰らなければならない。

        「……龍って、ドラゴンって、何かのたとえなのか？」

        　カラスは食事で中断された話を再開させた。自分のことは棚上げして、得られる情報をかき集めることにする。

        　海賊の頭領であることも、ドラゴンだと自称することも、カラスには理解ができない。ただ、この男の正体を探れるのなら、どんな情報も取りこぼすべきではないと思った。それがどれほど荒唐無稽でも。

        「たとえも何もドラゴンはドラゴンだろ。外世界からの混ざり物のない純粋な固有種で、実質、この世界の支配者も同じだぞ。支配権を行使する気はないが」

        　だめだ。この男が何を言っているのか理解できない。

        「……世界を支配しているのは神と聖霊だろう。というか、ドラゴンなんて聖書にすら書いてない、空想の生き物だ。冗談で煙に巻くのはやめてくれ」

        　カラスにとってのドラゴンは、孤児院で語られたおとぎ話のキャラクターだ。屋敷のようにでかくて岩蜥蜴に似た姿で、どこかの姫をさらうだとか、黄金を貯めこんでいるだとか、教会を襲うだとか、大抵は悪役だった。

        　今思えば、ドラゴンは子供に宗教観や善悪を教えるための必要悪として表現されていたのだと想像できる。敵国を揶揄するような話も多かった。もっとも、混血者であるカラスには、創主教の正式な信者となる資格もないので、早々に物語への興味は失った。だから、ドラゴンという単語は知っているが、実在しないものだと理解していた。

        　それに、目の前の男はどうがんばってもドラゴンには見えない。どこからどう見ても人間だ。瞳だけは違うように思えるが、魔族の血を引く敵国のカーマ人だっておかしな瞳をしていると聞くから、この男だけが特別というわけではないだろう。

        「見た目にこだわるのなら本体を見せてもいいが、ここだと部屋を壊すことになる。お前が泳げるなら背中に乗せてやるけど、回復してからだな」

        「……いや、別に、結構だ」

        　いくら俺がミネディアから出たことのない世間知らずでも、人間としての常識は知っている。魔術で姿を見えなくしたり、色を変えることはできるが、まったく別の生き物に変身することはできない。獣人だって本能を剥き出しにして獣体に近くなっても、獣そのものに身体を変化させることはできないのだ。だから、魅朧の話は荒唐無稽で、信じる気にはなれなかった。

        　きっと、ドラゴンは悪いとか強いという比喩か何かだろう。魅朧を名乗る船乗りなら、少なくとも海賊であることは間違いなさそうで、ならばドラゴンのように強欲だという主張は納得できる。うまい表現だとは思わないが。

        「……頑固なところは実にミネッドらしいな。いっぱしの魔術士なら世界のあり方に興味を持つと思ったが、そうでもないのか」

        「なんで俺が魔術士だって……、また心を読んだのか」

        　ミネディエンス人ミネッドらしいという言葉に若干の反感を覚えながら、それよりも声に出さずに会話が通じてしまうことにいらだった。自然すぎて違和感として認知できず、慣れはじめていることが悔しい。

        「お前が魔術士だってのはあきらかだろ。逃げ回るのに駆使した術は相当な練度だ。あそこまで補助系を極めたってのは珍しい。魔導には届かなくても、それに近い才はあるんじゃないか？」

        「……あんたには捕まったけどな」

        「そりゃあ、当然だ。俺に魔は効かないからな」

        　皮肉をこめたカラスのつぶやきに、魅朧は眼だけで笑って応え、葡萄酒を満たしたマグをあおった。どうせなら俺にも同じ物を飲ませてほしい。魔が効かないやつなんているものか。ホラ話も過ぎれば笑えない。しらふで対応するには、この男の主張はあくが強すぎる。

        　この世界の人間は、強弱があれど誰でも魔力を持っていて、それは聖霊からの授かり物だ。魔力が強く優秀であれば騎士団に召し上げられたり学者になったり、いろいろな専門職に就く道が開かれる。だが、大抵はかまどの火をつけることができるかできないか、という程度の力しか持たなかった。それも、己を守護する精霊の属性によって変わってくる。

        　魔力と聖霊については文字を覚えるより早く、物心がついてすぐに覚えることだ。学校に通ったことのない俺ですら孤児院で教わった。そのおかげで魔力量の高さと特殊さを買われ、暗殺者に仕込まれたのだ。

        「ああ、そうだ。この船じゃあどんな魔法も魔術も魔導も発現しないから、うかつに使うなよ？　船員たちに仕掛けるのもなしだ。お前に怪我はさせたくない」

        　魅朧は思い出したように告げた。馬鹿馬鹿しい話だが、本人に魔が効かないと主張するくらいだから、今さら何を言われても驚かない。信じたわけではないが、だからといって、何か魔術を使ってみようとも思えなかった。

        　この男は嘘をついていない。からかおうとか、騙そうとしているわけでもない。常識を知っていながら荒唐無稽な話を真実として語っている。そのくせ、狂人にはみえない。

        　唇は笑っているのに、黄金の眼は得体が知れない冷たさを帯びていた。こちらの反応を窺っているのだろうか。確かにあの眼なら、心の底まで見透かされそうだ。人知を超えた迫力と恐ろしさで、無意識に己の腕をさする。肌が総毛立ち、震えていた。

        「……お前を怖がらせるつもりはないんだが」

        　カラスの恐怖心を感じとったのか、ふいに魅朧の瞳は柔らかく緩んだ。それはなんだか、壊れ物に触れようとする猛獣のような、どこかコミカルな仕草だった。

        　だが、安心するよりも悔しさが先に立つ。他人に恐怖を悟られるのは屈辱だ。弱みをみせると死が近づく。

        「大丈夫。ここにお前を傷つける者はいない。俺はお前の恐怖にならないし、お前はもう俺のものだ」

        　黄金が溶けて、彼の瞳は蜂蜜みたいな色になった。笑うとほんの少しだけ目尻に皺ができる。

        「……あんたの所有物になったつもりはない」

        　咄嗟に言い返さずにいられなかった。これまでも道具として所有権を主張されていたが、望んでそうなったわけじゃない。誰かに縛られるのは嫌だ。

        「お前がどう反論しようが、俺が略奪したんだから、所有権は俺にある。それが海賊の掟だし、海龍の本能だ」

        　ダイニングの椅子に座っていても、不遜な態度は実に海賊らしい。意にそぐわず誘拐されたことに対する怒りや反抗心はあるが、己が略奪品なのだと諦めもあった。

        　ただ所有者が変わっただけ。前の所有者は暗殺の道具に使ったけれど、海賊は俺をどう使うのだろう。手を出すだなんだと口走っていたから、こんな身体でも性欲のはけ口になるのかもしれない。

        　ああ、そうか。種類が違うだけで、ここも同じ地獄だ。

        「安心しろ。俺は奪ったものを大切にする。お前をあの街へ帰す気はないし、ここで怯えて暮らす必要もない。お前を苦しめるものから守ってやる」

        　守ってやる。その言葉は、穴だらけのカラスの心にするりと潜り込んだ。

        　海賊らしい物言いはいっそ清々しいのに、後半の意図がわからない。追いかけて、捕まえて、誘拐して、飯を食わせて、守るのか？　めちゃくちゃだ。

        「理解できなくてもいい。お前が俺を望んだ。お前が求めた。俺は応えた。お前を大事に扱うことが俺の権利だからな。お前の意思を無視してでも大切にするぞ」

        　真向かいに座っていた魅朧が立ち上がる。カラスは身構えようとしたが反応できなかった。

        　こめかみがズキズキと痛む。俺が望んだ？　誘拐されてあの暮らしから逃げることを？　だって、俺が帰る場所はミネディアしかないのに。そうだ。帰らなきゃいけないんだ。

        「熱がある」

        　ゴツゴツした指が額に触れても、はねのけるのが億劫だ。指が冷たくて心地いい。瞼を開けていられない。

        「……まあ、味見くらいはさせてくれ」

        　頭蓋骨を締めつけるような疼痛のせいで、魅朧の囁きが聞き取れなかった。

        「ん、ぅ」

        　柔らかいものが唇を塞いだ。熱い。何をされているんだろう。痛みはない。口の中で濡れた音がする。

        　不思議と頭痛が薄れ、ぼんやりとした熱っぽさだけが残った。身体が揺れてぐらついた。床に叩きつけられることはなく、浮遊感が身を包む。身を任せていると柔らかい場所に横たえられた。ベッドだろうか。俺の身体はどうなってしまったのだろう。

        「まだ回復してねぇんだよ。お前を傷つけるやつはいない。ちゃんとそばにいてやるから、安心して眠れ」

        　眠ってもいいのか。誰かに攻撃されたりしないのか。暖かな毛布が身体に巻きついて、睡魔が全身を満たしていく。

        「ところで、お前の名前は？　教えてくれよ」

        　どこか遠く、男の声が聞こえた。他人がそばにいて眠りにつくなんて、どう考えてもあり得ないことだ。

        　これまで生きていられたのは類い稀な危機察知能力のおかげだが、その野良猫のような警戒心もこの強烈な眠気に負けてしまったのだろうか。

        　だから、夢うつつのまま問いに答えてしまった。

        「……俺のカラス」

        　甘い声が耳朶をくすぐる。そんな響きで呼ばれたことなど初めてだ。まるで別人の名前みたいだ。

        　そうして、優しい音を子守歌に意識を手放した。


    

    
        　　4　船長の憂鬱

        　

        　

        　

        　カラス。カラス。いい響きだ。カラス、それがあの人間の名前だ。

        　魅朧メイロンは宝石を愛でるように何度も名前を囁いて、自然と頬が緩むに任せた。唇で名前をなぞるだけで幸福を感じられるとは驚きだ。

        　そのカラスは、俺のベッドでぐっすり眠っている。紅茶にいれたブランデーの量は少なかったが、きつけどころか睡眠を促す効果が出たらしい。食事で体温が上がり、極度の緊張がわずかに緩んだ。回復を求める体は休息を求め、意識を奪う。

        　仕組んだわけではないが、好機を見逃すはずはない。カラスの意識がもうろうとした隙を狙って、欲しいものをふたつ奪った。名と、くちづけを。カラスの名に枷をかけて縛ることはしないが、呼び名がわからないままというのは接しづらい。キスについては行き掛けの駄賃だが、好機を逃すなんてもったいない。

        　ひとまず暖かくして寝かせたので、しばらく放っておいてもいいだろう。命に別状がないことは触れるだけでわかる。骨と皮だけのように痩せ細ってあざだらけだが、命は熱く輝いていた。貪欲で生を諦めていない。その強さにひどく惹かれる。

        　魅朧は残った料理をまとめ、船長室を後にした。カラスをひとり残して部屋に鍵をかけることもない。閉じ込めるつもりはないし、船長室に無断で入り込む者もいないからだ。万が一カラスが目覚めて部屋を抜け出しても、海原とこの船において自分が彼を探し出せないはずがない。

        　バスケットを調理場へ返し、料理長の冷やかしに応えながら、船内をぶらついた。気軽に声をかける者、カラスについてからかってくる者、この船に乗る者はすべて家族のようなもので、直属の群れの仲間だ。

        　裏表のない感情は心地いい。龍同士の意思疎通に言葉を使わないことは多いが、発声が必要ないわけではない。声もなく会話ができるのは、魅朧が種族を統べる長だからだ。

        　長は世襲ではなく、龍としての能力の強さが物をいう。魅朧はほとんど読心術のような精度で感情を読むことができるし、ドラゴンとしての強さも圧倒的だ。生まれながらに次の族長となるべく育てられた。これまで挑んできたどの龍も、魅朧に傷をつけることすらできなかった。

        　海龍にとって幸いだったのは、魅朧が暴君でなかったことだろう。この世界の頂点に君臨する種族としての傲慢さや、龍族特有の誇り高さはあるが、誰よりも種族のことを考えている。人間に対しての蔑視はあるし海原を冒す者は何であれ略奪対象だが、長い年月を生きる中で戦争を仕掛けようとは一度も思わなかった。

        　そんな魅朧が珍しく、完全に個人的なわがままを言ったのだ。ちっぽけな存在だと見下している人間をひとり、秘密裏に攫ってくること。さらにその人間への暴行と陵辱を禁止したこと。仲間たちに協力を仰ぎ、命令を下した。

        　みんな驚いたけれど、ほとんどは面白がっていた。あの魅朧が宗旨替えをしてまで執着する人間に、興味を覚えないはずがない。族長もついに独り身からおさらばか。早く船長室から出してくれたらいいのに。そんな気配と感情を一身に浴びながら、魅朧は船橋へと足を向けた。

        「よう、鷲チィオ、変わりないか」

        　金のたてがみに似た髪を無造作にかきながら、操舵室の扉を開けた。ここが本来、船長である魅朧が長時間過ごす場所だ。航海士と操舵手が常駐し、海図室も兼ねているので、案外と広い作りになっている。大きなテーブルに広げられた世界地図には、コンパスや羅針盤ではなく、いくつか黒い駒が乗っているだけだ。操舵輪がなければ、一見どこかの賭博場のようにもみえる。

        　ちょうど食事時なので、船橋にはエルギーしかいなかった。その隙を狙ってきたのだ。船長たるもの、部下に愚痴は聞かせたくない。

        「いつもどおり可愛いものです。そちらは？」

        「人間は脆弱だな。飯と酒で熱出したから寝かせてきた」

        「あなたが自分で誰かの世話をするなんてね。ちゃんとやれてますか？　うっかり壊してませんよね？」

        　操舵輪を握りながら船長相手に気負わず憎まれ口の応酬ができる男は、どことなく魅朧に似た雰囲気をまとっていた。けれど容姿は正反対だ。癖のない長い金髪を頭上で縛り上げ、そのままだらりと腰まで垂らしている。瞳は同じ金色で、瞳孔も特徴的な縦長。海の男らしく逞しい肉体を持ち、背は魅朧より拳ひとつぶん高い。

        　彼が漆黒の鱗スケイリー・ジェット号の副船長で操舵主任だ。名前はエルギー。ただ、魅朧だけは彼のことを鷲チィオという特別なあだ名で呼んでいた。

        　海龍の長は族長として様々な能力を持っているが、贔屓の同族に対して特別な名を与えるのもそのひとつだ。族長から名を与えられるということは、長自ら強さを認めて特権を与えたことになる。エルギーは魅朧直属の麾下きかとしてこの船に乗っているが、他の名有りの者たちは別の海賊船で船長をしていた。

        　魅朧にとってエルギーは兄弟のように強い絆で結ばれ、親友のように信頼する相手だ。実際、従兄弟という血のつながりもあった。

        　魅朧は海龍を統べ、この海賊船の船長であるが、ふらりと出歩くことも多い。そういうときに船を守るのはエルギーの仕事だ。船員達は魅朧の次にエルギーの命令に従うことになっている。もちろんそれは、エルギーの強さが魅朧に次ぐことにも関係しているから、ただ贔屓されているというわけではない。

        「壊すどころか指一本出せてねえよ」

        「……嘘でしょう？」

        「嘘じゃねえって」

        　船長専用の椅子にふんぞり返って鼻に皺を寄せる魅朧を横目に、エルギーは驚きを隠せず瞳を丸くした。そして、わずかに片眉だけを上げる。感情を視せる相手は選んでいるが、相棒には大抵筒抜けにしていた。

        「あんな子供だましのキスひとつ、手を出したうちに入らねぇだろ」

        「まあ、そうですね。あなたにしては」

        　エルギーは鼻を鳴らした。

        　幼なじみのようなものだから、お互いの素行を知っている。強い雄は繁殖相手として無条件で雌にモテるし、幸か不幸か人型でいても大抵の種の雌から興味を示された。稀に雄からも。気にいれば相手の誘いを断らないし、去る者を追うほど執着もないが、昔はエルギーと一緒に散々遊んでいた。

        　その俺が、わざわざさらって船長室に閉じ込めるほどの相手に指をくわえているだけ、ってのは驚くに値するかもしれない。龍としての本能のなせる変化に、エルギーが苦笑を返す。

        「私にも覚えがあるな。ノクラフが成長しきるまで大変でしたよ」

        「だろ？　お前だって、ノクラフが擬態して乗船した瞬間から、ぶっ壊れてたぞ。伴侶をみつけた雄はここまで変わるのかって、お前のこと嫌いになりかけたからな」

        　魅朧の本音に、エルギーが肩を震わせる。笑い声は完全に面白がっていた。

        　散々悪さを共にした親友で相棒が、雌一匹に横取りされる。恋というものは面倒だ。エルギーに恋愛感情など皆無でも、裏切られたような気持ちになった。龍の本能を、最強の自分こそ一番理解できるはずなのに、恋を知らぬドラゴンのひがみは醜い。

        「あなたはあの頃の私よりマシでしょう。ノクラフは手強かった」

        「まぁな。さすがに俺もお前が憐れになったからな」

        「言ってなさい。すぐにあなたもそうなりますから」

        　全面的にフォローをするので遠慮なくどうぞ。

        　皮肉げな声に反して、流れ込んでくる感情の声は気遣いに満ちていた。

        「おう。頼む」

        　落ち着くまでは迷惑をかけるとわかっている。種族の長としての役目を降りる気はないが、船長職は杜撰になるだろう。俺はきっと、恋情に狂った一匹の雄に成り下がる。

        　恋は制御できなくて、やっかいで、思い通りにならない。そのくせ、たった一度見ただけで虜になってしまう。相手を手に入れるためならなんでもするし、守るためなら世界を敵に回すことすら怖くない。

        　けれど、それだけ想っていたって、相手が素直に気持ちを受け入れてくれるとは限らない。

        「しかし、人間ってのは面倒な生き物だな。意思疎通のできねぇイルカか何かか」

        　海龍にとって、言葉はときに不要だ。それが普通のことだから、人間であるカラスとの会話は不合理に感じる。感情が読めるなら、怯えることも疑うことも必要ない。魅朧はカラスに対して、己の心を何ひとつ隠していなかったし、全てをさらけ出していた。けれど、カラスにはわからない。

        　海龍の長として飛び抜けて強い能力を持ち、どんな魔術ですら効果を打ち消してしまえるのに、己の感情ひとつ伝えることができない。人間であるカラスに魅朧の心情を読み取れというのは無理な話で、最初からわかっていたことだが歯がゆくてたまらなかった。

        　どうしたら受け入れてもらえるのか、そればかり考えてしまう。自分にとってカラスは、愛おしくてならない存在だ。そう、愛おしいのだ。生涯得ずに終わるかと、なかば諦めていたものを得てしまった。だからこそ、カラスを手放すことなど考えられない。

        「……そういえば、あなた、シャツはどうしたんです？」

        　エルギーはどこか呆れの滲んだ声で尋ねた。魅朧はただ、口角を上げるだけで応えた。

        　たしかに今の魅朧はシャツを着ていない。ズボンにブーツ、そして素肌の上からいつものロングコートを羽織っていた。全身を黒で固めているから、金髪と、日焼けした肌が映える。光沢のある黒革は一見動物性のようにみえるが、縫い目がわからず所々鱗のような飾りがついていた。

        　威圧的で派手だが、魅朧が船長だからこんな格好をしているわけではない。この船に乗る者たちは、誰もが黒革の衣服を身につけていた。龍にとって特定の衣服は鱗と同じで、己の衣類を貸し与えるということは強烈なマーキングになる。

        　目が覚めてからまた眠るまで、カラスはシャツを脱ごうとしなかった。たったそれだけで独占欲が満たされる。

        　途端、エルギーからいい加減にしろという感情がささり込み、魅朧は声もなく笑った。

        　少しは惚気てもいいだろう。お前のときは俺が散々迷惑を被ったんだぞ。

        　声に出さず訴えると、エルギーからも相応の感情が返ってくる。秘め事は大っぴらにすべきでない。そんな相棒のむっつり助平じみた感性だけは理解できない。

        『エルギー、魅朧はそこにいるかい？』

        　無言の会話を裂くように、数ある通信管から声が響いた。気の強そうな女の声。くだんのノクラフだ。

        「何だ？」

        　エルギーではなく、とうの魅朧が応じた。

        『ああ、いたの。あの人間、ドラフトの近くをうろうろしてたよ。放し飼いにしといていいわけ？』

        「……ったく。元気な野良猫だな」

        　しばらく様子をみてすっかり熟睡したと思ったのに、目を離すとすぐこれか。天井を見上げた魅朧は溜め息を吐きだした。

        「迎えに行くから、お前は手を出すな」

        『ご苦労なこったね。さっきネヴァルがからかいに行こうとしてたから止めとく』

        「そうしてくれ。ついでに、そろそろお前の旦那に飯でも持ってきてやれよ」

        『あんたに言われなくても！』

        　ぱたん、とふたが閉まる音がして、魅朧はエルギーに視線を向けた。

        「お前のかみさんは怖ぇなあ」

        　からかってやろうと思ったのだが、エルギーからそこが可愛いんだという感情が流れ込んできて、素早く思考を追いだした。藪をつついて蛇が出た。

        　エルギーにとって昨日今日から愛を育もうとする男より、己の愛妻との絆の方が優勢だ。たとえ船長から何を言われようと痛くも痒くもない。

        「ところで、ミネディエンスからかなり離れましたけど、いいんですね？」

        「ああ。もう用はねぇよ。今んとこは」

        　夕暮れがかった雲と海面を眺めながら、魅朧はしたり顔で笑った。その笑みにはあらゆるものを睥睨し、迷いなど微塵も混じっていない。恋に狂っても正気は失わない。だからこそ、船員たちは魅朧に従うのだ。

        「……ネズミの見当は？」

        「それはまだ」

        　エルギーの囁くような問いかけに、魅朧は短く答えた。

        　敵も多いし恨みも買っているから攻撃されることは多々あるが、大半はどこかの騎士団だとか治安維持部隊や同業の海賊だ。上陸した魅朧単体をピンポイントで暗殺しようと試みるなんて、普通では考えられない。

        　許し難いことだが、身内に内通者がいるのだ。この船の船員なら魅朧が感情を読める。だから、直属麾下きかではない。おそらくミネディエンスに潜伏している誰かだろう。

        　裏切り者をすぐに探し出さなかったのは、自分の暗殺よりもカラスが気にかかっていたからだ。粛正するのは当然として、それは後回しでもいい。今はカラスが最優先だ。そばから離れたくない。

        　何より、カラス本人が情報源になり得る。心理の表層を探ったかぎりでいえば、カラスと龍族にはまったく接点がなかった。では誰が暗殺を依頼したのか、それはカラスから聞き出せばいいだろう。

        　ただそのためには、彼の信頼を勝ち取り、信用を得なければならない。ついでに、俺に恋をしてくれればもっといい。カラスが俺に堕ちれば、全て解決だ。

        　潜伏している仲間をひとりずつ訪って感情を視るより、よほどやりがいがあるし、何より楽しい。裏切り者を遊ばせるのも、娯楽になる。

        「散々怯えさせたあとで、落とし前をつけてやろうぜ？」

        　黄金の瞳を残忍そうに輝かせ、魅朧が酷薄な笑みを浮かべた。

        「アイアイ、サー」

        　浮かれていても、やはり魅朧は船長であり、海賊だ。エルギーは礼を持って応じた。だが、椅子の背もたれから上体を起こした魅朧に悪戯心を向けてくる。

        「……迎えに行くんですか？」

        　相棒に意地の悪い笑みで尋ねられ、船橋からデッキに下りていく船長が、後ろ向きのままやる気がなさそうに手を振った。だが、仕草に反してその感情は喜びに満ちていた。


    

    
        　　5　オニキスの腕輪

        　

        　

        　

        　目が覚めたのはきっと偶然だった。カラスは身構え、何の気配もないことを理解した途端に深く息を吐いた。とりあえず目の前に見慣れぬ顔がなかったこと、それが一番安心した。

        　時間を知らせる鐘は鳴らないので、どれくらい眠っていたのかわからない。体はまだ熱っぽいが、意識が遠のくほどの疲労感は消えていた。睡眠と食事で魔力が回復してきたのだろう。ベッドから下りても、めまいや痛みはなかった。快調ではないが動きに支障がなければそれでいい。

        　カラスは素早くテーブルへ移動して、ひとまとめにされていた自分の服を身につけた。新しい衣類も一式置いてあったが、そちらには手をつけずにおく。何やら善意で与えてくれようとしているが、受け取るいわれはない。

        　魅朧メイロンという目がなければ好きに動くことができる。無防備に放置された武器も装備して、カラスはようやく息をつけた。なめらかなシャツの感触を知ってしまったいま、自分の衣服がどれだけ粗末なものなのかを実感した。だが、ボロでも着慣れた服の方が安心できる。

        　誘拐したのだから監禁されているのかと思っていたが、出入り口に鍵はかけられてなかった。ずいぶん舐められたものだ。カラスは皮肉げに鼻を鳴らして、足音も立てずに部屋を抜け出した。

        　ドアを開けるとすぐ階段になっていて、続く廊下は狭いが閉塞感はなかった。人の気配のない方へと隠れながら進んでいく。

        　カラスにとって船は眺めるものだった。小さな漁船、商船、客船、軍艦。港から出て行っては戻り、もしくは二度と戻らない。船はあくまでも日常の背景で、生活にかかわることはなかった。

        　けれど、歩きはじめてすぐに異質さに気づいた。

        　船に乗ったことがなくても、この船は何かがおかしい。海の上に浮いていて、こうも揺れないものだろうか。それに、壁も床も天井も黒い。魅朧の部屋は床は黒くても壁は黒くなかった。通路は明かり取りの窓もないから真っ暗になってもおかしくないのに、薄ぼんやりと明るい。扉や分かれ道を見逃すこともなく、輪郭がはっきり見えている。相当高度な魔術が織り込まれているのか、特殊な素材が使われているのかもしれない。

        「迷路かよ……」

        　三つばかり階を下ったところで、カラスは歩みを止めた。迷路なら出口がない。自分がいかに馬鹿なことをしているのか理解していた。ここは敵の本拠地で、しかも海の上だ。逃げ場などどこにもない。

        　いっそ監禁されていたなら、まだ諦めがつく。自由を与えられると、どうしていいかわからない。けれど、あの男が戻るかもしれない部屋に籠もっていることが不安だった。

        　生活感のある部屋が怖い。他者の気配が強すぎて、嫌でも自分が異物なのだと意識してしまう。抜け出したのは衝動だが、落ち着けなくて息苦しかったのだ。

        「……何やってんだろな」

        　死角を探して潜り込んだ部屋は、資材倉庫のような場所だった。ゴミ捨て場かもしれない。半端な木材や何かの部品が雑多に積まれ、壊れた家具や穴の開いた鍋が転がっている。なんだか自分のねぐらに似ていた。

        　人の気配はないし、誰かが住んでいる場所でもない。他人のテリトリーを出て独りになって、ようやく冷静に状況を整理することができる。

        　暗殺を命令された任務に失敗し、罰として殺されないかわりに散々殴られた。ようやく起きられるようになって施しを受けに行き、家に戻ると暗殺対象だった男が待ち構えていた。逃げ切れずに捕まって、報復されるのかと思えば上等な寝台に寝かされ飯を食わされている。拉致された方が生活が向上していて、現実が信じられず夢を見ているような気持ちになった。

        　信じられないものは、他にもたくさんある。

        「……海賊、魅朧、ドラゴン。わからないことだらけだ」

        　誘拐犯があのキャプテン魅朧だったなんて、そんなことあるもんか。だが、この船の規模を知ってしまえば、伝説の海賊船というのもうなずける。それこそキャプテン魅朧でもなければ、こんなに大きな船を造れないし維持はできない気がする。

        　ならば、司聖はただの外国人ではなく、本当にキャプテン魅朧を暗殺しようとしたのか。そうだろう。まさか何も知らず偶然に暗殺対象としたわけじゃない。わかっていて暗殺を実行させたのなら、司聖は何を考えているのだろう。

        「俺に殺せるわけがない」

        　カラスは誰にともなく吐き捨て、膝を抱えた。己の技量はちゃんとわかっている。補助魔術に関してはエキスパートを自負しているが、魔導の域には到達しない。近接戦闘と隠密歩行、それに毒物の合わせ技で暗殺者として優秀だが、それだけだ。

        　伝説の海賊を相手にするのなら、もっと綿密な下準備が必要だろう。強力な毒を合成したところで、確実に仕留められるとは限らない。実際、頬傷が残るくらいで、彼に後遺症の類いすらみられなかった。

        　武器が手元に戻っても魅朧を再度殺しにいかないのは、その任務を与えられていないこともあるが、そもそも彼に勝てないとわかっているからだ。魅朧の実力を確かめたわけではないが、あれは勝負を挑める相手じゃない。寝込みを襲ったってやり返されるのがオチだ。

        　殺せない相手を殺せと命じるとき、本当に死を願う対象は誰だろう。俺だろうか。しぶとく生き残る俺が、いよいよ司聖の邪魔になったのか。

        　返り討ちにされることを見越して見届け人をつけたのなら、イレギュラーばかりだったことも理解できる。逃げ帰らずに殺されておけばよかったのだろうか。

        　そうまでして、司聖は己の手を汚したくないのか。そうだろうな。今さら驚くことじゃない。純血じゃないという理由で迫害し、立てなくなるまで殴ったところで胸が痛むこともない。神のためだと嘯いて、信者でもない俺に殺しをさせる。聖職者とはそういうものだ。

        　だが、それじゃあ、俺はいったい、何のために生きてきたのだろう。何のために生かされてきたのだろう。

        「俺に出会うためじゃないか？」

        　三流の詐欺師みたいなセリフに頭痛がした。

        「ひでぇな。お前を騙そうなんざ考えてないぞ」

        「……いちいち、俺の心を読むな」

        　慣れてきたのと、それを許せるかは別物だ。

        「お前のことが気になってしょうがねぇんだから勘弁しろよ。それより、身体は辛くないか？　よくここまで歩いてきたな」

        「放っておいてくれ」

        　突然現れた魅朧に飛び跳ねそうなほど驚いていたが、なんとか態度に出さず、悪態だけを返した。この大きな船の中、倉庫のように広くて物がつめこまれた部屋の中で、そっちこそよく俺を探し出せたものだ。入ってきた扉が開く音はなかったので、どこか別の出入り口があるのかもしれない。

        　魅朧は廃材のかげに身を寄せるカラスを無理矢理引っ張り出すことはせず、すぐそばの壁に寄りかかっていた。わかりやすい位置に姿を見せているのは、警戒させないよう気遣っているのだ。気配で無害をアピールしている。

        　彼は真っ黒なコートを肩にかけているだけで、その下には何も身につけていなかった。海の男達は上半身裸で働いていることが多いから、魅朧もその類いなのかもしれない。ただ、胸元に描かれた黒い龍の入れ墨が呼吸するたび動いているような気がして、なんだか不気味で目をそらした。

        　気遣われるという行為をどう受け止めていいのかわからない。つらさを聞く意味があるのだろうか。しゃがみ込んでいるのは隠れたかったからで、歩けないわけじゃない。

        「身体が平気なら、ついでだ。この船を案内してやるぜ？」

        「……そんなことしたら、俺に有利になるぞ」

        「いいんじゃねぇの？」

        　彼は実に開けっぴろげに笑った。油断なのか相手を舐めているのか判断できないが、ここまで他人から気を許されたのは初めてで、どうしたらいいかわからず困惑してしまう。

        　魅朧はそんなカラスをわかっているのかいないのか、壁から背を浮かせて手を差し出した。

        「ほら、来いよ」

        　そこには欠片の邪気もない。提案しているようで強制に近いが、カラスは八方塞がりの状況から抜け出すべく魅朧に従うことにした。

        　だが、その手を取ることはできなかった。

        　

        ◇

        　

        　漆黒の鱗号は喫水を境に上下に二デッキ、上甲板に船橋と船長室がある。カラスはちょうどバラストの真上まで下りてきていた。バラストは船の最下層にあって、潤沢な真水が満たされている。また、小麦の袋やワインの樽など、備蓄食糧を保管するための食料庫も同じデッキにあった。その上が船倉で、さらに上に居住区と食堂があって、一番上が上甲板と続いている

        　カラスが迷い込んでいた船倉はまさしく迷路だった。通路は曲がりくねり道が分かれ、大小の部屋がいくつもある。倉庫だけではなく、個人の部屋として使用されている場所もあるらしい。ホールにはそのまま何かの麻袋や樽が積んであるし、どう見ても日常的に使っていそうな椅子とテーブルのセットが片隅に置いてあったりする。

        　魅朧はさすがに迷うそぶりなどみせず、目的地を目指して足を進めていた。その扉は一見他の扉と同じように見えたが、鍵が三か所も設置されていた。どこからか取り出した鍵で解錠し、無警戒にカラスを招き入れた。

        　部屋は小さいが雑然としていた。作りつけの棚には様々な種類の箱が詰め込まれ、厳重そうな鍵付きのチェストがあるかと思えば、装飾がはげた古い木箱が積んである。ここも倉庫に違いないが、宝物庫ではないだろうか。空気感がどこか違う。

        「あたりだ。俺の財産置き場ってとこだな」

        「……そんな場所に部外者を簡単に入れるなよ」

        　さすがのカラスも呆れてしまった。海賊ってのは宝を大事にするんじゃないのか。俺が盗賊だったら丸ごとさらってるぞ。

        「お前がほしいってんならどれでも好きなのをやるが、とりあえずその前に渡しとかなきゃならねえ物がある」

        　所在なさげにたたずむカラスをよそに、魅朧は艶のある黒いチェストの引き出しを開けて中身をあさっていた。

        「お前を傷つけるのは嫌だから、ピアスじゃあ駄目だな。得物を考えりゃ指輪でもないか。ああ、これならいい」

        　独り言をつぶやきながら取り出した物は、シンプルなデザインのバングルだった。そのまま放り投げられ、反射的に受け取ってしまう。

        「それをつけてろ」

        「は？　え？　な、なんで？」

        　中心には吸い込まれそうなほど真っ黒な石がはめこまれ、精密な鱗模様が刻まれた輪の部分は指三本分の幅がある。匂いを嗅いで、囓ってみて、取り落としそうになった。多分これはプラチナだ。これだけで俺が一生暮らしても余るほどの価値がある。

        　動揺するカラスを無視して、魅朧は手首をつかんでバングルをねじ込んだ。痩せた腕には緩すぎる。咄嗟に外そうとすれば上から握り込まれ、隙間を狭められてしまった。プラチナの純度が高いのか、魅朧が怪力なのか。どちらにせよ、これではカラスが自力で外せない。

        　露地で売っている安い土産物とはわけが違う。こんなに高価な宝飾品をもらういわれはない。

        「それは、お前が俺の群の一員であり、この船の住人だという証明になる。他のやつらを見てみるといい。どこかしらに黒瑪瑙を身につけてるぞ」

        「……そんな物、いらない」

        　カラスは正直に答えた。勝手に麾下きかに組み込まないでほしい。

        「素直に受け取っておけ。お前が損する訳でもない」

        　たしかに損はしないが、見返りのない施しなど存在しないと知っている。バングルの対価として何を求められるかわからないことが怖いのだ。

        「金貸しじゃあるまいし、バングルひとつで取り立てなんかしねえよ。まあ、簡単に売り払われると悲しいが」

        「じゃあ返す」

        「そう言うな。この船から下りるまではつけておけ。下手なもめ事に巻き込まれたくはないだろう？」

        　魅朧は頭ひとつぶん高い位置からカラスを見下ろしていた。手首をつかんだままなので、あまりに近い距離だ。急に体格差を意識して腰が引ける。だが、怯えていると思われたくなくて、意地で両足に力を入れて踏ん張った。

        「俺がそばにいなくても、それがあればお前を守ってやれる」

        　ゆっくりと細められる金の瞳は、まるで捕食者のような凶暴性を内包している。けれど、わずかに屈んで高さを合わせた彼の視線は、とけるように優しかった。他人から優しくされることに縁遠いカラスですら、そこに穏やかな思いやりが込められていると感じた。

        　けれど、相手は海賊だ。いまだに粗暴な商人に見えなくもないが、紛れもない海賊なのだ。

        「もし、お前が望むなら、すぐ船員に紹介しよう」

        「……興味ない」

        「そうか。今は俺もお前を独り占めにしておきたいから、また今度だな」

        　耳元で響く低音の囁きは真摯だけれど、どこか面白がっているようにも聞こえた。言葉にからかいの意図はなくても態度は明確だ。

        　不必要なまでの接近には、性的なアピールが含まれている。ハニートラップは専門外だが性愛に無知ではない。魅朧の遠回しな誘惑に気づいた瞬間、カラスは猛然と腕を振り払って距離をとった。すぐに背中が扉に当たったから、遠くまでは逃げられなかったけれど。

        「毛を逆立てた野良猫かよ」

        　乱暴に拒絶してもよろめくことなく、魅朧は怒るどころか瞳を丸くして、嬉しそうに笑っていた。笑うと、肉の色を残す頬傷が引き攣れる。

        「キスをするくらいはいいだろ。初めてでもあるまいし」

        「なっ――」

        　怒鳴り返しかけて、言葉を飲み込んだ。初めても何も、誰とキスをしたこともない。いや、冷静になれ。相手に乗せられるな。憤慨するのは経験者だと誤解されたからではなくて、初心だとからかわれることに対する不快感だ。

        「なんだ。ファーストキスだったのか。覚えてないのはもったいないな」

        「……どういうことだ」

        　魅朧が何を考えているのか、まったくもって理解ができない。男は瞳を細め、一歩ずつ近づいてきた。

        「カラス、そうにらむな。屈服させたくなる」

        　待て。なぜ名前を知っているんだ。

        「教えてくれただろう」

        　獲物をいたぶるような黄金の瞳に足がすくむが、恐怖より怒りが上回った。一体俺に何をしたんだ。手を出していないと言っていたくせに。

        「寝てるとこ犯したわけでもあるまいし、手を出したうちに入らんだろ。お前は嫌がらなかったぜ？」

        「……海賊め」

        「おう。ありがとよ、カラス」

        　褒めてない。だが、嬉しそうに唇をつり上げて笑う魅朧をにらみつけても、怒りは持続しなかった。必死に思い出せば、寝落ちする前に何かやり取りをした記憶がある。多分、俺が名乗ったのだ。記憶が明確じゃないのだから、相手ばかりを責められない。

        「物わかりよすぎるのもどうかと思うぞ。もっと警戒心を持て」

        「……あんた、なんなんだ」

        　強引に迫られたかと思えば心配を向けてくる。傍若無人で野蛮な海賊像がブレる。どういう男なのかわからない。

        　拉致されて数日、魔力欠乏の昏倒から覚めて、多分半日程度。魅朧という男を認識した時間は短いが、困惑させられるばかりだった。

        　海賊だとかドラゴンだとか魔が効かないだとか、あらゆる情報の片鱗だけは見せているが、核心は何も語っていない。魅朧はどんな理由があって俺をさらったのか。そして、俺に何をさせたいのか。

        　それをはっきりさせてくれるのなら、とるべき道を選ぶことができる。だが、煙に巻かれたままでは、暗闇の中を歩くようなものだ。

        　わからない、ということは恐怖だ。見えなければ一歩を踏み出すこともできない。底なしの穴に落ちるかもしれないから。だから、慎重でいなければならない。

        「感情が読めないってのは厄介だな。俺はもっと長期戦でお前を手懐けようと考えてたんだが」

        「俺を解放する気はないのか」

        「ないな」

        　魅朧は断言した。ほとんど即答だった。

        　わかってはいたことだが、改めて言葉にされると衝撃だった。けれど、どこか納得した部分もある。カラスは短く、そうか、とだけ答えた。

        　どれだけ抗ったところで変えようのないことはある。勝てない相手に刃向かうほど馬鹿じゃない。部屋に監禁されていないというだけで、この船そのものが牢獄になるのだ。

        　けれど、ミネディアに住んでいた頃よりマシな生活が送れるのなら、それでいいんじゃないだろうか。

        　どうせ生まれたときから、自分の命は他人のものだった。魅朧の元なら、少なくとも空腹に蝕まれることはない。与えられるものに対価を払わなくても、暴行されることもなさそうだ。完全に信じたわけではないが、殺されるまでは従っておくのもひとつの手だろう。

        「俺はお前を殺さねぇよ」

        「今のところは、だろ」

        「今も、この先もずっとだ」

        　俺の心を読むな、とは言い返さなかった。いちいち反応するのが面倒になってきた。魅朧の真剣さに感化されたのかもしれない。彼は何度だって、死の恐怖を思い出した瞬間に打ち消そうとする。

        「……わかった」

        　カラスは渋々うなずいた。ここで押し問答をしても状況は変わらない。頑固になるほどの意地も、反抗したいという意思もなかった。そもそも、自分で何かを選ぶということを、カラスは知らなかった。

        　未知の場所に連れてこられた混乱と異常な状況で冷静さを失っていたが、ようやく気持ちが落ち着いてきた。今の所有者はこの海賊で、従っていればそう酷いことはされない。それさえわかれば、意識を切り替えることができる。殺されないのなら、それでいいじゃないか。

        「よかねぇんだが……、まあ、今のお前さんにはわからんか」

        　魅朧は苦虫を噛み潰したような顔で肩を落とした。だが、すぐにかぶりを振って、飄々とした態度に戻った。

        「ちょうどいい頃合いだな。甲板まで上がるぞ」

        　言うが早いか、魅朧はカラスを抱き寄せた。一瞬、そのままキスをされるのかと思って身構えたが、ただ移動を促されただけだった。過剰反応した自分が恥ずかしい。

        「なんだ。期待してくれたのか」

        「してな――」

        　反論は最後まで音にならなかった。

        　力強い腕に腰を引き寄せられ、唇を奪われた。焦点が合わないのに、金眼に凝視されているのだと痛いほど実感する。火傷しそうな視線が怖くて、咄嗟に瞼を閉じてしまった。

        「ッ、んん」

        　ぬるりとしたもので唇を舐められ、驚きに全身が跳ねる。混乱しているうちに、肉厚な舌が差し込まれた。他人の身体の一部が口腔内に入っている。それはとてつもない衝撃だった。

        　熟れた果実を吸うような音がする。歯列をなぞられ、怯えて縮んだ舌を、からかうようにつつかれた。首の裏側がぞくぞくする。未知の感覚が怖くてたまらない。好き勝手蹂躙する舌に噛みついたのは、防御反応のようなものだ。

        「……っと、あぶねぇ」

        　突き放すように離れた魅朧は、ぎらぎらした捕食者の瞳で俺を見下ろしていた。濡れた唇に赤い染みがついている。行儀悪く舐めとった舌先も赤い。

        　口の中に広がる塩辛さは血の味だ。俺じゃない。魅朧の血だ。俺はこの男の舌を噛んだのか。まずい。やってしまった。従っていればいいと考えた矢先に反撃するなんて俺は馬鹿か。

        　カラスは固まったまま魅朧から視線をそらした。彼が手を上げても逃げる気はない。殴られても当然なことをしたのだから。

        　けれど、魅朧は暴力をふるうどころか、ごつごつした指で頬をなでてきた。上向かされ、視線を合わせられる。

        「大丈夫か？」

        　怪我を負わされた相手が言う言葉じゃない。何をするんだと殴るならまだしも、どうしてそんなに優しく聞いてくるのだろう。

        「吐き気や痛みはないか。本調子じゃない身体に龍血はきつすぎるだろ」

        　魅朧が何を言っているのか理解できないが、心配されていることはわかる。なぜだ。噛みついて流血させたのに。なんで、そんな眼で俺を見つめるんだ。

        　この男は俺が頬に傷をつけたことも責めない。嫌味ひとつ投げてこない。どうしてなんだ。

        「大丈夫そうだな。次に噛むならもう少し優しく頼む」

        　リップ音を立ててこめかみにキスをされたカラスは絶句した。殊勝な気持ちが一瞬で吹き飛ぶ。次ってなんだ。次なんてないぞ！

        　言い返したいのに、咄嗟に言葉が出てこない。そんなカラスの態度を見つめる魅朧は上機嫌だった。追い打ちにウィンクまでされて、動揺がいらだちにシフトする。

        「ほら、行くぞ」

        　無視してやろうかとも考えたが、カラスは無言で男の背中を追った。

        　困惑したり、怒ったり、悔しさを覚えたり、感情が動くことに疲れた。考えるという行為はそれだけで気力も体力も奪っていく。命令されるほうがいい。

        「他人が考えてくれるなら、そりゃ楽でいいだろうさ。だがな、俺はお前を奴隷にしたいわけじゃない。感情を殺すな。感性を育てろ。嫌なら嫌だと抗え。お前は俺のものだが、心は自由だ」

        　所有されることと自由は両立しないんじゃないだろうか。カラスは魅朧の言葉には応えなかった。どう答えていいかもわからなかったのだ。

        　不思議と仄かに明るい廊下を歩き、階段を上る。魅朧の歩みはゆっくりなので息が切れることはなかった。

        　階段を上りきった先でドアを開けると、途端に嗅ぎ慣れた潮の香りが鼻腔を満たした。波の音が聞こえる。そして何より、空一面のあらゆる色に目を奪われた。

        　高い空にはいくつかの雲がまばらに散っていて、それが空の藍と混ざって暖かい薄紫色に染まっている。橙に赤が複雑に混じりあい、海面に近づけば眩しくて瞼を半分閉じなくてはならなくなった。

        　魅朧は呆けたように空を見上げるカラスの腕をとって、甲板の端に連れて行った。手すりもないから、そのまま海に飛び降りることができそうだ。掴まえていてくれるので、落ちる恐怖は感じない。

        　視界を遮るものが何もないと、海はあまりに広かった。夕日を反射して黄金色に輝く海面を、ずっと遠くまで見渡すことができる。

        　ミネディアは港町だが夕日を見ることはできない。教会や塔、複数階の建物が多いし、日が沈む方角には山がある。それに、ミネディエンスでは朝日の方を尊ぶので夕日に価値を見いださない。だから、カラスは初めて太陽が海に沈む光景を目にした。

        　空も海も果てしなく広くて、自分がいかにちっぽけな存在なのかと気づかされる。何より、自然の雄大さを突きつけられて心が動くことを初めて知った。自分にはそんな感性があるのか。

        「世界は広い。ミネディアだけがお前の居場所じゃない」

        「……俺には広すぎる」

        　自然の美しさはわかるが、魅朧の言葉を素直に飲み込めるほど、カラスは夢見がちではない。だが、ミネディアだけが自分の居場所ではないという言葉は理解ができた。そうだ。帰ろうと思っていたけれど、どうせねぐらも爆破してしまったし、帰ったところで居場所なんてないのだ。

        　この海のどこかに、俺が生きていていい場所があるかもしれない。海はどこまで続いているのだろう。

        「世界の果てが見たいなら、連れて行ってやるよ」

        「……あんたが？」

        「俺は海の支配者だぞ？　行けない場所などない。海は人間でも聖霊のものでもなく、龍のものだからな。俺にとって、この海を守ることが誇りだ」

        「誇りじゃ飯は食えないだろ」

        「そりゃそうだ。腹を満たすことはできねぇな！」

        　誇りという概念は知っているが、カラスには理解のできないものだ。

        　皮肉られて怒り出すかと思えば、魅朧は声を響かせて笑った。誇りというものは大切なものじゃないのか。いや、怒られたかったわけではないけれど。

        「俺は海龍の長だからな。場合によっちゃあ仲間と海のために飯は捨てなきゃならん。まあ、海に潜れば食うには困らんが」

        　後半はジョークだろうか。どう反応していいのかわからないし、ちょうど日が沈むところだったので、カラスはおとなしく口をつぐんだ。

        　空と海が熱した鉄のように燃え上がり、白くまばゆい太陽が溶けていく。弾けるような輝きのあと、夜が海にベールをかけた。

        　海の向こうには何も見えない。山や島の輪郭さえも。ずいぶん遠くまで連れてこられたものだ。

        　淡い太陽の光が消えると海が黒く染まった。かすかな明かりが波に反射して、魚の鱗のように時折きらめく。海面も夜空のようだ。

        「凪の星空もいいぞ」

        　暢気に答える魅朧は、やはり心を読んだみたいな正確さで囁いた。いつのまにか、考えを読まれることに慣れてしまっていた。適応は生存戦略だ。多少の煩わしさはあるが、ここに命の危険は少ない。

        「……どうせこの船から飛び降りたって泳いで帰ることもできないし、そこまでして帰らなきゃならない理由もないか」

        　そもそも俺は好きでミネディアに住んでいたわけではないのだ。あの街に愛着なんてないじゃないか。帰ったところで、殺されるのがオチだ。やっと気づいた。

        　カラスは魅朧と視線を合わせるべく一歩下がって顔を上げた。黄金色の瞳が嬉しそうで、それがなんだか癪に障るが悪態は喉の奥に押し込む。

        「しばらくは、ここにいる」

        　望んだわけでも選んだわけでもない。ただ、自分を納得させるための宣言のようなものだ。

        　それでも魅朧はかまわないのか、傷跡を歪ませながら口角をつり上げた。

        「ようこそ、俺の船へ」

        　金髪をたてがみのように潮風に踊らせ、海賊は凶暴な笑みを浮かべた。


    

    
        　　6　嫉妬と忍耐

        　

        　

        　

        　魅朧メイロンはカラスに自由を与えていた。船内のどこへ探索に出てもかまわない。個人の部屋に無断侵入すれば住民に怒られるだろうが、共用スペースの使用に制限はかけなかった。新生活に慣れるには好奇心は近道だ。自分で触れる方が、頭ごなしに教えられるより納得できるだろう。

        　あまりかまいすぎると警戒を解いてくれないから、まずは住み処に慣らすのがいい。そうすればむこうから勝手に近寄ってくる。それは港町で拾った野良猫を飼い慣らした仲間の助言だったが、魅朧は一理あると思って実践した。

        　だが、放っておいたカラスは夜が更けて夜番が潮と戯れても船長室に戻らなかった。徹夜で待ち続けた魅朧は、朝日が昇ったあたりでしびれを切らした。

        　俺は野生の猫を飼ったつもりはない。痩せた身体に肉をつけ、心を癒やし、大切にしたいのだ。どこか倉庫の片隅で息を殺して寝るなど許せるものか。積み上がった樽の後ろからカラスを引きずり出してベッドに押し込んで懇々と叱った結果、彼は船内探索に出ても船長室に帰ってくるようになった。

        　魅朧は何があってもカラスに個室を与えなかった。与える気など最初からない。連れ去ると決めたときから色々と計画はしていたが、別居などもってのほかだ。

        　魅朧にとってカラスは守るべき存在で、船がまるごとテリトリーでも、より近くにおいておきたい大事な宝も同じだ。視界に入るか、手の届く範囲なら安心できる。だが、カラスは同じ部屋で過ごすことに不服らしい。

        　船長室はどんな個室より広いし窓もある。風呂場だって自由に使える。食堂まで多少遠くても、今は三度の食事を魅朧が運んでいた。仲間達には笑われるが、伴侶にしようという相手に尽くさず何がドラゴンだ。

        　カラスは食事を断らなかった。ちゃんと食べさせていれば細い身体にも肉がついてくる。本人も痩せている自覚があるらしく、まずは食べて体力を戻すことを優先したようだった。

        　逃げるにも戦うにも、まず身体からだ。ドラゴンだって外傷には強くても食べずにいれば衰える。人間も同じだろう。

        　それに、どうせ抱きしめて眠るのなら、もう少し柔らかい方が好みだ。骨と皮では壊しそうでふれるのも怖い。魅朧がカラスの操を強引に奪わない理由は、性交に耐えられるほど身体ができあがっていないのもひとつだ。

        　指をくわえるしかないもどかしさに毎晩懊悩するが、カラスが変化していくのは見ていて楽しい。己の手で育て、作り上げる。それは性感とはまた違う種類の快楽だ。この調子で心も変化してくれるといいのだが、心を動かすのはいかに感情を感じとれる海龍といえども難しい。

        　カラスの頑固さに勝てない最たるものが衣類だ。あいつは俺が用意した黒衣を着ようとしない。

        　人間はドラゴンのように特別な衣服を生み出せないから、着替えは必要だろう。それでも頑なにボロボロで色の抜けた服を着続けている。風呂場で洗濯して潮風で干しているが、それもいつまで続ける気なのか心配になった。

        　鱗を変化させるのが下手な者や単純に気分転換をしたいときもあるので、それぞれ数枚の衣服を所持している。倉庫には予備もある。その予備の中からカラスのために選んで用意したのに、着る筋合いはないと言って受け取ってくれない。

        　自分は客だとでも思って遠慮なく使えとか、滞在するための備品だとか、色々理由を作って訴えても断られる。そういうときのカラスは、眉間に皺を寄せてむっつりと黙り込むのだ。

        　それを着てしまえば俺は海賊の仲間になってしまう。主人が変わったことは認めるし、命令には従うが、海賊になりたいわけじゃない。虜囚にも矜持というものがある。

        　カラスの胸中に渦巻く感情を言葉にするとそんなところだ。いくら悩んでもこの船に暮らす者たちは青年のことを仲間だと認識しているのだが、本人が納得しないのに強要することはドラゴンの本能が拒絶する。だから、強引に押さえつけて着替えさせることもできない。

        　だが、カラスが船で暮らし始めて十日目に、あっさりと黒衣をまとって船長室の片隅に座っていた。

        「なんだ。やっと着替える気になったのか」

        「……そういうわけじゃない」

        　青年は絨毯の上であぐらをかいて、ボロ雑巾みたいな布を繕っていた。色が抜けて灰色になったそれは、普段カラスが身につけているシャツだ。

        「どこに潜り込んで破いたんだ」

        　裁縫の道具が船長室にあった記憶はないので、誰かに借りたのだろう。探索中に何人かの船員と接触していることは把握している。おもちゃにするなと厳命しているので挨拶をかわす程度だが、そのたび反応が面白いと好奇心を剥き出しにする仲間の囁きが、船橋にも届いていた。

        「潜り込んだわけじゃなくて、金具に引っかかったんだ」

        　渋々答えたカラスからは、倉庫階をうろついていたことや、偶然すれ違った船員と初めて会話をしたこと、アクセサリー過多なのはどうかと思う、まさかその場で着替えさせられるなんて、という雑多な想いや悪態が流れ込んできた。

        　望んで着替えたわけじゃないことはわかった。修繕しているということは、直れば黒衣を脱ぐのだろうか。残念だ。

        　――いや、ちょっと待て。

        「今すぐそれを脱げ」

        「魅朧？」

        　カラスが黒衣を着たことに浮かれて気づくのが遅れた。魅朧ともあろう者がなんたることだ。

        「他の雄の鱗なんぞ借りやがって、ふざけるなよ。それを脱いで俺が用意したものに着替えろ」

        　カラスの黒衣には仲間の匂いがついている。何なら名前まで当てられるが、報復はあとでもいい。まずはカラスの身ぐるみを剥がさなければ気が済まない。

        「は？　えっ、な……、おい！」

        　針が危ないだとかわめいていたが、そんな細いものは武器にもならない。混乱で動きが鈍いカラスは無力で、簡単に黒衣を脱がすことができた。ただ、どうやらズボンは魅朧が用意した予備と同じものらしく、そちらをむしり取る必要はなかった。

        「これを着ろ」

        　魅朧は己のシャツを放り投げた。あばらの浮いた白い肌が痛々しくて、もっと食わせようと心に決める。目を白黒させているカラスをじっと見下ろしていれば、彼は溜め息をはいてシャツに腕を通した。

        「……それ、返さないといけないから、引き裂いたりしないでくれ」

        「なぜ？」

        「なんでって、そりゃあ……」

        　借り物だからだ、と困惑が視えるが、魅朧は蔑むように鼻を鳴らした。

        「俺にはこれを燃やして、持ち主の羽一枚食いちぎる権利がある」

        「羽？　は、わからんが、あんたに関係ないだろ。燃やされたら返せなくなるからやめてくれ」

        「俺に関係ない、だと？　大ありだ。お前を抱いていないからといって、俺のものに手を出していいわけじゃない」

        　魅朧は静かな怒りを燃やしていた。セックスは縄張りを主張する最たるもので、いまだ成していない魅朧はカラスの所有権を正式に主張する根拠は薄い。同じ部屋に住んでいるし黒瑪瑙を与えていても、マーキングをしていなければ横やりを入れることは可能だ。可能だが、実際挑んでくる雄など滅多にいない。

        　手出し無用を宣言していて挑んでくるのなら、それは立派な挑戦だ。魅朧は挑む雄を叩きのめす権利がある。

        　もっとも、このシャツの持ち主は伴侶もなくとびきり鈍感なので、魅朧に挑むつもりはなかっただろう。ただの親切心だとわかっていても、一発殴るくらいの落とし前をつけなければ腹の虫が治まらなかった。

        「……あんた、なんでそんな本気になってるんだ。たかがシャツ一枚だろ？　いつも着替えろって言ってるのは、あんたじゃないか」

        　今日のカラスはよくしゃべる。彼は声に出すより胸中で語る感情の方が豊かだが、心底理解ができないときは言葉にすることが多かった。今も魅朧が怒る理由がわからず困惑している。

        　海龍の常識が通用しないのはもどかしい。今すぐにでもシャツの持ち主を攻撃にいきたい。けれど、床にうずくまる愛しい相手が、わからないと心で叫ぶのだ。優先順位は何かくらい理解している。

        　たてがみのような金髪をかきむしった魅朧は、シャツを丸めてドアの方に放り投げ、カラスの真正面に座った。いらだちが態度にでているから乱暴にうつるだろう。カラスはおびえを隠して警戒していた。

        「いいか、ドラゴンってのは独占欲が強い。執着心も強い。一度自分のものと定めたら、どんな些細なことでも譲れない」

        　わかりきったことを説明するのは馬鹿馬鹿しいが、不信感を抱えたカラスを懐柔するのに意地を張っても仕方がないだろう。我が儘で強引の間違いじゃないのか、という猜疑を感じるが、魅朧は無視した。

        「お前は俺が奪ってきたものだ。所有権は俺にある。お前の衣食住すべてを賄うのは俺の権利で義務だ。だから、俺以外から与えられたものは、シャツ一枚だろうとお前が身に纏うことは許せない」

        「……俺の意思でも、か」

        「お前の意思など関係ないな。むしろ、断らないお前を責める権利だって俺にはあるんだぞ」

        　行使しないのはカラスが人間だからだ。その程度に気を回すくらいはできる。当のカラスは眉間に皺を寄せて不満をみせていたが、反論はしなかった。そのかわり、胸の内はうるさいくらいだ。

        　どうして俺が責められるんだ、理不尽じゃないか。

        　大半がそういう感情なので、やはり人間には理解が難しいのだろう。ドラゴンと暮らすのなら、考え方の違いにも慣れてもらわなくてはならない。

        　けれど、カラスの困惑は徐々に落ち着いていった。渦を巻いて混ざり濁っていた思考が整頓されていく。彼の思考は感じとっていて気持ちがいい。

        「……それは、嫉妬ってやつ、なのか？」

        「当然だ」

        「当然、なのか。そうか……」

        　行き着いた結論を肯定すれば、カラスはまた黙り込んだ。誰かが自分を原因として嫉妬心を抱くなど、彼にとって初めてのことらしい。

        　それでもカラスは嫉妬という感情を知っているのだ。彼自身感じたことはなくとも、観察することで理解している。情操の発達が未熟なのかと思っていたが、なかなかどうして、カラスは複雑な思考回路を持つようだ。なんて魅力的なのだろう。

        「お前は俺のものだ。誰に譲る気もない」

        　魅朧はきっぱりと言い放った。何度も伝えたが、理解してもらえないなら何度だって言葉にしよう。案の定カラスは眉間の皺を深めたが、魅朧は指の背で青年の頬をなでた。

        　どうしてそんなことが言えるんだ。俺はあんたを殺そうとした。やり返すなり奴隷にするなら理解できる。どうして俺に好意的なんだ。俺にはこんな暮らしをする価値なんてない。何の役にもたっていないのに、上質な服なんて受け取れない。自分の立場はわかっている。勘違いするほど馬鹿じゃない。

        　カラスの心が流れこんできて、魅朧はもどかしさに歯噛みした。直に触れていれば、感情はよりはっきりと、言葉と同じように読み取ることができる。

        　拉致して仲間扱いされることが癪に障る。そう考えていたのも嘘ではない。けれど、もっと深い部分の本音は、カラス本人の自己評価の低さだ。

        「お前が今までどうやって生きてきたのか、それを否定する気はねぇがな。いっそ全部捨てちまってもいいんだぞ」

        　魅朧は極力優しい声を意識した。怯えさせたくない。青磁色の瞳が探るようにじっと見返してくる。

        「お前を蔑むやつが決めた価値観を受け入れるな。そういうやつは、評価なんかしねぇんだよ。利用することしか考えてない。利用するために、お前には価値がないと思い込ませる。お前の誇りと信念を、そんなやつらにねじ曲げさせるな」

        「俺に誇りや信念なんて、そんなものない」

        「あるだろ。俺はお前の技術を買ってる。俺に一撃入れたってのは、この数百年ないからな。そこまでの隠密術は誇っていい」

        　だからこそ興味を持ったのだ。攻撃を受けたからこそ、カラスの願いを叶えてやろうと決めた。

        「俺にとってお前は、どんな財宝より大事なものだ。お前の望みは叶えてやりたいし、お前を苦しませるやつがいたら殺してやるし、お前が自分を卑下するなら、俺はそれも許さない。お前が価値にこだわるのなら、俺の評価を信じてみろよ。俺を信じてお前の不利益にはならんだろ」

        「不利益には、ならないけど。そもそもあんたにとって高評価なのが理解できないんだ」

        「なんでだよ。俺に一撃入れただけじゃ納得できないってのか」

        「納得というか……、だから……、いや……」

        「俺がどれだけ強いか、それがわからねぇからか」

        「そう……かも？　あんたに勝てないってのだけはわかるけど、それは俺の未熟さだろ」

        　下唇を噛むカラスはずいぶん悔しそうで、その傲慢さは笑いを誘った。

        「誇張はなく、俺に勝てるやつってのは、この世界にいないぞ」

        　遙か昔なら対等な種族がいたけれど、それが絶滅して久しい。カラスは半眼で呆れている。疑り深くなければ生き残れなかったのだろう。

        　それに、世界の広さも知らずにいたのに、世界最強なんて言われたところで信じられないだろう。俺だってカラスの立場だったら、相手の正気を疑うかもしれない。

        　ただ、嘘でも誇張でもなく、本当にこの世界で自分に勝てる相手はいないのだ。魔神も天神も聖霊も、龍の長にはかなわない。それがこの世界の理で、揺るぎのない事実だった。

        　けれど、ドラゴンは世界を支配したいとは思っていない。土地を征服する気も、国を作ろうとも思わない。海龍は海で自由であれば、それでいいのだ。喧伝されない世界の真理は、ないのと同じだということも理解している。

        　だから魅朧は、真実を告げて訂正を口にしても、思想の強制はしない。

        「ああ、そうだ。俺に勝てるやつはいないだろうが、俺を殺せるやつならいるな」

        「勝つも殺すも一緒じゃないのか」

        「別物だ」

        　魅朧は即答した。

        「お前が俺を受け入れたのなら、俺を殺せる唯一がお前ってことになる」

        　それはとても甘美な響きで、言葉にした魅朧本人が実感に感動を覚えた。

        　カラスは思考が止まったのか、感情すら固まっている。どうやら呼吸も忘れたらしい。ぽかんと口をひらいた驚愕の表情は、無防備で愛らしかった。

        　愛を囁くドラゴンの前で無防備になるのはどうかと思うぞ。味見をしてくれと言っているようなものじゃないか。俺は自制心に自信はあるが、臆病者ではない。

        　素早く伸び上がってカラスの唇を奪った。上唇を舐め、下唇を甘噛みしたところでカラスが正気に戻る。肩を押されるが、縫い針を持っているからと突き飛ばさない。どうして相手に気を遣うんだ。お前はそれでも暗殺者か。それとも、キスにも慣れたのか？

        　指摘したいことは色々あるが魅朧は大人しく口をつぐんだ。カラスの心が衝撃と驚愕と怒りでごちゃ混ぜになっていて、視ていて楽しい。

        「は、離れろよ！　突然なんなんだ！」

        　魅朧は肩をすくめるだけで謝罪しなかった。悪いことをしたつもりはないからだ。

        　じっと見つめていれば、カラスはやがて怒りの矛先を収めた。どうやらキスについては、犬に噛まれたとでも思うことにしたらしい。キスひとつに話を中断させたくないのか。犬と同類にされたことは腹立たしいが、混ぜ返すのは止めておく。

        「……それで、俺があんたを殺せるって、どういうことだ。俺はあんたに勝てない。未熟でも、それだけはわかる。勝てないのに、殺すなんて無理だろ」

        「ドラゴンを殺すのに刃はいらねぇのさ」

        　魅朧は喉を鳴らして笑った。何ひとつ嘘はついていないし誇張もしていない。すべて事実だ。

        　目の前の青年が、理解しようと必死に考えを巡らせている様子が可愛らしくてたまらない。混乱で目を白黒させるカラスは、連れてきた当初よりずいぶん打ち解けてきたように感じた。

        「俺のことはゆっくり理解してくれ。時間は潤沢にあるからな。その一歩として、黒衣を着ちゃあくれないか。これを着てもお前が人間であることは変わらねぇ。ただ、俺のお手つきだとひと目でわかるから、そのバングルより効果は強い」

        「船長の威を借りるってことか」

        「そう感じるならそれでもいい。バングルは同胞の証明で、俺の黒衣は個人的なマーキングだ。俺の所有ってだけで、他のやつらに面倒な絡まれかたはしなくなるぞ？」

        　船員達から探られていることはカラスも気づいている。放っておいてほしいのに、興味やら下世話さやら、ぶしつけな視線が刺さってくる。漏れ出た感情が楽しくてからかわれることもあるだろう。仲間から報告がなくても、カラスを観察しているだけで感じられた。

        　その手の煩わしさを一発で解消する方法は、カラスが魅朧のものになることだ。抱けるなら一番効果的だが、その道のりは遠そうだ。

        「頼む。俺の渡した黒衣を着てくれ」

        　魅朧は誠心誠意を込めてカラスに頼んだ。奴隷商か軍人のように命令すれば従うだろうが、その選択はとりたくなかった。だから、懇願する以外に打つ手がない。

        　カラスは視線を落として長く考えていた。相変わらず表情には乏しいが、感情の起伏は激しい。表情を殺す理由はなんなのか。育った生活環境がそれを強いたのかもしれない。

        　やがて長考が終わり、カラスが顔を上げた。腹はくくったようだ。

        「あんた、俺の願いを叶えるって言ったよな」

        「おう、言ってみな」

        「これを着るかわりに、個室をくれ」

        「それは駄目だ」

        　初めてのおねだりに胸がときめいたのは一瞬で、魅朧は笑顔を浮かべたまま容赦なく願いを切り捨てた。

        　理不尽だ嘘つきだとわめくカラスの声を聞きながら、用が終わったとばかりに立ち上がる。理不尽で結構。俺は海賊でドラゴンだぞ。さて、シャツの持ち主を脅しに行こうじゃないか。

        　魅朧は迷いなく船内を闊歩して相手を見つけた。出会い頭に殴られた若い海龍は、族長のひと睨みで事態を察し、床に額をこすりつけながら謝った。顔を出した野次馬に情けない姿を見られ、恥じ入ってうずくまる。

        　いいだろう。今回は手打ちにしてやろう。次はないぞ。

        　皺まみれでひっかき傷のついたシャツを返して、踵を返す。いらだちが収まらないまま船橋に戻ると、エルギーが眉をひそめて視線をむけてきた。言葉にするのは面倒なので、深くまで感情を探ることを許してやる。たったそれだけで相棒にはすべてが伝わった。

        「殴るだけで済ませたんですか？」

        「まあな。噛み殺しても足りないが、族長の俺がそれをやっちゃならんだろ」

        「そうですけど、だからこそ、というか。あなたは案外理性的ですね、魅朧」

        「……お前よりはな」

        　幼なじみとも呼べるエルギーは冷静沈着で、だからこそ船の舵を取らせている。けれど、こと独占欲と愛になれば話は別だ。幼妻に対しての心の狭さは類を見ない。それが少しうらやましい。

        「あなたはよくやってると思いますよ」

        　あからさまな同情を向けられて、魅朧は無言のまま船長席で大の字になった。

        　人間を嫌っているからこそ、人間の思考はトレースできる。けれど、カラスのような相手は初めてだ。傷つけたくないという意識が働くので、なかなか神経に堪える。

        「欲求不満にならないんすか」

        「ああ？」

        「いや、だって、族長っすよ？　ジェットの船長っすよ？　海上都市エデューマの娼婦は全員抱いただとか、色んな漁港に馴染みがいるって有名じゃないっすか。オレ、前んとこで色々脅されてきましたもん」

        　筋肉質な腕を振り回して騒ぐのは甲板員のジビェだ。なんだよその噂。魅朧は呆れた。

        「そんな船長が伴侶を目の前にして指くわえてるって、それなんて冗談？　って感じっすよ」

        　柔らかい金髪に童顔のジビェは、縁故もなく他船の船長が持て余して捨てようとしたところを、魅朧が面白がって拾った。見た目どおりまだ若く、態度がでかく物怖じしない。船橋に仕事がないはずなのに入り浸っているのは、想い人がここで働いているからだ。

        　まったく別の群の一員になることにビクついていた若い龍は、自分の伴侶を見つけて新しい生き方を得た。だが、その想い人は、この船の大事なナビゲーターで、一筋縄ではいかない相手だ。

        　今もジビェの浅慮をあざ笑うごとく鼻を鳴らし、そっけない態度を崩さない。どうやらあちらが結ばれるのも時間がかかりそうだ。

        「……若ぇなあ」

        「歳は関係なくないすか。伴侶ならなおさら我慢きかねぇのが普通じゃないすか」

        　魅朧はジビェの生意気さに機嫌を害することもなく、若い雄龍の威勢を眩しく見つめた。納得できないと唇を突き出す青臭さに苦笑が浮かぶ。

        「伴侶にしたいからこそ大事にするんだ。好きな奴が怯えてんのに犯してもしんどいだけだろ。延々悲鳴ばっか聞かされりゃあ、勃つもんも勃たねぇよ」

        　海賊の倫理観に照らし合わせるとあり得ない発言だが、相手は略奪対象ではなく愛を注ぐ相手だ。しかも意思の疎通が難しい人間ときている。魅朧が慎重になるのは当然なのだが、ジビェには理解できないだろう。ただ、年長の海龍であり、長く海賊として海を支配しているので、ジビェの主張は理解できた。

        　感情を覗くことを許してやれば、ジビェはそれ以上反抗的な態度をみせることはなかった。可愛いものだ。

        「……でも、がっついて奪っちまうほうが喜ぶもんじゃないすか？」

        「そりゃあお前の経験則か」

        「う、いや、その……」

        　言葉を詰まらせたジビェが羞恥心やら歓喜やらを垂れ流すと、彼の想い人は耐えられなくなったのか無言で船橋を飛び出した。何があったのかわからず唖然としたジビェは、我に返った途端、その後ろ姿を追う。

        　ジビェの想い人は内向的で性生活をひけらかされることを嫌っている。船橋に詰められるメンバーは基本的に能力の高い龍たちなので感情の読みあいがうまいし、何より彼らの仲を知っている。ジビェの反応は伴侶に対するデリカシーに欠けているのだが、ジビェ本人は大雑把な性格すぎて、いつも相手を傷つけてから気づくのだ。

        「……あれはあれでわかりやすいんだがな」

        「甲板員はどうでもいいですが、航海中にナビゲーターが職務放棄とはいい度胸ですね」

        「許してやれ、鷲チィオ。若いやつらの仲を引き裂くのは後味が悪い」

        　副船長として船長より責任感の強いエルギーが静かな怒りを胸裏に燃やすが、全責任を負っている魅朧は暢気なものだった。正確さはナビゲーターに負けるが、潮の流れも海底の地形も、海龍であれば集中すれば感じ取ることはできる。

        　それに、この船のナビゲーターはプライドが高い。異変を感じればセックスの最中だろうと相手を押しのけて船橋へ戻ってくるだろう。

        　魅朧は若いふたりがうらやましかった。カラスとはまだ、惚れた腫れたをやり合えるほどの関係にはなっていない。略奪品を検分するように犯してしまえば、その瞬間は己のものにできるが、結果的にカラスの心を壊してしまうだろう。魅朧はそこまで馬鹿ではなかった。

        　恐怖で支配したいわけじゃない。従属を望んでいるわけでもない。必死に助けを求めた哀れな魂を救い出し、愛で溺れさせてやりたいのだ。

        　それに。

        「あいつの笑った顔が見てぇんだよな」

        　感情には乗せず、魅朧は溜め息に紛れ込ませて囁いた。

        「何か？」

        「いいや、気にするな」

        　誰かの同意を得たいわけではない。

        　かぶりを振った魅朧は、海原を見つめながら愛しい気配に想いをはせた。


    

    
        　　7　船上の新生活

        　

        　

        　

        　帰らなければならない。逃げなければならない。逃げ場なんてないのだから、帰らなければならないのだ。

        　帰らなければ、怖いことが起こる。怖いこと。怖いこと？

        　追われている。命を狙われている。殺されるかもしれない。逃げなければ。違う。帰らなければ。仕込みナイフひとつ持っていないし、魔力すら織ることができない。

        　帰らなければ、捕まってしまう。少しでも足を止めたら命はない。きっと魂が凍るほど残虐な方法で殺される。何をされるのかなんてわからないはずなのに、その恐怖だけで足がすくんだ。

        　怖くて、怖くて、ここから助けて欲しい。助けなどこない。いつだって、ひとりだ。

        　だから、帰らなければいけない。この恐怖から逃れるための唯一の方法は、そこへ帰ることだ。

        　けれど、どこへ？　どこへ帰るというのか。知っているはずだ。今までは帰ることができた。だめだ。追いつかれる。怖い。怖い。誰か。

        　そしてついに、恐怖が後ろ髪をつかんだ。

        「――……ッ」

        　カラスは瞼をこじ開けて、ダガーの柄をきつく握りしめた。一瞬で覚醒できたことに感謝しながら、自分が眠っていたことを思い出す。

        　カウチの裏、絨毯の上。遠く聞こえる潮の音。ここは魅朧メイロンの船長室だ。

        　胸が苦しくなってはじめて、息を止めていたことに気づいた。心臓の音がうるさい。大丈夫。ここは安全だ。浅い呼吸を繰り返し、身体の緊張を解いていく。最後に大きく息を吸ってから、絨毯の上で手足を伸ばして脱力した。

        「疲れた……」

        　誰もいないことに安心して、声にだしてつぶやいた。身体が痛いのは床の上で寝たからだろうか。夢をみていた気がする。それもきっと悪夢だ。内容は覚えていないけれど、じっとりとした嫌な汗と一緒に恐怖感が肌にこびりついていた。

        　きっと、前にも似たような夢を見たことがある。一度ではなくて何度も。覚えていないのに、既視感があった。

        　深呼吸で神経を落ち着かせたカラスは、朝日に瞼をしょぼつかせながら立ち上がった。腕を伸ばして身体の凝りをほぐす。

        　薄い敷物を敷いただけの板間で寝ることに慣れていたはずなのに、柔らかいマットレスを知った身体は不満らしい。己の望みより肉体に裏切られ、ぶつけようのないいらだちを覚えた。

        　漆黒の鱗スケイリー・ジェット号に連れてこられてそろそろ四週間。監禁されるでもなく、慰み者にもされず、行動の自由は与えられているが、倉庫の片隅に隠れることは許されない。

        　船内を逃げたところで船長室に連れ戻され、ベッドに寝かされる。魅朧は三度の食事と快適な寝具を与え、俺の体力と魔力を回復させようとしていた。

        　それはわかるのだが、船長室のベッドはひとつだ。海賊は紳士ではない。ベッドを譲るのではなく、一緒に眠ることを求めた。同衾など願い下げだ。

        　ベッドが狭いから嫌なわけじゃない。むしろ、成人男性ふたりが並んでもそれほど窮屈に感じないほど広い。

        　他人の気配がすぐそばにあることが耐えられないのだ。だから俺は、打開策として居間の隅を寝床に決めた。船長室にいることで魅朧の気が済むなら、妥協してもいい。

        　幸いにも魅朧の入眠時間は決まっているわけじゃないのか、一緒に眠りにつくことはなかった。おかげで、一緒に寝る寝ないで揉めることはない。それなのに、目を覚ますと、俺は大抵ベッドの中だった。

        　熟睡したところを狙っているのか、魅朧がこっそり運んでいるのだろう。寝ぼけて自分から彼のベッドに潜り込むことだけは、絶対にないと断言できる。

        　ミネディアで暮らしていたときは、眠っていたって気が抜けなかった。誰かに跡をつけられて、貴重な薬品類を強盗されるかもしれない。混血者なら何をしてもいいと考える者は多いのだ。

        　自分の気配を消し、他者の気配を読む。それはカラスが生きていくうえで身につけた重要な技術だ。極めたといえるほど驕ってはいないが、自負はあった。

        　それなのに、魅朧の気配は読めない。そもそもこの船に暮らす者たちの気配は独特で、ひとというより動物に近い気がするが、魅朧は特にわかりにくいのだ。彼がわざと主張してこなければ気づけない。

        　いや、気配だけの問題じゃない。眠っているときに触られて目覚めないってのが、おかしいんだ。

        　最初は食事に何か薬でも混ぜられているのか、未知の魔術でもかけられているのかと勘繰った。薬物なら、毒薬を武器にする者としてそれなりの耐性をつけている。俺に効くのは相当特殊な薬物だ。だが、今のところどんな仕掛けも見つけられなかった。

        　ベッドに引きずり込まれるたびに悔しくて、いらつくけれど、体力が戻ったし身体に肉がついたことも確かだ。体調がよくなったのはありがたいが、だからといって一緒に眠るのは抵抗がある。

        　ひとりで寝たい。同衾は望んでいない。拒絶を主張しているのだが、魅朧は理解してくれない。

        　けれど、最近少しわかってきた。魅朧は、俺が生理的嫌悪を感じているだとか、本気で苦手としていれば、絶対に強要はしないのだ。どうしてか拒絶の種類を読みとっている。だからこそ気に障るのだが、抵抗を諦める気はなかった。

        　今、床で目が覚めたということは、魅朧は部屋に戻っていないのだろう。ベッドに視線を移すともぬけの殻だ。近くにいればうるさいほど主張してくる海賊の気配は、そういえば昨日の夕方から感じていない。どこへ行ったのだろう。

        「……いや、どこでもいいだろ」

        　カラスはかぶりを振った。夢見が悪かったせいで変なことを考えるのだ。魅朧がどこへ行こうが、どこで寝ようが、自分には関係ないじゃないか。むしろ、独りでいられてせいせいする。

        　呪詛のようにぶつぶつと呟きながらバスルームへ向い、嫌な寝汗を洗い流した。シャワーは便利な機構だ。さっぱりしてから新しいシャツに腕を通し、黒衣のボタンを留め、一連の動きに違和感を覚えないことにショックを受けた。

        　漆黒の海賊に倣うような黒装束が、いつのまにか身に馴染んでいた。きっかけは自前の衣服を破いてしまったことだが、着替えを借りたら借りたで面倒なことになった。貸してくれた船員のひとりが魅朧に殴られたあげく、謝ってきたのだ。誰かに謝られることに不慣れで、どう声をかけていいのかわからず、混乱して言葉も出なかった。悪態でもつかれるかと思ったのに、なぜか慰めと励ましの言葉を与えられた。服一枚で大事件だ。

        　実をいえば黒衣は落ち着く。金がなくて染め直せなかったというだけで、元々着ていた服もマントも黒色だ。そして、一度着てしまえば意地を張るのが馬鹿馬鹿しくなった。

        　海賊になるつもりはない。自分はあくまで誘拐されたのであって、ここで暮らしているのは生きるためだ。そうやって意固地に頑張っていたけれど、誰に対する意地なのかわからなくなっていた。

        　そもそも、守りたい矜持だって持っていなかった。虜囚らしくあるべきなんて、守りたい信念があればこそ成立する概念なのだと気づいてしまった。

        　暗殺と毒殺の技術はそれなりに自信があるけれど、魅朧には通用しない。ミネディエンス人としての誇りだってもっていないし、愛国心など欠片もない。

        　吹っ切れてしまえば黒衣を纏うこと自体、どうでもよくなった。魅朧が嬉しそうなことだけは、なんだか気に食わないけれど。

        「お、なんだ。一緒に入ろうと思ったのに」

        「……馬鹿言うな」

        　戸を開けると目の前に魅朧がいた。飛び上がりそうに驚いたけれど、意地と気合いで平静を装う。やはり気配がわからなかった。顔を合わせればからかわれることが煩わしいがほっとした。

        　どこへ行ったのか知らないが、戻ってこないわけじゃないのか。いや、別に、戻ってこなかったとしても、俺が気にすることじゃないけど。

        「なんだ。さみしかったのか？」

        　魅朧が金色の瞳を嬉しそうに細める。さみしさなど一切感じていないというのに、勝手に事実をねじ曲げないでほしい。

        　カラスが挑発に乗らずしらけた視線を向けても、魅朧はどこ吹く風という態度だった。

        「どこへ行くか伝えてなかったか」

        「別に興味ないし」

        「船橋で誰かに聞けばいい」

        「だから、興味ない。船橋にもいかない」

        「そうつれないことを言うな。探してくれ。俺はお前を独りにはしねぇから」

        　低音を響かせるように、魅朧はカラスの耳元で囁いた。跳びすさろうにもバスルームでは狭すぎる。押しのけようとしても、筋肉質な肩はびくともしない。魅朧からは海の匂いがした。

        「ちょっと海底にいたからな」

        「どうでもいい。どいてくれ」

        　海底ってなんだと興味がないでもないが、この体勢の方が問題だ。身長差で威圧してくるのは卑怯じゃないか。

        「……んー、おかしなことはなかったか？」

        　態度は軽薄だが、蛇に似た瞳は真剣だった。何かを探るように瞳孔が細くなる。魅入られてしまいそうで、慌てて横を向いた。その途端、こめかみにくちづけられる。隙を突くなんて卑怯なやつだ。

        「潮を落としたら寝る。お前も一緒にどうだ？」

        「結構だ！」

        　キスのひとつくらいでは恐怖を感じなくなってしまった。悔しさを込めて怒鳴り返すと、魅朧は喉を鳴らして笑うだけだ。後追いはせず、カラスと入れ違う形でバスルームに入って、見せつけるようにシャツを脱いだ。完全にからかわれている。八つ当たりぎみにドアを閉めると、中から笑い声が響いてきた。

        　ああもう、腹が立つ！

        　

        ◇

        　

        　カラスが怒りながら食堂に入ると、料理人のエナルカがオーブンから焼きたてのパンを取りだしていた。船員たちはあまり朝に強くはないのか、早朝の食堂はほとんど人がいない。

        「ちょうどいい。手伝ってくれ」

        　短い金髪の巨漢は、厳つい顔のわりに優しい男だ。いつも食堂にいて、カラスが立ち寄ると何かしら食べ物をくれる。ナイフの扱いに長けていると知れば、イモの皮剥きなんかの雑用を頼まれるようになった。

        　うなずいて、手伝いの指示を待つ。

        「半分はいつもどおりの厚さで頼む」

        「わかった」

        　焼きたてのパンは切りにくい。けれど、専用のパン切りナイフはよく研がれているし、力加減のコツはすでに覚えていた。

        　この船のパンは皮がパリッと固いのに中が柔らかい。ふわふわで白くて小麦の匂いがする。白いパンなんて初めてだったので、最初はとても驚いたことを覚えている。

        　エナルカは大抵、パンを半分に切ってチーズをのせ、蜂蜜をかけてくれた。蜂蜜なんて高級品は、誘拐されなくては食べられなかった。今日の朝食はさらに、昨日の夕食で残ったスープまでついてきた。

        　キッチンの片隅でスープを飲み干してエナルカに礼を告げると、頭のてっぺんからつま先まで確認された。彼はカラスを肥えさせることを日課のようにしている。

        「六割ってとこか。これも持っていきな」

        　茹でた卵と林檎をひとつ。どうやらまだ料理長の目方には足りていないようだ。卵はその場で食べて、林檎は懐に入れた。今は腹が一杯だった。

        　空腹が満たされるたび複雑な気持ちになる。腹が減っているのが普通で、満腹とは程遠い生活をしていたのだ。食べていなくても、三食しっかり食べていても腹が減るのだから、人体というのは不思議だ。

        「あら、おはよう、カラス」

        「……お、おはよう」

        　階段を下りた先で女性に声をかけられた。これまで挨拶する機会がなかったので、いまだに返す言葉がつかえてしまう。

        　魅朧は船員たちとの交流を制限していない。最初は遠巻きにされていたけれど、そういう指示をされていたそうだ。黒装束を纏って船内をうろつくようになれば、ちらほらと声をかけられるようになった。

        「そういえば昨日、ノクラフがあんたに用があるって言ってた。まあ、まだ寝てるだろうから、お日様がてっぺんに昇った頃にでも探してみて」

        「わかった。ありがとう」

        　彼女の名前はたしか、アトレイアス。この船の船医だ。彼女は魔力を持っているようで、回復魔術が使えるらしい。この船では魔を使うことができないと聞いたので疑っていたが、実際に使う機会はほとんどないと本人が答えた。

        　医者はミネディエンスでも高貴な役職のひとつで、大抵が創主教会に属している。だから最初は身構えていた。だが、彼女は医者というより薬剤師に近かった。毒物学と薬学は表裏一体だ。興味があるが、工房に立ち入ることは許されていない。

        　アトレイアスと別れ、カラスが向かうのは倉庫のひとつだ。体力が戻って寝てばかりでは身体がなまる。それに、労働奉仕を求められているわけじゃないので、船長室の中に籠もっていたってやることはない。だから、誰にも見咎められない場所でトレーニングを始めた。

        　好きで暗殺者になっていたわけではないが、身体能力にはそれなりに自信がある。ただ、常に栄養失調気味だったので足りない部分を魔術で補わねばならなかった。補助魔術はあくまでも補助だ。補えども、それ以上に増加させることはできない。

        　だが、きちんと食べて体力をつけ、筋肉がつけばどうだろう。補助魔術を最大限生かせるようになるに違いない。そうしたらきっと、あのときのように魅朧に捕まることなく逃げ切れるんじゃないだろうか。

        　船の中で逃げたってたかが知れているが、いつ上陸する機会があるかわからない。もっとも、逃げる必要があるのかどうか、それもわからなくなってきたけれど。

        「……でも、ここに住むのもおかしいだろ」

        　溜め息をひとつ。生活のことを考えると頭が痛くなる。頭を振って意識を切り替えた。

        　筋力トレーニングの内容を考えてくれたのは、ウォルクとネヴァルという名の兄弟だった。一緒にやろうと誘われたけれど、息つく暇もなく質問責めにされて逃げ出すはめになった。せっかく教えてくれたのに申し訳ないとは思うが、騒がしいことには慣れそうにない。

        　黙々とノルマをこないれば、喉の渇きを覚えた。無理をして身体を酷使したところで成果はでない。トレーニングを切り上げ、談話室のそばにある樽から水を飲んだ。

        　長期の船上生活では真水の確保が大変だ。船乗りではなくとも、そのくらいは想像できる。だが、この船は決して水には困っていなかった。バラストの真水が腐ることもないし、それこそ、海水じゃないシャワーだって使える。

        　なぜか。カラスの疑問に答えてくれたのは魅朧だ。

        　魔とは相容れないが、聖霊機関の使用には目をつぶっているらしい。聖霊は嫌いでも技術を生み出したのは人間なので、魔に依存しているわけではないという理屈だ。仲間達が便利に暮らせるのなら、その程度は妥協する。えらそうに理屈をこね回していたが、魅朧も上下水道の快適さには負けたのだろうとカラスは考えていた。実際便利なので、カラスだって以前の暮らしに戻る方が嫌だと思った。

        「見つけた！」

        　タックルするような勢いで声をかけてきたのは、何かと話すことの多いノクラフだ。アトレイアスは昼頃に起きると言っていたが、もう昼を過ぎたのだろうか。

        「エルギーが仕事に行っちゃったから、アタシも起きたんだ。あんたは早起きだよね。魅朧が戻ったから船長室から出てこないと思ったのに、自由にしてるってことは、暇なんでしょ」

        　半分抱きつくような体勢で腕に柔らかい胸を押しつけられ、俺は石のように固まって動けなくなった。彼女は魅朧が出かけていたことを知っていたのか、とか、そんな疑問も吹き飛んでしまう。

        　ノクラフは美人だ。あまり美醜に興味がなくても、彼女が美しいことはわかる。腰まで伸びた波打つ金髪に黄金の瞳は豪華な黄金細工の宝石みたいだ。そして何より、彼女はとても豊満な肉体をしていた。肌の露出も多く、いつも臍を出しているし、革の黒衣は身体にぴったりと沿っている。見事なボディラインを浮き上がらせているので、なんとなく、じっと凝視するのを戸惑ってしまう。

        「何よ。アタシの身体に興味あるの？　褒めてくれていいんだよ」

        「なっ、ち、違がう！　いや、ノクラフが綺麗なのは、違わないけど、そうじゃなくて」

        「わかってるよ。そんな照れないで」

        　ケラケラと楽しそうに笑ったノクラフは、カラスから離れた。彼女はよくカラスをからかうけれど、追い詰めることはない。

        「あんた、ナイフ投げができるんだろ？　アタシにも教えてよ」

        　黄金の瞳を輝かせてねだられた。断られることは想定外という視線だ。

        「駄目なの？」

        「い、いや、駄目じゃないけど」

        　カラスは慌てて否定した。どうやらノクラフにも心を読む能力があるようだが、魅朧のそれより正確ではない。ノクラフだけではなく、この船に乗る者たちは、精度の差こそあれカラスの心を読むことができる。心というより、喜怒哀楽がわかると言った方が正しいのかもしれないが、何にせよ特殊な能力には違いないだろう。

        　最初はただ恐ろしかった。心の内など誰にも読まれたくはない。けれど、言葉を駆使することが不得意なカラスにとって、心情を読んでもらえる方が円滑な交流ができるのも事実だった。ならば、これも慣れるしかないのだ。

        「どんなナイフでも的に当てられるようになる？」

        「練習すれば、なるんじゃないか？」

        「……アタシ、練習とか嫌い」

        　そうは言われてもカラスにはどうしようもない。魔術でも使えるなら別だが、技術の向上には努力が欠かせないものだ。

        「ま、やってみてから考えればいいか」

        　仏頂面をからりとした笑顔に変えたノクラフは、カラスを先導して甲板まで上った。それにしても、ナイフ投げができるなんて、誰かに教えただろうか。扱いが得意なのはエナルカには話したから、発信地はそこかもしれない。

        　太陽は真上には少し遠いが、雲の合間から穏やかな光を降り注いでいる。シャツ一枚でちょうどいい気温だ。運動を終えた身体には潮風が心地よかった。

        　海賊船は相変わらず大海原のど真ん中だ。水平線の向こうにぼんやりと島影が見える気もするが、蜃気楼かもしれない。

        「来たな。こっちだ」

        　細身のネヴァルが木箱を解体しながら声をかけてきた。ノクラフは迷わず彼に近づく。カラスは一瞬足を止めたが、腹をくくって彼女に続いた。

        　この船の甲板は広い。太いマストが三本。帆を張るロープが無尽蔵に走っているようにみえるが、それぞれきちんとした役目があるに違いない。

        　ロープやセイルの調整や点検で、いつだって甲板にはひとがいた。甲板員だけではなく、船首で海を眺める者、マストに登って昼寝をする者、読書をする者もいれば、寄りそって語り合う者たちもいる。

        「趣味でクロスボウを使うやつはいるけど、うちの船って剣か拳ばっかりなのよ」

        「そっちの方が手っ取り早いからな」

        　ノクラフのつぶやきにネヴァルがうなずく。暮らしには慣れたカラスだが、この海賊達が実際に戦っている姿はまだ見たことがない。知っているのは魅朧の強さだけだ。

        「……キャプテンは、まあ、ちょっと別格だ」

        　渋面を作るネヴァルも、まるでカラスの心の声を読んでいるかのように言葉を返した。便利だが、やはりまだ少し恥ずかしい。

        「おお、集まってるな。武器庫からそれっぽいの見繕ってきたぞ」

        　小さな樽をがちゃがちゃ言わせながら、大柄なウォルクがやってきた。どうやらこの兄弟もナイフ投げに興味があるようだ。

        　カラスはいつも暗器を携帯している。ベルトは剣帯に改造してダガーの鞘を留めてあるし、小ナイフや飛刀、毒針の類を仕込んであった。ナイフ投げで自分の得物を使いたくはなかったので、武器を借りられるのはありがたい。

        「これでいいか、カラス」

        　ウォルクに樽の中を見せられ、ノクラフと一緒にのぞき込んだ。ペティナイフからスティレットまで、細身の短刀が詰め込まれていた。装飾のないシンプルなものが大半だが、宝石のついたものも混じっている。

        　カラスは手の平と同じくらいの大きさのナイフを選んだ。重さを確かめるように指に挟んで感触を試す。指の動きは鈍っていないが、ずいぶん久しぶりの感覚だった。

        「要は的に当たればいいだけだから、投げられるものならなんだっていい」

        「そういうもんか」

        「……まあ、しばらく投げてないから、俺の腕前には期待しないでくれ」

        　鍛錬は怠れば劣る。これを機に練習する時間を作れたらいい。

        「よし、いいぞ！」

        　ネヴァルが作った的は、板の上に丸印を描いたものや二本足の何かよくわからない絵が描いてあった。板を船側面の壁に立てかけ、大股で十五歩くらい距離を取る。

        　三人とも期待を込めた視線を向けてくるので気後れした。的のど真ん中に当てられる自信はない。

        「勘を取り戻すまで投げればいいじゃない」

        　ノクラフの励ましはあっけらかんと明るく、無意識に緊張していた気持ちが落ち着いた。カラスは手首を上下させてナイフの重心を確かめ、無造作に的へと放り投げた。ナイフは回転することもなく、真っ直ぐ飛んでいく。丸印の中心ではなく、外側に刺さった。

        「惜しい！　……って、いやあれ、当たってんだろ」

        「うん。当たってるよな」

        「この距離からでしょ？　すごいわね」

        「……中心を狙ったんだ。やっぱりかなり鈍ってる」

        　まさかど真ん中に当たるとは考えていなかったが、それでも外すと悔しい気持ちになる。これで褒められても恥ずかしいだけだ。

        「へぇ、負けず嫌いなんだ」

        　感心したようにノクラフがうなずくので、余計恥ずかしくなってしまった。照れ隠しに的まで行ってナイフを抜いた。

        　彼女はからかっていたわけじゃない。それはわかっている。ただ、気安く話せる女性なんていなかったので、どんな態度で接すればいいかわからない。それでもノクラフは怒ったりしなかった。

        　ネヴァルが作った的は四つだ。カラスが投擲場所に戻ると、それぞれがナイフを投げた。まず、板に当たらないのだ。飛距離が足りなかったり、横にそれたり、外壁を通り越して海に落ちる。さすがに海に落ちれば回収はできないのだが、彼らは気にする様子もない。撃ち針一本だって使えば拾いに行くカラスは胃が重くなった。

        「コツとかないの？」

        「……コツ、か。回転させない、とか？」

        「それができないんじゃない」

        　ノクラフが唇を突き出して不服を訴えてくる。誰かに何かを教えたことのないカラスは困惑した。咄嗟に言葉がでてこない。

        　コツか。コツってなんだ。俺だって誰かに教わったわけじゃないし、練習しているうちに、なんとなくできるようになったんだ。

        　カラスは投げるフォームを何度か繰り返した。それから、馴染んだ暗器を投げて確かめてみる。

        「手首の曲げ方……？」

        　自分で言っておいてよくわからない。回転をかけようと思えばそれも投げられたが、調整が面倒だ。直線で投げる方が的を射貫くことができる。いつのまにかナイフ投げの感覚が戻っていた。

        　残念ながらノクラフ達にはコツが上手く伝わらなかったが、技術は認められた。彼女たちと一緒にしばらく練習していると、通りすがりの船員が気ままに参加して、飽きれば適当に去って行く。

        　なんでもない、穏やかな時間だ。誰かと一緒に何かをするなんて、初めてだった。なんだか胸がくすぐったい。不思議な感覚だが、嫌ではない。

        　やがて太陽が真上を過ぎると空腹を思い出した。もらった林檎が懐にあるから、昼飯にしよう。

        「飯がそれだけって、だから痩せっぽちなのよ」

        「そうだぞ、カラス。もっと食わないとだめだ」

        　これでもミネディエンスにいた頃より一番栄養状態がいい。大柄のウォルクはそもそも骨格が違うのだから、比較されても同じにはなれない。ネヴァルだって細身なのに、どうして俺だけ骨と皮扱いされるのか。

        「たしかに肉はついてきたが、抱き心地がいいとは言えねぇな」

        　突然耳元に低音が落とされ、カラスは飛び上がった。ほとんど反射的にダガーを抜いて攻撃を仕掛けるが、切りつける前に手首をつかまれてしまう。手加減などしなかったのに、完封されるのは屈辱的だ。

        　だが、相手が悪い。そこには、いたずらめかした笑みを浮かべる魅朧が立っていた。

        「へぇ。悪くない反応だ」

        「……あんた、寝てたんじゃないのか」

        「寝てたさ。お前が楽しそうにしてるから、気になって起きちまったんだよ」

        「キャプテン、なぁ、カラスはナイフ投げがうまいぞ」

        　密着した距離感に動じることもなく、ウォルクが的を指さした。板の周りはナイフの針山のようになっていたが、カラスの板だけは的としての役目を完遂している。

        「だろうな。暗殺者は暗器全般の扱いに長けてる。俺に一撃入れたくらいだから、格闘もいけるくちだと思うぞ」

        　魅朧は口角を上げて頬傷を主張した。怪我をしたのは魅朧なのに、彼はずいぶん誇らしそうだ。

        　本当は首の血管を断つつもりだった。人体急所は他にもあるが確実に死を与えられる場所だし、何より首を獲れという命令を遂行するつもりだった。

        　気配を殺し、姿も魔術で消していたのに、避けられた。任務失敗の印だ。同時に、それだけで済んだからこそ、この生活に繋がっているとも言える。

        「そうだな。この傷のおかげで俺はお前に落ちたようなもんだ」

        　魅朧は視線に熱をこめ、獲物を狙う肉食獣のように瞳孔を細めた。爽やかだった気配が、どことなく淫靡なものに色を変える。恐怖とは違う何かが、カラスの心臓を脈打たせた。逃げなければと思うのに、足が動かない。そもそも手首をつかまれたままだ。

        　なんだかわからないが、このままではまずい。ノクラフは助けてくれそうにないし、ウォルクとネヴァルはナイフを片付けに行ってしまった。孤立無援だ。

        「は、離して、くれ……」

        　カラスが焦りながら腕を引っ張ると、意外なほどあっさり魅朧が解放してくれた。金色の瞳を見ていられず視線を泳がせ、ダガーをしまう。

        「……何よ魅朧、まだ全然じゃない」

        「うるせえな。気長にやるからいいんだよ」

        　ノクラフは赤い唇を弓なりにつり上げ、ニヤニヤと笑っていた。返す魅朧はぶっきらぼうだ。ふたりの会話の意味はわからないが、知りたいとは思わない。

        「アタシは飯にするけど、あんた達はどうすんの？」

        「そうだな。鷲チィオと交代するか。ついでに、俺とカラスの分を船橋に運ばせろ」

        「アイアイ、キャプテン」

        　ノクラフは軽快に応じた。

        「カラス、教えてくれてありがと。また頼むよ」

        「え、あ……、ああ」

        　突然こちらに振られ、素っ気ない答え方しかできなかった。もう少しきちんと返事ができればいいのに、難しいものだ。彼女は気に障ったようでもなく、楽しげに船内へと足を向けた。

        「俺たちも飯食いにいくわ。的は置いておくから、好きに使ってくれ」

        　そう告げたネヴァルは、回収してきたカラスの暗器を返してくれた。受け取ってうなずくと、弟と並んで行ってしまう。ふたりで投げ方の身振りを話し合っているが、背を向ければ振り返ることもない。

        　残されたカラスは困った。魅朧が立ち去る気配はないし、状況を打開したり場を和ませてくれそうな者はいない。何を話せばいいのだろう。

        「あいつらは気を利かせたんだ。お前が俺のものだと理解してるから、俺の前では過剰にかまわない」

        　魅朧は先ほどの凶暴さを引っ込め、カラスの灰色の髪に指を絡めて頭をなでた。子供扱いをされている気分だ。

        「俺らも飯にするぞ」

        　有無を言わせず宣言して、彼は船橋へと向かった。ついて行くべきか迷っていると、魅朧は首だけで振り返り、カラスを呼んだ。呼ばれてしまえば行かざるをえない。拒絶する理由を探すより、ついて行く大義名分になる。

        　船橋はこの船で一番重要な場所だ。部外者がそうそう立ち入っていいものではない。船長室で暮らしていても、カラスは己が異物であると理解している。けれどドアは開け放たれたままだし、行かなければ魅朧が戻ってきて強引に連れ込まれるだろう。それは嫌だ。

        　緊張を押し殺して部屋に入ると、入れ違いにエルギーが出て行った。他の航海士たちも彼の後に続く。彼らは他の船員達とは少しだけ違って感じた。強いというか、えらいというか、言葉にするのは難しい。

        　そんな彼らは、順々に俺を一瞥する。無表情だったり、ウィンクを送られたりと態度は様々だが、声はかけてこない。侮蔑の視線はないけれど、まるで避けるように一定の距離感を保っている。

        　友好関係を築こうと思っていたわけではないが、近寄りがたい雰囲気に萎縮してしまう。やっぱり船橋など近づくものではない。

        「……あいつらは歓迎してたんだが、そうか、お前は視えねぇんだよな。まあ、下ネタすれすれのアホもいたから、感じとれなくてもいいんだが」

        「は？」

        「安心しろ。距離感は避けてるからじゃない。俺を立てて、お前を特別扱いしてんだよ。ノクラフたちと同じだ」

        　魅朧は舵を固定してから、丸テーブルの上の紙束を棚に戻して、船長席の近くに引き寄せた。顎で別の椅子を示され、カラスは大人しくそれを運んだ。

        　魅朧はこの船の船長だ。船員たちが船長に従うのは当然のことだ。拉致された当初こそあの魅朧だと信じられなかったが、今は彼が黒衣の海賊を統べる者だと理解している。船員たちがそれを保証していると言っても過言ではない。

        　船で暮らす者たちは仲がよかった。口論はあっても喧嘩や諍いを見かけることはない。女性の数は少ないが、彼女たちもなんらかの役割を持っている。夫婦も少なくない。しかも夫婦に性別は関係ないのだ。

        　そのどれもがカラスには信じられないことだった。女性は働きに出ても雑用が基本で、結婚すれば家庭に入る。聖騎士団にも聖職者にも女性はいない。カラスがミネディエンスで接したことのある女性は、貧困者に炊き出しを配る奉仕者くらいだ。

        　それが普通だと思っていた。だが、世界はミネディエンスが基準ではない。海賊の生活をお手本にするのもどうかと思うが、少なくともミネディエンスより暮らしやすいことは確かだ。

        　生きているだけで石を投げられない。嫌悪をぶつけられない。差別されることが普通だったので、自分が差別されていたのだと実感がわかなかった。苦しくて助けてほしいと感じていたが、その本当の意味を理解していなかった気がする。今は、なんとなくわかる。あの暮らしには戻りたくない。

        「お前の希望を砕くようで悪いが、俺たちは無差別主義者ってわけじゃねえぞ。外来種と馴れ合う気はないし、人間は獲物と同じだ。牙を剥けば狩るし、腹が減っていれば喰らう」

        　ひとの心を読むな。そう返すのを諦めたのはいつだったろう。魅朧だけの特殊能力じゃないと知った頃だろうか。

        　それが彼らの会話手段の一部ならば、異分子は俺の方だ。不満を喚いて意地を張っても己の首を絞めるだけで、状況が変わるわけじゃない。それならさっさと受け入れて慣れた方が楽に暮らせる。まだ完全に慣れたわけではないけれど。

        　四週間という時間は、カラスの考え方を少しずつ変えた。魅朧や、この船に暮らす者たちは、たしかにカラスが知る人間とは違っている。見た目は人間に似ていても、獣人や有翼人のように別の種族なのだろう。

        「俺らにとっちゃ、あいつらも人間の一部だぞ。聖霊に適正があって魔力を持っていれば『人間』だ」

        　魅朧はあいかわらず、ドラゴンであるという前提で話していた。どう返していいのか、いつも困ってしまう。魅朧だけならまだしも、それは船員たちの共通認識でもあるのだ。

        　カラスにとってドラゴンは、山のように大きなトカゲに似た魔獣だ。おとぎ話に出てくる存在であって、実在するとは思っていない。だから、人間そっくりな姿で何度訂正されても信じられなかった。だから、ドラゴン云々という真偽の判断は保留している。

        「俺は人間だけど、あんたにとって何なんだ」

        　ドラゴンを謳い、人間という種族自体を下位にみる魅朧には、何の変哲もない人間であるカラスはどううつるのだろう。奴隷にするわけでもない。愛玩動物のように飼うわけでもない。それなら。

        「太らせて喰うのか」

        　先ほどの言葉は冗談なのか真なのか。食人の習慣があると言われても今さら驚かない。カラスは毒耐性をつけているので、血液すら毒物として暗殺の武器にできる。蓄積毒を抜くには半年程度かかるだろうが、それだけ時間をおけば可食部分も増えるだろう。

        「食料って意味で喰う気はねえよ」

        「じゃあ、どうして俺なんだ」

        　人間なんて掃いて捨てるほどいる。金持ち、美人、特殊な技術があるだとか、歌や踊りがうまくても誘拐する価値があるだろう。俺には何の価値もないという自覚がある。

        「お前が俺に助けを求めたからだ」

        　魅朧はテーブルに肘を突いて、品定めをするような視線でカラスを見つめていた。

        　助けを求めた。俺が、魅朧に？

        　それはにわかに信じられない言葉だった。拉致されてきた当初は魅朧が怖かった。いつか殺されるのだと思っていた。けれど彼に助けを求めた記憶はない。命乞いだってしなかった。死にたくないと、そればかり考えていたけれど、魅朧に助けを求めたりしていない。

        「俺はお前の絶望に惹かれた」

        　黄金を溶かした瞳が、切り裂く漆黒の瞳孔が、人ならざる輝きを放っていた。こういう目をするときの魅朧は、確かに人間じゃないと思える。

        　助け。絶望。魅朧は何を見て、何を感じているのだろう。

        　カラスは今ほど、感情を閉め出したいと願ったことはなかった。目の前の男に知られたくない。心を読まれるのは嫌だ。あの目で見られると、心臓を切り開かれるみたいでぞっとする。隠すこともできず、魂まで丸裸にされているようで恐ろしい。

        「……ッ、う……」

        　怖い。嫌だ。もう疲れたんだ。失敗したら殺される。嫌だ。死にたくない。馬鹿だな、死ねば楽になれるじゃないか。身を細らせ、毒を呷り、命を奪い、殴られて、捨ててしまえば楽になる。

        　カラスは吐き気を覚え、手の平で唇を覆った。酸っぱいものが喉までせり上がってくる。

        　嫌だ。死にたくない。生きていたい。まだ、死にたくないんだ。誰か、誰でもいい。俺を助けてくれ。

        　――やめてくれ。帰るから！

        「カラス、戻れ」

        　その声は、恐怖と吐き気を吹き飛ばした。すべての五感が一瞬で戻り、自分が異常な状態にいたことを知る。肩を上下させて呼吸を繰り返していると、膝から力が抜けた。抵抗する力もなく魅朧に抱き留められた。

        「悪いな。やり過ぎた」

        「……なに、を」

        　何をしたんだ。言葉にするのも億劫だった。全力疾走した後のように心臓が脈打っている。背中を湿らせるのは冷や汗だ。

        「忘れちまってるようだから思い出させてやろうと思ったんだが、……妙だな」

        　カラスを抱えたまま船長席に座った魅朧は、何やら納得できないのか渋面を浮かべていた。

        　精神攻撃か何かを仕掛けてきたのかもしれない。直前まで普通に会話をしていたと思ったのに、目が離せなくなったあたりから、思考が散り散りになった。

        　覚えのある感情だが、追体験などしたくない。思い出したくないものをしまっておいたのに、無理矢理こじ開けられたような不快感が拭えなかった。

        　魅朧は一体何者なんだ。これも彼らの能力のひとつというのなら、下手な魔術よりよほど危険だ。

        「……離して、くれないか」

        　同じベッドで眠らされてるくらいだから、膝の上に乗せられたって今さらではあるが、落ち着かないことこの上ない。そこまで気安い関係でもないし、不快感を与える相手に腰を抱かれるなんて怒りがわいてくる。

        　けれど、こういうときに限って、魅朧お得意の読心術は発動しなかった。彼は眉間に皺を寄せたまま、カラスの顎をつかんだ。そっぽを向こうとする顔を正面に向け、もう一度視線を交差させる。

        「お前、魂を誰に縛られている？」

        「……は？」

        　何を言い出すんだ。

        　やはり、この男の言動は謎だらけだ。

        


    

    
        　　8　呪い

        　

        　

        　

        　人間を伴侶にするのが面倒なことはわかっていたが、ここまで手間取るとは考えていなかった。

        　魅朧メイロンは舌打ちをして、わめくカラスを抱き上げた。ぐったりしていたとは思えないほど暴れられるが、離してやる気は微塵もない。文句も暴力も甘んじて受けるから、今は大人しくしていてくれ。

        「鷲チィオ！　全員戻せ」

        　食堂の通信管に向かって怒鳴ると、瞬間的に怒りの感情が返ってきた。高位龍ならば姿を見ずとも感情は伝え合える。だが、ここまで暴力的な返しをできるのは、魅朧と張り合う実力を持つエルギーだけだろう。

        　わかっている。昼食の自由時間を与えたのは自分だ。予定より早めに切り上げさせたが、戻れと命令されて嫌がられるのも当然だ。エルギーの不満と怒りは、船橋に詰めていた者たちの代弁も含んでいる。

        　彼らは船長不在時の待機を任せていたから、昨日の夕方からずっと船橋に詰めていた。一週間眠らなくたって海龍がへこたれることはないが、休みを取り上げられて喜ぶことはないだろう。

        　だが、不測の事態が起こったのだ。

        　横暴なことは理解している。普段から船長という立場で仲間たちをこき使うこともしていない。族長としては、汚れ仕事ばかりを買って出ている。だから、今回だけは許してほしい。

        　無茶を言う。我が儘を通す。立場と能力を笠に着てでも、止める気はない。

        　魅朧はほとんど念話のような精度でエルギーに事情を伝えた。きっと詳細を語らなくとも、己の右腕である龍は戻ってくる。それはわかっているが、魅朧にも道理を通す度量はある。

        　船橋のドアを開けると、ノクラフに頼まれたのか、昼食を運んできていた甲板手のクロッツが固まっていた。中の様子をうかがっていたことには気づいていた。気を遣って入るに入れなかったのだろう。

        「お、わ、キャプテン、飯どうすんの」

        「悪いな。俺の部屋に置いていってくれ」

        「なんなんだ！　魅朧！　下ろせよ！」

        　粉袋を担ぐように肩に乗せられたカラスが叫ぶ。魅朧は無視して船長室へ足を向けた。

        「キャプテン、なんかあったの？」

        「お前は知らなくていい」

        「えー？　……っと、了解、黙ります」

        　野次馬根性を隠さないクロッツに上位龍としての威嚇を向けると、彼は興味を引っ込めた。できた部下で文句はない。クロッツは船長室のテーブルに昼食を置いて、振り返ることもなく急いで出て行った。

        　昼食はできたてだが、食べる頃には冷めているだろう。食事より重要なことがある。先に食事をして嘔吐することになったらかわいそうだ。

        　エルギーも事態を飲み込んだ。これで邪魔は入らない。

        「……なあ、魅朧、言葉を使ってくれ」

        「あ？」

        「俺はあんたたちと違って、心は読めない」

        「ああ、すまん。鷲チィオに指示を出してた」

        　無視をしていたのは思考の大半を別チャンネルに合わせていたからだが、カラスが冷静になるのも待っていた。怒りというものはそう長く持続しない。

        　だが、カラスはその答えには納得しなかった。彼をカウチに下ろすと、心底気味悪そうな視線を向けられる。何の説明もしなかったという自覚はあるが、愛する者に嫌悪を向けられるのは傷付く。自業自得だとしても。

        　カラスには、その場にいない相手へ指示を出すという意味がわからないのだ。感情を言葉のように会話することを、龍種じゃない相手に伝えるのは難しい。千里眼持ちの高位魔導師ならまだしも、未体験の感覚は共有しないかぎり理解できないだろう。

        　目に見えないものを信じることができないのだ。視野が狭いのではなく、警戒心の強さがそうさせる。何かを信じること自体、経験したことがないのなら信じられなくて当然だ。

        　だが、言葉を使えというカラスの要求には、ぐっときた。

        　説明をくれ。彼は声に出さずに訴えている。どうでもいい、興味がない、放っておいてくれ、そう拒絶していた頃とは雲泥の差なのだが、わかっているのだろうか。

        　対話は相互理解の第一歩だ。カラスはやっと、こちらを向いた。一歩を踏み出した。それが嬉しくないはずがない。

        「……なんで笑ってんだよ」

        「いや、なに、お前がようやく俺を見たと思ってな」

        　喉を鳴らす笑い声に、カラスの眉間の皺が深くなった。

        「からかってるわけじゃねぇよ。嬉しいんだ」

        　感情が読めないのだから言葉で伝えたのに、それでもカラスは、理解ができないというような複雑な表情を浮かべていた。

        「お前が俺を否定するのは、未知に対する防御ではなくて、俺が嫌いだからか？」

        　肯定されたら傷付くが、カラスは最初から魅朧を嫌ってはいなかった。この四週間ばかり、一度だって嫌いだという感情をぶつけられていない。

        「あんたを嫌えるほど、あんたのことを知らない」

        　カラスは小さくため息をついた。困ったようで、怒っているようで、自嘲を浮かべているようにもみえる。

        「……あんたは、圧倒的に説明が足りないんだ」

        　俺には行動の意味がわからない。わからないと、信用していいのか迷ってしまう。俺は学はないけど、何も考えられないわけじゃない。

        　流れ込んでくるカラスの感情には前向きな情熱が籠もっていた。まるで新たな命が芽生えるような、探究心と好奇心に満ちている。

        　彼の抱える絶望の裏に潜む生への執着。断たれた道から抜け出そうともがく心が愛おしい。

        　だからこそ、あの微かな負の残滓が気になるのだ。

        「いいだろう。何から聞きたい」

        「さっき、あんたは俺に何をしたんだ」

        　魅朧は片眉を上げた。カラスの問いは、魅朧がすぐにでも取りかかりたいことに関連していた。カラスの気持ちを優先するために己の欲求を抑える決意をしていたが、どうやらその必要はないらしい。

        　魅朧はテーブルに尻をのせて腕を組んだ。挑むように見上げてくる青磁色の瞳を真正面から見つめ返す。

        「俺の眼はよく見えると言っただろう？　遠くも、近くも、心の内側も見通せる。色々と応用が利くんだ。普段は閉じている感情を揺さぶって、心をこじ開けて、記憶を引きずり出すこと、とかな。思考は脳で行う、なんてつまんねぇことは言うなよ。俺が見てるもんは物理的なもんじゃねぇからな」

        　何か反論したそうなカラスを視線で黙らせる。

        「読心術でも精神感応でも、お前が理解できるなら名称はどうだっていい。ただ、俺ができるということは信じろ。そうじゃなきゃ、話を進められない」

        「……わ、わかった」

        「よし。続けるぞ。船橋で、俺はお前の心をこじ開けた。眼を離せなかっただろ？　お前は心理系の耐性があるようでも、『障壁』の張り方を知っているわけでもない。俺にとっちゃあ初心な生娘みたいに無防備だ。俺と出会った頃の感情を引きずり出すなんて造作もない。無理矢理で苦しかろうが、思い出してもらわないと腹が立つ。俺にはそれが重要なんでな」

        「……そんなの、心理的レイプみたいなもんじゃないか」

        　仏頂面で嫌悪感を隠しもせず、カラスは吐き捨てた。なるほど、上手いことを言う。魅朧はたまらず吹き出してしまった。

        「そりゃいいな！　いや、悪い。よくねぇか。俺はこれでも海賊なんでな。犯す殺すに関しちゃあ、聖人とはほど遠いんだよ」

        　略奪相手に伺いをたてるという感覚は薄い。弱者からみて悪辣な行為だという自覚はあるが、だからどうしたと突き放せる。魅朧は強者であり、人間ではない。善悪や正義というものは、同じ種族でなければ成立しないものだ。

        　だが、カラスに責められるなら、優越性に片目をつむることはできる。

        「お前の許可を取らなかったのは謝る」

        　魅朧は素直に謝罪した。カラスは逡巡してから渋々うなずいた。謝意は受け入れるが許す気はないらしい。

        　それでいい。俺は自己を捨てた人形が欲しいわけじゃない。表情より言葉より、感情豊かなその心を好んでいる。

        　出会ったあのときのように楽しませてほしい。カラスの絶望感と相反する救済願望は、どんな酒をやるより魂を揺さぶった。あの強烈な感情に惹かれたのだ。

        　助けてくれ、と叫んでいた。反撃を恐れ、生きていたいと足掻いていた。二度目に会ったときは、苦しみから逃れるための終わりを意識し、けれど、それでも、生きていたいと慟哭していた。

        　どうやらカラスも、断片的に当時の感情を思い出してきたらしい。記憶の片隅にしまい込みたいようだが、一度思い出したものを捨てるのは難しい。遅効性の毒みたいな苦痛が流れ込んでくる。魅朧はそれを、別の感情に変えてやりたかった。

        「お前は助けを求めていた。すがる相手が誰でもいいなら、俺がお前を助けてやるよ」

        　カラスは唖然としていた。よほど驚いているのか、いつだって騒がしい感情が停滞している。けれど、立ち直るのも早かった。

        「……ただの命乞いじゃないか」

        「そうかもな」

        「あんたに助けを求めたやつなんて、それこそ、たくさんいるだろ」

        「数えるのも馬鹿らしいほどいるな」

        「じゃあ、なんで……、なんで俺なんだ」

        　それを言葉にするのは難しい。だが、言葉にしなければカラスは理解できない。

        　魅朧は考えた。どの言葉が一番近いだろう。そして思い至った単語に、年甲斐もなく恥ずかしくなる。

        「魅朧、教えてくれ」

        　ああ畜生、弱いくせに、こういうときだけ強引だ。お前は案外、海賊業にも向いてると思うぜ。

        　魅朧は組んでいた腕を乱暴にほどき、たてがみのような金髪をかきむしった。尻がむずがゆくてかなわない。本当は暴れ出したいくらいだが、海龍の長としての見栄が無様な姿をさらすことを拒んだ。

        　どこか剣呑な視線でカラスを見つめる。青年は生唾を飲み込んだ。

        「……一目惚れ、みたいなもんだ」

        　カラスの思考は、また凪いでしまった。

        　そうだろう。正直、俺だって人間に惚れるとは考えたこともなかった。人間は対等に戦える相手でもなければ、魔を帯びた聖霊の手先のような存在だ。この閉じた世界で数ばかり増やし、その数でもって魔を満たそうとする。無知なくせに、魔の利用ばかり向上させている。本来、龍種にとって邪魔なだけだ。喰えるが味も悪い。絶滅を回避するために多少混じることや利用することを認めているが、個人的には人間に価値などないと思っている。

        　それなのに、何の因果かカラスの感情に触れた瞬間、本能が揺さぶられた。海龍の長であるこの俺が、よりにもよって人間に惹かれるとは、なんて酷い冗談だ。だが、どれだけ理屈をこね回したって無駄だ。あれが伴侶なのだと、視てしまった。

        　今だってカラス以外の人間には興味がない。ただカラスだけが、種族的な優越をねじ曲げて特別だ。龍という生き物は一途で、頑固で、愛情深い。

        　そのカラスは、呆然と魅朧を見つめたまま、ゆっくりと頬を赤く染めた。頬どころか首筋あたりまで赤くなっている。

        「……お前が照れるのか」

        「い、いや、だって、ちがう！　なんで、……なんで、そうなるんだ⁉　俺はお前を殺そうとしたんだぞ⁉」

        　青年の心は乱れに乱れていた。語彙力の足りない罵詈雑言。悪態に混じる戸惑い。あまりにめまぐるしいので、眼が離せない。

        「なん……、なんで……」

        　誘拐されてきてからずっと信じられないことばかりだが、一目惚れが極めつけに理解できない。一目惚れって、好きってことだよな。魅朧は俺を好きなのか。好きって、一目惚れって、それって――。

        　カラスはぐるぐる同じ思考を巡らせ、灰色の髪を振り乱して首を振った。魅朧を直視できずに膝を抱えて顔を伏せる。

        「やめろ。こっちまで恥ずかしい」

        　生の感情に、魅朧まで赤面が移りそうだ。好きだ愛してると言葉にすることに羞恥は感じないが、愛する相手にこちらの好意をフィードバックされるのは、たまったものではない。魅朧は生まれて初めて盛大な照れを味わった。

        「……あ、あんたが、俺の心に、勝手に何かしたんじゃないのか？」

        　カラスは膝のあいだに顔を突っ込んだまま、消えそうなほど頼りない声をもらした。

        　声のわりに心は正直だ。顔を見なくたって感情が読めるのは、こういうとき最大の威力を発揮する。カラスは混乱や否定で感情を塗りつぶそうとしているが、魅朧の告白自体を嫌がっていない。

        　むしろ、今まで心の大半を占めていた不安が消え、安堵していた。ただ、告白されたことに喜んでいるわけではない。魅朧の行動理由がわかったことで不信感が薄れただけだ。だが、カラスが落ち着くのなら、どんな理由でもかまわない。

        「感情が読めても書き換えることはできねえよ。あくまで視るだけだ。ドラゴン同士じゃなければ伝えるのは難しいし、ましてや別の感情を植え付けることはできない」

        　頭を振って赤面を払拭し、できるだけ冷静な声を意識した。ここから先の内容は穏やかさに欠けるものになる。

        「だが、お前の指摘も見当違いってわけじゃない。話を戻すが、お前の心をこじ開けたときに妙な感情を視た。あれはお前の本音じゃねぇ。作られた感情だ」

        　カラスが顔を上げた。青磁色の瞳が魅朧を探っている。

        「俺が何かしたわけじゃねえよ。むしろ、俺が読まなきゃ、お前も気づかなかっただろうさ。お前はミネディアに住んでいながら信仰心はない。洗脳を受けてるようでもない。じゃあ、どうしてそんな枷をはめられている」

        「……知ら、ない」

        「まあ、そうだろうな」

        　大仰な反応はみせないが、カラスはどことなく青ざめていた。自分が何をされたのか自覚はないが、事の重大さはわかっている。

        　心理的抑制を望んで受ける者はそうそういない。彼はどちらかといえば受動的なタイプだが、連れてこられた当初の反応をみるかぎり、抑圧や強要を嫌っている。

        　では、誰がカラスにそんな施術をしたのか。何のためにその施術が必要なのか。

        　魅朧は己の守るべきものを傷つけられ、激しい怒りを抱いていた。

        「……あんたは、俺の何を視たんだ」

        「片鱗しか感じ取れなかったから、正確なところはわからんぞ」

        「それでもいい。教えてくれ」

        　抱えていた膝を下ろして、カラスは真剣に訴えた。魅朧の言葉を疑わず受け入れている。ならば誠意を持って応えよう。

        「お前は『帰るから』と叫んだ。俺が思い出させたのは、俺を切りつけた時と俺に追われた時の感情だ。帰る、ってのは妙だろう？　百歩譲ってお前がねぐらに帰るから見逃してくれってんなら、まあ、わからんでもないが、あの時のお前はそんな感情をぶつけてこなかった。他でもない、俺だからこそ覚えている」

        　魅朧はカラスの反応を確かめるため、一度口をつぐんだ。彼は食い入るように聞いていた。

        「殺されるとわかっていて帰る。あれはそういう類の恐怖心だ。だが、お前は死にたくないと必死に抗っていた。矛盾する感情を抱えることは珍しくないが、その状態で他の感情が入り込む隙すらない、ってのはおかしい。心をこじ開けられることに対する防御反応ならまだしも、そうじゃない」

        　表情や口頭ならいくらでも嘘をつけるが、感情や心の声を騙すことはできない。やれなくもないが、高度な訓練が必要だし、作為があるなら魅朧は絶対に見抜く。だからこそ、あの感情の声だけがおかしい。

        　カラスは表情を曇らせた。納得がいったわけでも理解ができたわけでもなさそうだが、無意識に胃のあたりをさすっている。

        「……心当たりがあるのか？」

        「いいや、わからない。わからないけど、知っているような気もする。今朝の夢みたいな、モヤモヤして、気持ちが悪い感じの……、覚えてないんだけど……」

        　その些細な反応は、魅朧が今朝方感じたものと同じだった。バスルームから出てきたカラスに違和感があったが、問題はなさそうだったので見逃してしまった。

        　さすがの魅朧でも無意識領域は正確に視られない。寝起きは特に曖昧で、心の中に忘れてしまった夢の残り香が漂っている。それでも、気づかなかったことに腹が立った。

        「お前の心に俺以外の痕跡があるのは許せねぇんだが、お前はどうしたい？　もう一度心をこじ開けていいなら、何があるのか探り出せる。そのために、あいつらを仕事に戻したんだ」

        　打診という形を取っていても、問答無用で実行するつもりだった。事前告知は魅朧の優しさと、強引に進めてカラスに嫌われたくないという保身からだ。

        「あれは魂に鎖をかけるようなものだ。お前が望むならまだしも、俺はその鎖を断ち切りたい。カラス、お前を守ってやるから、俺を信じろ」

        　逡巡するカラスの背中を押すために言葉を尽くした。感情が読めるなら理解も早いが、カラスは人間だ。もどかしいけれど、対話を疎かにしようとは思わない。これで誤解が解けるなら易いものだ。

        「……わかった」

        　カラスは肩の力を抜いて力なく笑った。初めて彼の笑顔をみた気がする。弱々しく苦しそうで、喜びからの笑みではないことが惜しい。

        　だがきっと、そう遠くない未来にカラスの笑顔を見られるだろう。信頼関係と呼ぶにはまだ浅いが、彼は魅朧を信じはじめている。

        「いいだろう」

        　魅朧は瞳を細め、カラスの隣に座った。触れている方がより深く読み取れるので、両手でカラスの頬を包む。動揺と羞恥がいっぱいに広がって、それがなんだか嬉しくなる。意識してくれるのは結構だ。

        「力を抜け。目をそらすな。俺を信じろ」

        　端的に命令を下すと、カラスは反抗せず大人しく従った。恥ずかしさを残した目尻がほんのりと赤い。嗜虐心を煽るような視線は危険だ。不埒な感情を飲み込んで、魅朧は縦長の瞳孔を太くした。

        　カラスの瞳は、曇り空を写す暖かい海のような色をしている。不透明な色合いは曖昧で珍しい。

        「カラス、お前は俺に何を求める？　俺に追われて何を考えた？」

        　きっかけを与えてやれば、カラスは素直に記憶を呼び起こした。勝てない相手と対峙した恐怖。生への渇望。助けを得られないとわかっていながら求める絶望。

        「大丈夫だ。俺が助けてやる。お前に害なすものは、俺が食い殺してやる」

        「魅、朧……っ」

        　カラスは喘ぐような声で呼んだ。向けられる絶望は魅朧を喜ばせるが、彼を追い詰めたいとは思わない。苦痛はそう何度も感じたくないだろう。

        「……いい子だ、カラス。もう怯えなくていい。俺はお前を傷つけない」

        　吐息を震わせるような低音で囁いてやれば、カラスは身体の強ばりを解いた。心がほどけ、隙が生まれる。魅朧はその隙を見逃さなかった。

        「お前は俺のものだ。陸に帰す気はない」

        　心理走査は龍の『眼』の応用だ。心を読むことはできないが、視ることはできる。言葉をかけるのはカラスの心を誘導するためだ。妙な気配が顔を出すまで感情をかき乱していく。

        「俺にはお前が必要だ。お前を大事にする。警戒心を解け。船の生活を受け入れろ。お前の暮らす場所は俺の隣だ」

        　口説き文句というには陳腐だが、誠意は込めている。探るためでも嘘はついていない。

        　カラスは魅朧を見つめたまま、万華鏡を覗くような激しさで感情を変化させていた。さらってきた当初から帰郷願望はなかったが、海賊船で暮らすことに納得しているわけでもなかった。本人の意思を無視して拉致したのだから当然だろう。けれどこの瞬間、カラスは魅朧の言葉を受け入れていた。

        　この暮らしは悪くはない。飢えて怯えて殴られない。殺しの技術は、命を奪わなくても誰かを喜ばせることができた。だから、ここから逃げて司聖の元に帰らなくてもいいだろう。帰りたくなんてないんだ。この船にいたい。

        「ッ？」

        　――違う。

        　カラスが息を詰める。魅朧は突然切り替わった感情を読みとって、狩人のように瞳を細めた。

        　青年の心には淡い希望が浮かんでいた。期待と好奇心と甘えるようなつたなさがあった。それを、暴力的な恐怖が覆っていく。

        「……いやだ」

        「カラス？」

        「やめてくれ。ちがうんだ」

        　それは嘆願だった。視線が定まっていない。瞼を開いたまま夢を見ているような瞳をしている。魅朧に向けた絶望とは種類が違う。本能的な恐怖心が身体を震わせ、カラスのこめかみから汗が伝い落ちた。

        「いやだ。頼む。これ以上死にたくない。帰るから、ちゃんと、戻るから、殺さないでくれ。いやだ。いやだ」

        　彼は形のないものに追われていた。もがこうが抵抗しようが逃げられない。必ず捕まって、殺されてしまう。腕をちぎられる。足を串刺しにされる。腹を割かれ、首を落とされる。繰り返し、繰り返し、カラスは殺されていた。

        　追体験をするような鮮明な感情を視た魅朧は、凄惨さには慣れていても眉をひそめた。あまりに陰険で、短絡的で、胸くそが悪い。

        　これは呪いだ。魔術か魔導か、それなりに高位の術がかけられている。それはカラスの心が離れようとすれば発動する、魂を縛り枷をはめるものだ。呪いの爪は深くまで食い込んで離そうとしない。無理に剥がせばカラスの精神を損なってしまう。

        　忌々しい。魅朧は舌打ちした。

        　魔を忌避する龍は、外部からの干渉には強くできているし、そもそも魔素を受容する細胞を持っていない。だから、魔を感じ取ることはできても、他者を縛る魔を取り除くことはできなかった。

        　カラスにかけられているものは魔術による呪いで、それはすでに発動していた。昨日今日のことではない。無意識下で働き、おそらく、何年も前からカラスを縛っていたのだろう。

        　これは、首輪だ。術をかけられる前なら跳ね飛ばしてやれるが、すでに発動しているものは、魅朧が高位龍でも手を出せない。

        　忌々しい、腹が立つ。こんなクソみたいな呪いをかけた術士は、楽に死なせてなるものか。ずたずたに切り裂いて殺してやる。

        　これだけの殺意を抱いたのは久しぶりだ。カラスに手を出すことは魅朧に喧嘩を売ったも同然だった。

        「……もういい。考えるな。お前は誰も裏切っちゃいねぇよ」

        　すぐに解決できないもどかしさに歯ぎしりしながら、魅朧はカラスの瞳を手で覆った。無理矢理にでも瞼を閉じさせてから、恐怖に震える身体をかき抱く。

        「深呼吸をしろ。心を閉じて、感情を殺せ」

        　心を開いて感情を隠すなと求めていたが、今のカラスにとってそれは逆効果になる。慰めの言葉をかけてやりたいが、呪いが悪化する可能生がある限りできない。

        「いやだ。痛い。もう……、やめてくれ」

        　恐怖の支配はカラスを捕らえて放さない。魅朧は牙を剥いた。解呪することはできないが、効果を薄める方法がひとつある。カラスの許可を取っている暇などない。

        　犬歯で舌先を傷つけた。口内に血液があふれる。この程度の傷ならすぐに癒えてしまうが、役割は果たせるだろう。

        　龍の長を傷つけられるものはそういない。何十年ぶりかで切りつけられて血を流したのも、己の意思で血を流すのも、原因はすべてカラスだ。感慨深さを味わう間もなく、苦しむ青年の顎をつかんでその唇を奪った。

        「――ん、ぅ」

        　噛みつくようなキスは応急処置だ。舌をねじ込んで口腔を荒らし、血液と唾液を流し込む。龍血は魔を拒絶する。耐性のない人間には強烈だろうが、初めてでもないから呪いに苛まれるよりはマシだろう。

        　カラスは無防備に受け入れ、喉を鳴らした。

        「ん、ンぐ、う……っ」

        　苦痛のうめきは長く続かない。泡が弾けるように恐怖が消えていく。忌々しい呪いは無意識下へ隠れた。まるで、いつ牙を剥くかわからない時限爆弾だ。

        　感情ひとつで爆発する呪いを放置することはできない。魅朧は今後の計画を高速で組み立てた。もちろん、やることはひとつだ。カラスを呪った相手を、残虐に殺してやる。

        「……は、ふ」

        　甘い吐息は下半身に響く。殺意を腹に抱えた魅朧は、用が済んでもすぐにキスを止めなかった。そのかわり蹂躙する激しさを引っ込め、愛撫のように舌を這わせる。脳裏で燃える憎しみを、くちづけることで冷やしていた。応えることを知らないカラスの初心さのおかげで、思いやりと愛しさを取り戻す。

        　それに、唾液の交換だって馬鹿にできない。龍の体液はなんだって魔の影響を遠ざける効果がある。流血のように発芽した芽を刈り取ることはできないが、表層を枯らすことはできるだろう。何もしないよりマシだ。

        　やがてカラスの震えは止まり、弱々しい抵抗の手で胸を押された。魅朧は素直に身をひいた。濡れた唇を指で拭ってやれば、カラスは肩を上下するほど大きな深呼吸を繰り返した。顔は青ざめている。

        「……吐きそう」

        「そりゃあ傷つくな」

        「いや、あんたのせいじゃなくて、頭の中がぐちゃぐちゃで、胃のあたりがおかしい。なんなんだ、これ」

        「へぇ？　じゃあ、キスはかまわないのか」

        　俺はカラスが勘違いしているとわかっていて茶化した。実際、彼はくちづけ自体を拒否していない。抵抗は単純に息苦しかったせいだ。

        　キスをされたかどうかより、心をかき乱した苦痛を処理するだけで精一杯だった。キスをされたことも、その意味も理由も意識の外だ。それが少しばかり悔しい。せめて意識くらいしてほしい。

        「……キス？」

        　カラスは眉間に皺を寄せたまま顔を上げた。言葉の意味はわかるが内容の理解が追いつかないのか、順繰りに記憶を辿っている。変化を見ているのは楽しい。そうして、嘔吐感の原因が魅朧でないといった意味を把握した瞬間、面白いくらい真っ赤になった。

        　胸中の罵詈雑言はうるさすぎて耳を塞ぎたいほどだが、そのくせ声にはならないのか、カラスは魅朧をにらむだけだ。何度か唇を開いては閉じているあたり、相当に悔しいようだ。けれど、殴りかかってこないだけ理性はある。

        「落ち着け。キスなんて今さらだろう。騒ぐのは後回しにしろ」

        「……あんたのせいだろ」

        　睨みつけるカラスの仏頂面が可愛らしくて、魅朧はたまらず喉の奥で笑った。反抗するだけの気力があるなら充分だ。隣に座ったまま逃げないことも喜ばしい。

        「まどろっこしいのは嫌いだから結論から言うぞ。お前のそれは呪いだ。お前の暮らしか、仕事か……、以前の衣生活か、そういうものを捨てようとすれば、恐ろしいことになる。胸くそ悪い方法で殺される。お前が改心するまで何度だって繰り返して、外へ向いた意識を矯正する。そういう呪いがかけられている」

        　言葉にするだけでも腹が立つ。舌打ちしたいが、憤怒は喉の奥に押し込んだ。

        「お前にかけられた呪いはすでに発動していた。それも、昨日今日の新しいものじゃない。年単位で年季の入った術だ。よく悪夢を見るだろう？」

        　カラスはうなずいた。

        　俺が寝床に引きずり込むのは離したくないという意味もあるが、カラスがよくうなされるからだ。慣れない環境に緊張して悪夢を見せているのかと思っていたが、そうじゃない。気づかなかったことも腹立たしい。

        「……あんたなら何とかできるのか」

        「俺が手を出せばお前を廃人にしかねないし、それは望まない。パンのカビを削ったところでパンそのものが浄化されるわけじゃないだろ？　削った分が損なわれる。俺ができるのはその類のことだ」

        　カビは一度根を張ってしまえば、人間の眼に見えないだけで全体を覆っている。呪いも似たようなものだ。根本的な解決にはならない。

        「呪術専門の魔導師でもみつければ解呪できるかもしれんが、……もっと簡単な方法がある」

        　カラスは魅朧の言葉を真剣に聞いていた。呪いというものは珍しい。特に、光の聖霊と創主を信仰するミネディエンスにおいては異端も異端だろう。

        　そしてそれを、カラスも気づいている。呪術をかけられた記憶はないが、かけた相手に心当たりがあるのだ。

        「お前を呪ったやつを殺せば、その術は消える」

        　俺はそれ以外を選ぶつもりはなかった。遠回しに解呪法を探すなんて、時間のかかる面倒なことはしたくない。術者を殺すのが最速の解決方法で、報復心も満たされる。一石二鳥だ。

        「術者の見当はついてるんだろ」

        　カラスは即答せず視線を泳がせた。魅朧は視線を外さず、悩む姿を見つめていた。

        「お前はもうこの船の暮らしを受け入れてる。些細なきっかけひとつで、いつ呪が発動してもおかしくない。……それに、無意識下にあったものを引きずり出したからな。起きているときでも関係なく意識を乗っ取られるかもしれない。そうなれば、お前の精神がどこまで耐えられるかわからん。今なんともないのは、俺の血を飲んだからだ」

        「あんたの、血……？」

        　思ってもいない単語を聞いたカラスが魅朧を凝視する。舌先を出して消えかけた傷を見せてやれば、理解の早い青年は目尻を染めるだけで納得した。

        「術者を殺すまで定期的に血をやるのは、可能なかぎり避けたい。どれだけ薄めたところで龍血は人間には強すぎるからな。続ければお前の魔力を根こそぎ奪うようなことになりかねん」

        　それは魅朧の意に沿わない。魔と相反する生き物ではあるが、好いた相手が保持する魔力を消し飛ばそうとは思わない。

        「唾液だと効果時間が短い。お前という人間を可能な限り損なわずに呪いを打ち消していられる方法は、あとひとつくらいしか思い浮かばねぇ」

        　縋るような青磁色の瞳に、淡い罪悪感を覚えた。カラスが望んだ答えではないと知っている。

        「お前を抱かせろ」

        「それ、は……」

        「そう疑うな。たしかに俺にとって役得でしかないが、俺の仕込みじゃねぇよ。不可抗力でセックスするより、今まで、お前が俺に抱いてくれって縋るよう懐柔してきたんだからな。こっちだって楽しみを奪われたようなもんだ」

        　カラスは半眼で魅朧をにらんでいたが、その言葉を疑っているわけではなかった。納得できないし、そこまでしてこの呪いを解除する必要があるか。天秤にかけて悩んでいる。

        　だが、ゆっくりしていられるのもここまでだ。

        「そろそろ時間切れだ」

        　小さく舌打ちした魅朧は、苦悩するカラスの頭をなでて立ち上がった。寝室の通信管の蓋を開ける。

        『魅朧、敵襲です』

        「フリゲート二艘だろ」

        『気づいていて泳がせていたのなら、ご自分でどうぞ』

        「ああ。そのつもりだ。舵取りは任せた」

        　鷲の声には、いまだいらだちが滲んでいる。これは機嫌とりが大変だ。

        　どこかの海賊船が漆黒の鱗スケイリー・ジェット号を追っていたことは、今朝方船に戻ったときに察知していた。追いつけなければそれでいいし、攻撃されたら沈める楽しみが増えるので放置していた。どうやら賊はこの船に追いついたようだ。

        　カラスの重要案件が浮上するとわかっていたら、察知した段階で沈めておいたのだが、今さらだろう。だが、ムシャクシャしているから、憂さ晴らしにはちょうどいい。

        「ついでに、海龍がどういうもんか見せてやるよ」

        「魅朧⁉」

        　居間のカウチまで戻って、成りゆきを伺っていたカラスを抱き上げた。心を乱された疲労で立つのも面倒だと思っていたが、暴れ具合からしてそうでもないらしい。ずいぶん体力がついたものだ。

        「戻ったら答えを聞かせてくれ」

        　魅朧は戦闘前の高揚感に胸を躍らせ、残虐に口角をつり上げた。


    

    
        　　9　レヴィアタン・ザ・ジェット

        　

        　

        　

        　甲板に上がると、何人もの船員達が集まっていた。抱き上げられたままなのは恥ずかしくて、カラスは魅朧メイロンの背中を叩く。すぐに下ろしてくれたが、ちゃんと立てるかどうか確認されてしまった。

        　あんたは俺の保護者か。照れ隠しに怒鳴りたかったけれど、周囲の視線が気になるし、何より魅朧の視線が優しすぎて声にする前に飲み込んだ。あの眼はずるい。俺の言葉を奪ってしまう。

        「なあなあキャプテン、沈めちまうなら、金目のもんは奪っていいか？」

        「海に落ちたやつなら食ってもいいだろ？　ちょうど小腹が減ってんだよな」

        「なによ。拷問なしなの。遊べないなら私は部屋戻って寝るわ」

        　騒がしい船員達をあしらって、魅朧は船橋下の踊り場から遠くを見つめた。その方角へ視線を向けると、黒い点のようなものがふたつ、水平線に浮いていた。

        「カーマ船籍でもなさそうだ。俺が沈めたあとはお前らの好きにしていい。奪うものは根こそぎ奪え。ネズミ一匹生かしておくなよ」

        「アイアイ、キャプテン！」

        　略奪を喜ぶ歓声が響く。魅朧へ視線を戻すと、彼の服装がまるっきり変わっていた。シャツとズボンだけの軽装だったのに。

        「……え？」

        　いつのまに着替えたんだ？

        　攻撃的な革のロングコート姿に圧倒される。襟飾りのプラチナと黒瑪瑙は美しく、革は鱗のように折り重なった不思議な生地だ。腰から垂れ下がったベルトは四本。裾にも飾りがついていているが、触れると怪我をしそうに凶悪だ。武器は帯びていないのに、まるで全身が凶器のようだった。

        　騎士の鎧とは違う。海賊的に野蛮だが、肌に張り付くような漆黒の革は異質だ。魅朧や船員たちはいつだって黒衣で、誰もが革と金属と黒瑪瑙を好んでいた。その意匠を前面に押し出した装束は、まるで戦闘服だ。

        　重そうなブーツが床板を響かせる。黒衣から覗く肌は健康的に焼けた白で、まるで生きているような龍の彫り物が呼吸に合わせて上下していた。

        　そこにいるのは、たしかに漆黒の海賊を統べる王だ。飄々とジョークを飛ばす優男ではない。悔しいが見惚れてしまった。

        「たった二艘相手に本気を出すわけじゃねえけどな」

        　黄金色の瞳を細めた魅朧は、得意気にカラスの頬をなでた。キザったらしい仕草が恥ずかしい。恥ずかしいのに振り払うこともできず、赤面を隠すためにうつむくしかない。

        「……お前が喜ぶなら、こういうのもいいな」

        「なんだよキャプテン。気合い入ってると思えばカラスにイイとこ見せたいだけか」

        「当たり前だろうが。雄がここでアピールしなくてどうすんだよ。いいか、お前ら。カラスはいまだに『ドラゴンはおとぎ話の生き物だ』なんて思ってんだぞ」

        　鼻で笑う魅朧の挑発のせいで、周りの船員達がいっせいに俺を見つめた。針のむしろだ。絶体絶命だ。悪いことをしたわけでもないのに、怖くて顔が上げられない。

        　だって仕方ないじゃないか。ドラゴンなんて見たことがないんだ。絵本やおとぎ話に痕跡が残っているから遙か昔には生きていたのかもしれないが、魔獣も滅多に出現しない現代で、ドラゴンの姿を見たという話は聞いたことがない。

        　絵本の中のドラゴンは、邪悪で凶暴で、岩蜥蜴を山みたいに大きくした醜い生き物だった。作家が作った空想の産物だ。魅朧や船の船員達は四本足で歩くわけでもないから、ドラゴンみたいに強いっていう喩え以外で、他にどう思えっていうんだ。

        「なるほどね」

        「……こりゃあ、ちょっと張り切らんとな」

        「キャプテンのお遊びに一役買ってやるか」

        　ざわめく引き潮のような笑いがあたりに響いた。怒っているわけではなさそうだが、それはそれで落ち着かない。

        　カラスが恐る恐る顔を上げると、お祭り騒ぎの様相を呈していた船員達の顔に、残虐な笑みが浮かんでいた。彼らの黒衣も黒革に変化している。

        　彼らはいったい、何者なんだ。

        　魅朧はシャツ一枚でも怒るくらいにこだわりがある。大抵は柔らかい黒革のコートを肩に羽織っているが、その日によって微妙にデザインが変わっていた。けれど、衣装箪笥には予備のコートは掛かっていない。

        　黒衣は鱗だなんて言うけれど、それだって何かの比喩だと自分を納得させていたのだ。瞬きのあいだに着替えたのかもしれないと、目の前の事実から目を背け続けた。

        　けれど今は、魅朧を信じはじめている。彼だけが特別おかしいのではない。この船の中で、カラスだけが異端なのだ。

        「ちゃんと見てろよ？　カラス」

        　上機嫌の魅朧がうっすらと笑みを浮かべ、緊張に強張るカラスのこめかみにくちづけた。そうして、不自然に柵のない甲板の縁から、易々と海へ身を投げた。

        「魅朧……ッ⁉」

        　それはあまりにゆっくりとした動きだったので、引き止めることも間に合わない。焦って海をのぞき込もうとするカラスを、船員達が押し戻す。そして彼らも、笑いながら海へと消えていった。カラスはただ、呆然と見送ることしかできなかった。

        「やぁね、はしゃいじゃって」

        「ノクラフ？」

        「ほら、あんたも、もうちょっとこっち寄りな。泳げないんだろ？　まあ、落ちても魅朧が引き返してくるだけだろうけど」

        　波打つ金髪を揺らしながら、ノクラフがカラスの腕を引いた。大きな胸の谷間を主張する黒シャツは胸の下で裾を結んでいる。ぴったりと張り付いた革のズボン。カチューシャ状に巻いた布には綺麗に磨かれた黒瑪瑙が縫い付けられている。首輪や腕輪、腰のベルトも宝石がついていた。

        　彼女は戦闘服みたいな黒衣ではなく、いつも通りの軽装だった。

        「アタシも戦うときは鱗を変えるよ。今回は行く気ないってだけ。魅朧があんたに見せびらかしたいっていうんだもん、恋する雄の応援くらいはしてあげるわよ」

        　したり顔で笑う彼女は、欄干に肘をついた。カラスは返す言葉も見つからず、大人しく彼女の横に並んだ。

        　泳ぎは覚えていないが、海を怖いとは思わない。けれど、港や浅瀬とは違って、きっとこの海はとてつもなく深いに違いないのだ。群青色で底も見えない。そんな中に飛び込んで、果たして無事でいられるのだろうか。

        「大丈夫だから見てな」

        　ノクラフに小突かれ、カラスは水平線へ視線を向けた。いつのまにか敵船の輪郭がわかるほど近づいている。白い帆に描かれた模様は骸骨だろうか。

        　かすかな煙が上がったと思えば、ドンッ、と腹に響くような音が聞こえた。大砲だと気づいたときには身構えたが、あの距離ではここまで届くか微妙なところだ。

        　慣れたノクラフが何も動かないのだから、きっと危険はないのだろう。むしろ海に飛び込んだ彼らのことが気がかりだった。

        　その時だ。

        「え……？」

        　突如海面から水柱が上がった。しぶきが敵の海賊船に降り注いでいる。そして、視界が晴れて見たものは、宙に浮いた黒い塊だった。

        「嘘だろ……」

        　二対四枚の翼をはためかせた黒い生き物が、二艘の海賊船のあいだで鞭のように尾を振った。細枝みたいにあっけなくマストが折れる。慌てふためく海賊達の声がここまで聞こえてきそうだった。

        　それは悠々と翼をたたみ、飛び込み音もたてず海に潜る。どこへ消えたのかと探せば、長い首だけ海面から出して炎を吐き、舳先に火をつけた。

        「何あれ、子供みたい」

        　ノクラフが呆れた声で鼻を鳴らしているが、カラスは信じられない光景に目が離せなかった。

        　黒い生き物は海賊船と同じくらいの大きさだ。あれほど大きな生き物は見たことがない。大砲の弾をはじき返し、長い首の先にある角が船体を貫く。

        「ドラゴン……？」

        　おとぎ話の挿絵にあった姿とは違うけれど、それはドラゴンと呼ぶにふさわしい生き物だった。

        「あれが魅朧よ。我らが漆黒の海龍レヴィアタン・ザ・ジェット。この世界で一番強い、海原を統べる王。あたしらの長」

        「……海龍って、ドラゴンって、本当だったのか」

        「なにさ、本当に信じてなかったの？」

        「ノクラフも、ドラゴンなのか？」

        「当たり前じゃない。この船に乗ってるのはほとんどが純血の海龍よ。人型になっておくと何かと便利だし楽しみも増えるから人間に擬態してるけど、本来の姿はあっち。ああ、雌には角がないけどね」

        　自慢げに語る彼女の言葉にカラスはやっと実感した。魅朧は本当に、何ひとつ嘘やごまかしをしていなかったのだ。

        「怖いかい？」

        　カラスは答えなかった。それはきっと魅朧に聞かせてやるべき言葉だろう。ノクラフは笑った。

        「……魔術士が乗ってるのか」

        　雲はあるが空は晴れている。そんな中で雷が落とされるなど、魔術でなければあり得ない。大きな船には風使いの魔術士が乗っていると聞いたことはあるが、戦闘もこなせるようだ。だが、空を切り裂く雷は、黒い鱗に当たった途端に弾けて消えてしまう。魔術は魅朧を傷つけることはない。カラスは真実、魔が効かないという意味を知った。

        「……あんなの、人間が勝てるわけない」

        　あの海賊たちも、ドラゴンに襲われるとは思わなかっただろう。一方的な力の差を前に、為す術もないに違いない。剣を振り回し、攻撃魔術を繰り出し、ドラゴンを排除しようと必死に戦っている。

        　けれど、抵抗もむなしく海賊達は海へと投げ捨てられ、魅朧とは別のドラゴンが咥えて底へと引きずり込む。マストは砕け、帆がズタズタに引き裂かれ、ドラゴンの鋭い爪が船の横腹に穴を開けた。一方的な殺戮に、二艘の海賊船が沈むまであっというまだった。

        　おもちゃ遊びをするように船と戯れていたドラゴンが、ふいにこちらを見つめた気がした。渦巻く風も雷も消え、残ったものは残骸ばかり。つまらなさそうに尾を振って、しぶきひとつ上げず海に潜る。

        「魅朧、戻ってくるみたい」

        　ノクラフが教えてくれた。帰ってくるのか、魅朧が。心臓がどきどきする。緊張で喉が渇く。

        　あんなに強い生き物に狙われて、自分はよく無事で生きていられたものだ。ドラゴンにとっては人間など塵芥も同じだろうに。

        　どうして魅朧は俺を助けたんだ。一目惚れなんて、そんなものが本当にあるか。

        「あるよ！」

        　きっぱりと言い放ったノクラフに背を叩かれた。感情を読まれるとわかっていたはずなのに、自分の迂闊さが悔しくなる。誰かに知られたくなんてなかった。

        「んー、ごめん？　私もたまにしか魅朧みたいに読めないから、そんなに気にしないでよ。言いふらしたりしないし。ただ、ドラゴンの一目惚れだけは本当だって言わせて」

        　冗談めかした口調だが、ノクラフの瞳は真剣だった。

        「アタシたちは人間と違って、一度伴侶を決めたら一生添い遂げる。それまでどんな生活をしてたって、相手を見つけちゃったら浮気もしない。できないの。龍の勘っていうのか、本能っていうか、見た瞬間にわかっちゃうんだ。アタシがエルギーと出会ったときもそうだった。だから、諦めて魅朧に愛されるといいよ。あんたが拒絶したら、魅朧を殺すことになる」

        「大げさだな……」

        「本当のことさ。雄は特にそう。一途で可愛いでしょ」

        　あの男のどこに可愛さがあるのかはなはだ疑問だが、ノクラフのウィンクには真実味が籠もっていた。信じられないが疑う気もない。

        　だってもう、彼らの言動を疑えない。本当にドラゴンがいるのだから。カラスの考え方も変化しはじめている。

        「じゃあね。アタシはエルギーのとこに行くわ」

        　カラスにはノクラフの声が聞こえていなかった。それよりも目が離せないものがあったのだ。

        　漆黒の鱗スケイリー・ジェット号の真下を黒い影が横切る。悲鳴のような波音が響いてすぐ静かになった。船のすぐ横に出現した黒い塊は、本当に、本当に大きい。皮膜を張った四枚の翼がはためいて、その龍はゆっくりと甲板に降り立った。

        　ああ、そうか。甲板に不自然に広い空間がとられ、柵を取り払った部分があるのは、ドラゴンが離発着するためか。

        　低いうなりを轟かせ、海龍が長い首を振る。頭部から背中にかかる金の毛はたてがみのようで、海水に濡れて光り輝いていた。黄金を溶かしたような瞳がカラスを見つめている。黒い瞳孔が嬉しそうに細められ、角で船を傷つけないよう穏やかに首を下ろした。

        「いい子にしてたか？」

        　それはたしかに魅朧の声だった。普段より幾分低く聞こえるが、聞き間違いようがない。

        　ぐるぐると喉を鳴らす音は特大の猫みたいだ。頭部だけでもカラスの身体半分の大きさがある。黒瑪瑙をそのまま削り出したような角にカラスの顔が反射していた。

        　海のドラゴンは、どこもかしこも美しかった。

        「……俺が怖いか？」

        　あれだけの強さを見せつけておきながら、聞きたいことはそんなことなのか。ノクラフといい魅朧といい、ドラゴンという生き物は案外臆病なのかもしれない。

        「怖くは、ないな」

        　畏怖なら感じるが恐怖ではない。海龍を目の前にして恐れを抱かない者はいないだろう。けれど、命の危険という意味では、怖いなんて思わなかった。

        　だって彼は魅朧だ。姿がどうあれ俺を傷つけない。四週間過ごして、知っている。

        　カラスはそっと手を伸ばして、その鼻先に触れた。ひやりと冷たくて、海の匂いがする。鱗の一枚一枚が宝石のように輝いていた。濡れた金髪をすいて切れ長の瞳にかからないようどけてやる。嬉しそうに喉を鳴らした魅朧は、カラスの胴に顔をこすりつけた。

        「なんだ。お前は人型よりこっちの方が好きか」

        「いや、好きというか……、こら、濡れるって」

        　ぐいぐい頭を押しつけてくるので金髪がシャツにはりつくし、くすぐったくてたまらない。思わず声を上げて笑うと、黒い巨体が淡く光った。瞬きの間に龍は消え、長身の男に姿を変える。

        　厳ついデザインのロングコート。垂れ下がった四本のベルトを不思議に思っていたが、これは翼のかわりかもしれない。所々にあしらわれた宝石や飾りの配置は見た目を重視したものではなく、どこかしら龍の面影があった。

        　威圧的で華美な黒装束は、見目を引き立たせるものではない。なるほど今の魅朧は人型の龍だ。出撃の前と後で、印象がまったく変わっていた。

        　海水で湿った金髪をかき上げ、魅朧は片方の口角だけを上げる独特な笑みを見せた。斜に構えた雰囲気と自信に満ちあふれた態度は、彼の強さの表れだ。

        「俺を信じる気になったか」

        「あれを見たら、な」

        　信じるしかない。比喩や誇大表現だと思っていたものすら真実だった。彼らは人間ではない。ドラゴンだ。信じずにいたカラスはさぞ滑稽だっただろう。

        「馬鹿言うな。お前が受け入れやすいように時間をかけたのは俺だぞ」

        「……全部あんたのせいか」

        「そうだ。俺のせいだ」

        　得意気に告げる魅朧は、カラスの自虐すらさらっていってしまう。彼はあまりにも強い。肉体も力も、心も強い。さっき見たのだって、きっと強さの片鱗に過ぎない。

        　そんなドラゴンが、助けてくれるという。一目惚れだなんて、そこだけはまだ信じられないけれど、それは魅朧のことを信じられないのではなくて、己に自信がないからだ。

        　瞳を細めた魅朧は、あまりに優しい仕草でカラスを抱き寄せた。恐る恐る、壊れ物を扱うように。その臆病さは強さとちぐはぐで、ノクラフの言葉を思い出して納得してしまった。

        「ノクラフと何を話してた」

        「……あんたが可愛いってさ」

        「おいやめろ。鷲チィオに殺されたくねぇ」

        　抱きつく腕の力が強くなる。船長のくせに、一番強いドラゴンのくせに、部下を怖がるのがおかしくて、カラスは笑った。笑うということが自然にできるようになっていた。

        　感じ方と見え方が変われば、ここまで気持ちが軽くなるのか。己の変化が不思議だが、嫌ではない。

        「お前のその顔が見たかったんだ」

        「魅朧？」

        「なあ、どうだ。今なら俺を受け入れられるか」

        　魅朧を受け入れる。直接的な言葉じゃなくても、彼が何を求めているのかわかった。というか、思い出した。ドラゴンの姿が驚異的すぎて、呆気にとられたまま忘れていたのだ。急に現実へ引き戻されてしまった。

        「……飯を食いながら、考えていいか」

        　吐き気はすっかり消えている。興奮も落ち着けば思い出すのは空腹だ。内ポケットに林檎をいれたままでいることが不思議だった。

        　今朝目が覚めたときの自分と今の自分では、まるで別人だ。嫌な感覚じゃないが、馴染むにはもう少し時間がほしい。

        「そうだな。後回しにはできんが、今日でなくてもいい。お前に必要なものは飯と睡眠だ」

        　それには同感だった。意識していなかったが相当疲れていたらしい。気を抜いた途端に、ひどい倦怠感が忍び寄ってきた。

        　強制的に心をこじ開けられ、不愉快極まりない呪いを体感したせいだろう。日に何度も殺される精神的疲労で、そろそろ限界らしい。

        　船長室に戻ったカラスは無理矢理昼食だったものを詰め込んで、そのままベッドに潜り込んだ。もう、部屋の片隅に逃げようとは思わなかった。

        　

        ◇

        　

        　カラスが目を覚ましたのは二日後の夜だった。

        　精神的な負荷は、肉体にそれなりの負担を強いたらしい。目が覚めたのは猛烈な空腹からだった。

        「なんか俺、食って寝るしかしてない気がする」

        「いいじゃねえか。それが今のところのお前の仕事だ」

        　働きもしないのに食事と寝床が与えられることが気持ち悪いのだが、拉致してきた本人がそういうのなら気にするのはやめよう。

        　夢見はよかった。何度か悪夢を見た気がするが、うなされるたびに魅朧の気配を感じた。眠っていても助けてくれたのだろう。

        「……あんた、偉そうなくせに、甲斐甲斐しいよな」

        「お前にだけな」

        　呆れ半分照れ隠し半分の悪態にも、魅朧は当然とばかりに胸を張る。その態度はまるで王者のようだが、実際、彼は王だ。城も王冠も玉座も必要ない。海原を制する海龍の長で、海賊たちを従える者だ。俺はそれを、きちんとした意味で理解した。

        「船の針路はミネディエンスに向けた。お前を苦しめる原因を殺しに行こう」

        　黄金の瞳を輝かせ、魅朧は嗤う。暗殺者として何人もの命を奪ってきたカラスでも、その声と言葉には背筋が冷えた。

        　魅朧はドラゴンだ。人間ではない。彼らにとって人間は獲物で、それ以上でも以下でもない。

        「ただな、しばらく戻らないつもりだったから、全速力でこの船ジェットを走らせたとしてもそれなりに時間がかかる。海龍は長距離飛行にむいていない。潜行なら数日でいけるが、お前を泳がせるわけにもいかないしな。俺一人がミネディエンスに行っても意味がない」

        　二日分の食欲を満たすべく食事にがっつくカラスは、魅朧の話を大人しく聞いていた。

        　香辛料の効いた鶏肉のシチューと、ほうれん草とベーコンのキッシュ。今日のパンはクルミが入っていた。なんて豪華な食事だろう。ミネディアで暮らしていた頃は、見たこともないメニューだ。

        　いいや、あれは暮らしていたとは言えない。死なないぎりぎりのところで、ただ命を繋いでいただけだ。今ならわかる。

        「なんで原因がミネディエンスにいると――」

        　言いかけて、俺は口を閉じた。心の中が視えるのだから、俺を呪った相手がわかっていてもおかしくない。

        「定期的に呪いを上書きするとして、わざわざ外国から訪ねてくるのは効率が悪いだろう。お前は国外に出たこともないようだしな」

        　カラスはうなずいた。国どころかミネディアという都市から外がどうなっているのかも知らなかった。

        「検討がついているんだろう？　お前が『殺されるとわかっていて帰る』のは誰の元だ」

        　海賊戦で中断してしまったが、そうだった。魅朧に伝えていなかった。俺は噛みしめていたパンを飲みこんだ。黄金の瞳で見透かすように射貫かれる。

        「司聖」

        　今となってはそれ以外の答えはないように思えた。

        　俺が生きてきた中で個人として認識しているのは、司聖と毒物の扱いを仕込んでくれた師のふたりだけだ。師は数年前にぱたりと姿を消した。死んだと聞いたが、どうかはわからない。だが、俺は師を探そうとも思わなかったし、師の元へ帰らねばならないという強迫観念もなかった。だから、師に呪われたわけではないだろう。

        「……創主教会のか？」

        　魅朧の指摘に、カラスはうなずいた。

        　思い起こせば、俺はいつだって司聖の元へ報告に戻った。あの暮らしにも、与えられる命令にも疑問すら持たなかった。好きも嫌いもない。生きるということは、そういうものだと思っていた。

        　だが、逃げようと思えば、きっと逃げられた。極めた補助魔術を使えば聖騎士団を出し抜くこともたやすい。毒薬の技術を糧に他国で暮らすことだってできたはずだ。

        　けれど、食料を買う金も報酬も与えられず、司聖の機嫌によっていつ殴られるか殺されるかもわからないのに、俺は司聖の子飼いでいる状況から逃げなかった。

        　健全な精神に育っていれば、逃げるという選択肢が思い浮かぶのかもしれない。抑圧と差別と虐待が日常で、宗教国家による洗脳を常に受けていたような暮らしでは、逃げることを考えられなくてもおかしくはない。

        　けれどそれでも、違うのだ。いっそ病的なほど、司聖の命令に固執していた。逃げ出すことを考える方が怖かった。

        　あの異常な恐怖は、魂をやすりで削るような、根源的な恐怖だ。その理由が、知らずかけられた呪いのせいであれば、つじつまが合う。

        　死にたくなかった。生きていたかった。強烈な生への執着は、悪趣味な呪いの反動だったのかもしれない。こんな生活は嫌だと思うたび、わけもわからない恐怖を感じていた。誰かに助けを求める気持ちがあるのに、実行する前に気力がそがれた。

        　無意識の中で何度も死を体験していたのだ。魅朧に心をこじ開けられ、意識を持って体験した今ならわかる。司聖はたしかに、俺に呪いをかけていた。

        　殴られ続けて意識を失っても、俺はねぐらに帰っていた。どうやって戻ったのか記憶はないし、恐怖ばかりが脳裏にこびりついて、目が覚めて生きていることを不思議に思うことも多かった。

        　ああ、思い出した。俺は、殴られながら何度も殺される幻覚を見ている。頭を割られ、首を落とされ、腹を裂かれ、全身を串刺しにされる恐怖に泣き叫んだ。それが本当にならないよう、司聖に従わなければならない。逃げてはいけない。裏切ってはいけない。何度殺される疑似体験をさせられたって、帰らなければならない。

        　しかし、だとすれば疑問が残る。司聖はどうして、そんな術をかけることができたのだろう。創主教では闇の聖霊魔術を使うことは禁忌だし、司聖が混血の俺にそこまでの執着を向ける意味がわからない。

        「その司聖は、お前のなんだ。名は？　ただの雇い主ってだけか？」

        　魅朧の問いかけに、はっと顔を上げた。どうやらずいぶんと物思いに沈んでいたようだ。

        　話してしまっていいのだろうか。司聖の元へ戻らなければいけないという強迫観念は、俺のものじゃない。俺は戻りたくない。

        　だが、それを考えると膝が震えて背筋に冷たいものが這うのだ。息が苦しい。目の前が暗くなる。

        「……カラス。いい。考えるな」

        　真正面にいたはずの魅朧がすぐ隣にいた。顎をつかまれ、噛みつかれる。分厚い舌が口腔を蹂躙し、流し込まれた唾液を嚥下させられた。

        「ん、ぅ」

        　鼻を抜けるような甘えた吐息がもれてしまって、恐怖よりそっちの方に気を取られた。羞恥心が呪いに勝つのかはわならないが、魅朧のくちづけはたしかに恐怖を減らすことができる。

        「飯食ってる最中に悪いな」

        「いいや、……むしろ、手間をかけさせてすまない」

        　食事は終わっていた。パンをかじっていたのは、残すのがもったいなかったからだ。食うに困る生活が身に染みていて、満腹だからと食事を残すという行為に忌避感がある。今さらながら恥ずかしいが、習慣はそう簡単に抜けるものではない。

        「俺は好きでやってるんだから、お前は謝るな」

        　灰色の髪をすかれ、ゆっくりとなでられた。子供扱いは気に入らないが、慰めてくれる手の優しさは癖になりそうだ。

        　けれど、楽観してはいられない。

        　カラスが魅朧に心を傾ければ傾けるほど、悪夢が心を壊そうとする。この呪いは帰巣本能を植え付けるだけでなく、機密保持の作用もあるのかもしれない。

        「一度自覚すれば悪化するだけか……。カラス、腹をくくれ。お前の悪夢は放置できない」

        　魅朧は真剣だった。対症療法としてのキスでは、もう追いつかなくなっている。それはカラスにもわかっていた。

        「対症療法だとか応急処置だとか、結果がどうあれ、俺がお前を抱くのは愛しているからだ」

        「……待ってくれ。治療って言われるほうがまだ心の準備ができる」

        　カラスは頭を抱えた。言うに事欠いて愛ときたか。愛は教会の説教でよく耳にする言葉だ。愛という単語の意味も知っている。愛にはいろいろな種類があるらしいが、カラスはそのどれとも縁遠かった。

        　唯一わかることは、魅朧の言う愛が、恋人だとか好き合った者たちが使うような意味を帯びていることだ。わかってしまう己も自意識過剰な気もするが、当の魅朧本人がアピールをするのだから否定したところで意味がない。

        　くそ。俺はどうすればいいんだ。

        「慣れろ」

        　魅朧のくつくつと喉を震わせるような笑いに、ついに返す言葉を見つけられなくなった。愛に慣れろと言われても、きっと一生慣れることはできない気がする。だが、セックスに対する恐怖心は薄くなった。

        　感情の変化は易々と魅朧に伝わっただろう。カラスの髪をもう一度なでてかき回し、彼は上機嫌のまま食器を片付けた。食べてすぐ抱き合うわけでもないようで、ゆっくり休めと言いつけられる。ついでに準備をしてくると告げた魅朧は、颯爽と船長室を出て行った。残されたカラスは途方に暮れてしまった。

        　これから俺は、魅朧とセックスをする。抱かせろと要求してくるのだから、女役になるのだろう。ペニスを挿入され、体内に射精されるのだ。

        　血液では強すぎて唾液では弱すぎる。魔力交換にセックスが有効であることは魔術を扱うカラスには初歩中の初歩だが、実際その行為を活用しているという話は聞いたことがなかった。

        　魅朧の場合は魔力交換ではなく、魔を退ける方に効果があるのだろうか。魂に根付くような魔の影響を減らすには、身体の内側へ直に精液を注いでやればいい。魅朧が女だったら通用しない裏技みたいなものに違いない。

        　己のことなのに、第三者のような感覚で分析してしまう。冷静さは現実逃避かもしれない。

        　だって、こんな俺が誰かに抱かれるなんて、あり得ないだろう。何度魅朧に宣言されたって、他人事のようにしか感じない。

        　性行為は商売か子作りのためのもの、という認識しかなかった。それは愛や恋と同じ、カラスにはもっとも縁遠いものだ。ミネディエンスで生きている限り、真っ当な住人からは性愛の対象にされない。汚らわしいからと、男娼にもなれない。そして、それで問題なかった。他人と肌を合わせるなんて怖いだけだ。セックスがしたいなんて、想像したこともない。

        　けれど具体的に何をするのか知らないわけじゃなかった。セックス中のターゲットを暗殺することも多いし、正直それが一番楽だ。大抵は我を忘れて警戒心が緩んでいる。姿を消して毒針でひと刺しするだけで、不審死のできあがり。

        　忍び込んだ寝室で行われるセックスは苦痛に満ちていた。少なくとも相手の女性が嬉しそうにしているのは見たことがなかった。そんなセックスばかりを見てきたので、魅朧が熱心に口説こうとする理由が理解できないでいた。拷問趣味でもあるのかと誤解しそうになっていた。それがまさか、愛ときたか。

        「なんだ。面倒くさいこと考えてんな」

        「……おかえり」

        　食器類を食堂へ戻しに行った魅朧は、別の籠を持って帰ってきた。葡萄酒のボトルと、小瓶がいくつか。ここ最近は酒を飲ませてくれる。度数はそれほど高くないかわりに甘くて、カラスは密かに気に入っていた。

        「頭空っぽにして転がってろ」

        「それでいいのか」

        「その方がいい」

        　魅朧が言うのなら、そうなのだろう。未知の行為に挑むときは先人に倣うことが成功の近道になる。無理矢理自分を納得させたカラスは、何もかもを魅朧に任せることにした。

        　一応の礼儀としてシャワーを浴びてこようかと思ったが、そもそも寝汗を流すために身体を洗っている。この待ち時間は、夕食を消化するまでの休憩時間だ。カラスが手持ち無沙汰だと感じるのは緊張しているからだろう。

        「一杯やろうぜ」

        　魅朧に呼ばれてカウチに移動した。ちびちびと葡萄酒を舐めながら、とりとめのない会話をする。カラスが語れることは少ない。話題にだせるのは毒の調合くらいだ。魅朧を殺すために作った毒がいかに危険で高価なのかを恨めしく伝えると、傷が残った頬をゆがめて楽しそうに笑われた。

        　あとはずっと魅朧の話を聞いていた。ドラゴンの生態や弱点を惜しげもなく披露してくれるが、雑談で済む範囲内で留めている。あまり興味をかき立てると、カラスの呪いが発動するかもしれない。線引きを探っているのか、黄金の瞳は真剣だった。

        　カラスは話を聞きながら、魅朧の首筋や胸元が気になってしかたがなかった。これからセックスをするのに、いくら無視しようとがんばっても意識してしまう。今まで何も感じなかったのに、日に焼けた肌が眩しい。暑いわけでもあるまいし、どうして露出面積が多いのだ。

        「そんなに俺の身体が興味深いか」

        「いや、だって……」

        　セックスは目をつぶっていれば終わるものじゃない。裸で抱き合うものだ。今までは魅朧が半裸だろうが全裸だろうが特に気もしなかった。だが、そうも言っていられない。

        「あ、あんたは筋トレとかしないのか」

        　何もかもわかったような視線で苦笑する魅朧を見ていられず、目を泳がせたカラスが絞り出した言葉はそれだった。誤魔化すためのひねり出した話題だが、興味がないわけではない。

        　本体である龍の姿を知っているので、人型でトレーニングをして筋力が増加するのかわからないが、魅朧は人型でも逞しい。筋肉だるまのような巨漢ではないが、盛り上がった胸筋としっかり割れた腹筋は男として憧れる。

        　もっとも、カラスは己を知っていた。後にも先にも筋骨隆々になれるとは思わない。ミネディエンスの成人男性に届く程度の身長に育ったが、骨格が華奢だ。むしろ、ろくな食事もしていなかったのに、よく身長が伸びたものだろう。筋肉に関しては現在育成を頑張っているが、そっちもあまり期待していなかった。俊敏性を補って、補助魔法を生かせる程度になればそれでよしとしよう。

        「俺はよく深海に行くからな。あれはいいトレーニングになる。甲板で筋トレに励んでるやつらは、あれは趣味みたいなもんだ。擬態の精度を高めてる」

        　なるほど。参考にならない。

        「海の底まで潜るには、海龍でもそれなりの身体じゃないと怪我をする。水圧に耐えてるうちに、自然と筋肉が発達するのさ」

        　カラスは脳裏に漆黒のドラゴンを思い浮かべた。水圧の訓練は想像できないが、岩を持ち上げたり腹筋したり足腰を鍛える姿をイメージすると、なんだか微笑ましく感じる。

        　途端に魅朧が吹き出して笑うので、恥ずかしくなった。

        「勝手に人の心を読むな」

        「ああ、悪ぃ。これだけ近いと感情どころかお前の想像まで視えちまうんだ」

        　腹を抱えて笑いながら謝られたところで悔しいだけだが、カラスは葡萄酒を呷って悪態を飲み込んだ。気まずさから会話に励んでいるのに笑われる謂れはないじゃないか。

        「拗ねるな拗ねるな。……しかし、まあ、そうだな。そろそろはじめるか」

        　勢いよく立ち上がった魅朧は、グラスを置いて、遠慮なくシャツを脱ぎ捨てた。鱗の一部だというのに、無頓着にカウチへ放る。バックルを外してベルトも投げ落とし、重いブーツは蹴り飛ばした。アクセサリーの類は何もなく、胸板を飾る黒龍の入れ墨が彼の本性を示している。

        　ズボンだけはそのままで、鼻歌でも歌いそうに上機嫌な男は、葡萄酒と一緒に持ってきていた小瓶をつかんだ。ランプの明かりを消しながら寝室へ向かう。部屋は暗くなったが、カーテンのない窓から月明かりが差し込んでいた。

        　寝室と居間は繋がっていて、今は衝立が畳まれているので、魅朧の背中を目で追えた。いよいよなのか。カラスは生唾を飲み込んだ。

        「こいよ」

        　ベッドに腰掛けた魅朧は、緊張もなくリラックスしていた。カラスは唇を噛んだ。どうせなら、わけがわからないうちに始めてほしかった。

        「俺はお前を傷つけない」

        　魅朧はずるい。有無を言わせないようでいて、カラスの選択と合意を求めている。意図はわかるが、立ち上がることが怖かった。

        　伺いを立てられるより、強引に道を示してくれた方が性に合っている。今まで生きてきて自主性を求められたことはなかったので、選択を突きつけられると一歩も動けなくなってしまう。

        　これまでの導き手は司聖だった。それは恐怖と暴力と同義だ。従わなければ苦痛が待っていた。だが、魅朧の示す先はいつだって優しい。彼に従っても痛みはない。彼になら、すべて任せても不安を感じない。

        　わかっていても、怖じ気づいてしまう。嫌じゃないのに、動けない。床を睨みつけても立ち上がれるはずもない。ぐずぐずしていれば呆れられるんじゃないだろうか。失望が何より怖いのは、呪いなのか性格なのか、どちらもかもしれない。

        「連れてけっていうなら、俺を呼べばいいんだぞ？」

        　ベッドに座っていたはずの魅朧が目の前でしゃがみ込んでいた。面倒くさそうでも呆れてもいない。どうしていいかわからないカラスは、情けなさに打ちひしがれていた。

        「お前を抱いていいか」

        　言葉が出ないならうなずくだけでいい。

        　囁くように告げる。それは魅朧が与えてくれた最大限の譲歩で優しさだ。立ち上がることはできなくても、首を振ることはできる。

        「ん」

        　精一杯の力を振り絞って、カラスはうなずいた。いい子だ、と子供扱いする囁きに頬が熱くなる。唇を引き結んでいれば、魅朧に軽々と抱え上げられた。

        「嫌なことがあれば考えるだけでいい。嫌じゃないと思えるようにしてやる」

        　嫌がったら止めると言わないあたりが魅朧だ。感心してしまった。

        「お前が本気で俺を拒絶するなら別だが、口先の制止で止める気はねぇな。本音隠したって無駄だぞ。お前が何を口走ろうが、俺にはお前の感情が全部読めちまうからな」

        「……ドラゴンってずるい」

        「照れ屋のお前にはちょうどいいだろ」

        　そうだろうか。そうかもしれない。カラスは眉尻を下げたまま、男らしい首筋に顔を埋めた。

        　魅朧はカラスをゆっくりとベッドに下ろした。靴を脱がせて放り投げる。触れてくるときは慎重なのに、それ以外の部分は大雑把だ。

        「力は抜いてろ。目を閉じるのも許す」

        　覆い被さられたときはガチガチに緊張してしまった。薄暗くても輝きを失わない金眼の瞳孔が普段より太い。不思議に思って見つめていると、そのままくちづけられた。焦点が結べない。肉厚の舌に唇を舐められ、カラスは瞼を閉じた。

        「ん、ぁ」

        　顔をずらして深く唇を合わせ、舌をこすり合わせるようなキスを繰り返す。いつのまにか息継ぎができるようになっていたので、酸欠で暴れる醜態をさらさずに済むだろう。

        　キスは応急処置のそれとは違っていた。無理矢理蹂躙するような激しさはなく、ひたすらに優しい。舌を押し返せば絡みつかれ、唾液で溺れそうになると唇をついばむような軽いものに変わる。

        　気持ちがよくて頭がぼうっとする。気持ちがいい、という状態が不思議だ。その感覚を体験した記憶は薄い。警戒せずに微睡める心地よさに似ている。

        　ぼんやり瞼を押し上げると魅朧と目が合った。ずっと見られていたのだろうか。恥ずかしさに顔を背けると、濡れた唇が頬をかすめ、耳朶を食んだ。

        「めい、ろ……っ」

        　くすぐったさと未知の感覚で咄嗟に呼んでしまったが、舌がもつれてきちんと発音ができなかった。ぎゅっと瞼を閉じて身をよじると、その隙を狙っていたのかシャツを剥ぎ取られる。いつボタンを外したのだろう。

        　素肌が触れあう感触が怖い。他人の体温をこれほど近くに感じたのは初めてだ。

        「カラス」

        　耳の中に吐息を吹き込また。熱っぽい低音が肌を震わせる。首筋を舐められ、鎖骨を軽く噛まれた。甘噛みは痛いというよりむず痒い。

        「カラス、大丈夫だ」

        　刺激に身構えるのは持ち前の警戒心のせいだ。魅朧はカラスが反応するたび優しく声をかけた。熱を帯びた指先と唇が上半身を満遍なく愛撫し、指一本に至るまで緊張をほぐしていく。

        「あばらが目立つな。もっと食え」

        　これでも肉がついたほうなのだが、及第点には遠いらしい。魅朧の好みまで太ったら戦闘訓練が大変そうだ。いいや。はて、以前のような訓練は必要なのだろうか。

        　暗殺任務を求められることはなさそうだし、ドラゴンが吠えたら敵の海賊船だって一撃で沈められるだろう。戦闘能力は不要かもしれない。

        「……そうでもないぜ？　こっちの身体で戦うのは面白いからな。移乗攻撃は多い。お前が力を試したいってなら、敵船で魔術を駆使してくれ」

        「なるほど」

        　そうなれば、俺も立派な海賊かな。金髪でも金眼でもないし、鱗の黒衣はないけれど。

        　それも楽しそうだ。考えた瞬間、あの恐怖がぶり返してくる。逃げるな、希望を夢見るな。戻らなければ、むごたらしく死ぬだろう。

        　どこか冷静に恐怖と向き合えているのは、飲み込んだ唾液のおかげだろうか。しかし、些細な思考ひとつで呪いが発動するのは煩わしい。

        「カラス」

        　心の隙を突くような囁きとともに、魅朧はもう一度熱烈なくちづけをくれた。舌の動きを追っているうちに恐怖は消えてしまう。名残惜しげに唇を舐め、瞳を細めた海賊が、獲物を眺めるような視線で笑った。

        「鱗がなくてもお前はとっくに俺の群れの一員だ」

        　左手首の内側にキスをされる。はめたままのバングルは、連れてこられてすぐに与えられたものだ。今では違和感も消えて、つけていることも忘れている。

        「きつくなったら緩めてやるから、そのくらいまで肉をつけろよ」

        「……努力は、する」

        　渋々答えたカラスは、腹の上で揺れる金髪を見つめた。月明かりを吸い込んで綺麗だ。毛先が肌をくすぐっていく。頭ひとつ分は長身だから、魅朧の頭頂部を見下ろすのは不思議な感覚だった。

        　脇腹や薄い腹を舐められ、愛撫はだんだん下肢へと近づいていく。腰骨の甘噛みされると、大げさなくらい身体が跳ねてしまった。

        「痛いか？」

        「痛くは、ない、けど……」

        　びりっとした。

        　片眉をつり上げる独特な笑みを浮かべた魅朧はしつこくそこを舐めてきた。びりびりするし、くすぐったい。止めて欲しいけど魅朧を制止させる方法はわからない。カラスにできることは、未知の感覚から逃れるために全身をくねらせるくらいだ。

        「カラス」

        　暴れているうちにうつ伏せになると、魅朧が背中にぴたりと張り付いた。緩く抱きしめられ、うなじにキスを落とされる。完全にマウントをとられてしまった。尻に押しつけられている塊は、勃起したペニスだ。

        　欲望の対象にされている。その事実を体感した瞬間的に頭の中が真っ白になるほど怖くなった。咄嗟に抵抗しようとする身体の反応を抑えこむ。乱暴されるわけじゃない。魅朧は酷いことはしない。俺を助けようとしてくれてる。だから、怖がらなくていい。

        「そうだ。怖がらなくていい」

        　耳の後ろを舐められて、くすぐったさに肩が跳ねた。過剰反応かもしれないが、ひとに触れられることがこれほどむず痒いなんて知らなかった。

        　うなじをついばまれ、浮き出た骨にくちづけられる。肩甲骨を甘噛みされると腰が震えた。背後を取られる危機感と恐怖心が、魅朧の愛撫でゆっくりとほどけていく。

        　男らしく厳つい指は唇とは別の動きをしていた。胸板をなでられることには慣れた。だが、臍を弄られたときは身体を丸めたくなった。腰骨をいじられたときみたいに、ビリビリと強い刺激を感じる。けれど、膝を引き寄せる防御の態勢にはなれなかった。

        「うあ」

        　ついに魅朧の指が下着の内側に這わされた。こんなに簡単に、他人が性器に触れることができるのか。男性の急所である部分を押さえられる恐怖よりも、ただただ純粋に驚いてしまう。

        「……ふ」

        　緩く揉まれる刺激に息は上がるけれど、ひたすら居たたまれない気持ちになる。指を動かすのを止めてほしいような、そのまま続けてほしいような、自分でもよくわからない感覚だった。

        「それが気持ちいい、ってことだ」

        「魅、朧……？」

        「ちゃんと勃ってるな」

        　魅朧の指摘どおりカラスは勃起していた。下着の中から聞こえるくぐもった水音は、先走りを指に絡めてしごかれているせいだ。

        　寝起きに勃起していることはあるので処理の経験はあるが、好んで自慰に耽った記憶はない。自慰の楽しみや必要性を教えてくれる相手などなかったし、カラス自身も興味がなかった。むしろ、煩わしい機能だと思っていた。

        「気持ちいいだろ、カラス」

        「あっ、ぁ、……ふ」

        　先端の敏感な部分を手の平で揉み込まれ、過ぎた刺激に下肢がビクビクと跳ねる。制御できない身体の反応を消化できずにいれば、魅朧がそれは快感なのだと囁いた。何度も何度も、カラスの心と体が覚え込むまで。

        　そしてカラスは快楽に対して素直だった。未知の感覚でも、導いてくれるのなら恐れずに済む。魅朧は嘘をついたり騙したりしないから、これが『気持ちいい』という感覚なのだろう。

        「快感を追え。もっと悦よくなる」

        　うなじに唇を這わせたまま囁かれ、背筋がぶるりと震えた。首や背中に感じるものと、ペニスを弄られて感じるものは似ている。痺れるようで、身体の奥が熱くなる。体温が上がっているのか、頬をこすりつけたシーツが冷たく感じた。

        　どうして自分で処理していたときと感じ方が違うのだろう。こんなに気持ちがいいのなら、自分でも繰り返していたはずだ。

        「……俺に愛されてるからだろ」

        　脳髄を焼き切るような声を吹き込まれ、唐突にカラスが弾けた。熱がペニスに集約され、愛撫に応えてあっけなく吐精する。頭の中が真っ白だ。下腹が勝手にひくついて、つま先がシーツを蹴って力なく暴れた。

        「いい子だな」

        「ァ、あっ、……ぁあ！」

        　魅朧の不埒な指が竿の根元から絞り出すような動きを繰り返し、管に残ったものまで吐き出させる。射精直後の刺激についていけない。カラスはぎゅっと瞼を閉じて全身を震わせた。

        　倦怠感で指一本動かすのが億劫でも、魅朧が下着ごとズボンを脱がせようとしていることはわかった。抵抗もできなければ腰を上げて協力することもできない。他人の手で絶頂に至らされたのは初めてで、過ぎた快感に感覚が追いつかなかった。

        「そのまま力抜いてろよ？」

        　息が上がるカラスをなだめるように、至る所にキスをしていた魅朧はずいぶん上機嫌だ。肉づきの薄い尻をなで、ぐったりと力を抜いた身体を仰向けにさせる。腰の下に枕を突っ込まれ、両足を押し広げられてようやく、カラスは己の体勢に気がついた。

        　局部が丸出しだなんて、あまり人に見られたくない格好ではないだろうか。恥じらうべきかもしれないが、よくわからない。ただ、汗と体液が外気に触れて下肢がひやりとした。

        　魅朧がどこから取りだしたのか、カラスの両足のあいだで小瓶の栓を抜いている。液体を手の平に出して、迷いもなく尻穴に塗りつけた。

        「んぅ」

        　冷たい。身体の内側にわずかな違和感を覚える。ぬるぬるした粘液をアヌスに塗り込められ、指先が出たり入ったりしているらしい。男性の肉体で繋がるためにはアヌスを使うしかないから、ペニスが挿入できるよう拡張しているのだろう。カラスは自分の身体に起きていることを、まるで第三者のような冷静さで分析していた。

        　身体の内側を弄られる怖さはあるが、痛みがないので抵抗感もないし、こうしなきゃいけない理由と目的も理解している。不慣れなカラスが処置を行うより、玄人に任せておいたほうが危険はないはずだ。

        「……もう少し色っぽい感じにしたいんだが」

        「無茶言うな」

        　色気ほど俺に縁遠いものはないだろう。呆れながらつぶやいた。最初は怖じ気づいたし未知の感覚が怖いとも感じるが、これは治療の一環だと思っている。愛だとか色気だとか、わからないものは仕方ないじゃないか。

        　胸中で本音を吐露しながら、俺は冷めた視線を向けた。すると魅朧は、金色の瞳をあやしく輝かせ、見せつけるように俺の内腿を舐め上げてみせた。

        「ひっ」

        　喉が引き攣るような情けない悲鳴をあげてしまう。恥ずかしくなって、俺は慌てて目をそらした。

        「なんだ。できるじゃねえか」

        「……うるさい」

        　あんたが演出過多なだけじゃないか！

        　カラスの意思とは関係なく、頬が赤く染まってしまう。耳や首筋まで熱いのだから、赤面の範囲は相当広いに違いない。できることならどこかに隠れたいのに、魅朧に尻を弄られているせいで逃げることもできなかった。仕方がないので、カラスは腕で自分の顔を隠した。

        　急に恥ずかしくなったのは魅朧の姿を見たからだ。羞恥というものは他者の存在によって引き出される。目をつぶって耐えているだけなら処置に違いないが、魅朧が何をしているか確認してはじめて、淫靡さを知った。

        　一度知ってしまえば、知らなかった頃には戻れない。応急処置に必要な準備ではなく、自分を好きだと語る男と合意でセックスをしているのだ。手淫で射精させられていたにもかかわらず、カラスはそのことを、ようやく自覚した。

        　自覚したとたんに身体の反応も変わるのだから、意識というのは無責任だ。

        「ん、ン……っ」

        　長い指がアヌスに差し込まれ、ゆっくりと引き抜かれる。それだけの行為なのに、不思議と甘ったるい声がもれてしまう。入ってくるのは違和感が拭えないけれど、抜けていくのはぞくぞくした。

        「ぅあ！」

        　尻の刺激だけでも対処に手間取るのに、魅朧の唇はいたずらに肌を舐るのだ。足の付け根を吸われ、アヌスとペニスのあいだの敏感な場所に舌を這わされた。くすぐったさと、気持ちよさと、違和感。全部が混ざってドロドロになって、熱が腹の奥にたまっていく。

        「指増やすぞ」

        　宣言の意味もわからずうなずくと、尻の圧迫感が増した。引き攣れるような感じはあるけれど、痛いとか切れたというわけではない。ただ、指を押し出そうという生理的な反応なのか、アヌスが勝手に蠢動するのには困ってしまった。そんなつもりはないのに、指に食いついて喜んでいるみたいに思える。多分、とても、恥ずかしい。

        「ん、んん、う」

        　せめて唇を噛んで抑えようにも、鼻を鳴らすような声でうめいてしまう。自分の身体なのにままならない。まるで魅朧の方がよほど扱いを知っているみたいだ。

        「それでいい。全部俺のせいにしろ」

        　笑い混じりの吐息に内腿をくすぐられ、なんだか悔しくなった。魅朧が余裕そうで腹が立つ。

        「俺がお前に溺れるのは、お前がもう少し慣れてからな」

        　脅すように囁いた魅朧は、熱心にカラスの身体を溶かしていった。指使いは巧みで優しいのに意地が悪い。圧迫感と違和感を消して、ゆっくりと快感を引き出していく。隘路をかきわけ、敏感な粘膜を指先でこする。ぐるりと回したかと思えば小刻みに律動させた。少しでもカラスが反応すればそこを重点的に嬲り、そのくせ泣き言をもらせば息を整える猶予を与えた。

        　さらに指が増やされたが、カラスはすっかりとろけていて、苦しいと感じる余裕もない。魅朧は手淫のときと同じように、これが気持ちのいい行為なのだと繰り返し囁いてきた。比較の尺度を持たないカラスは、教えられるまま飲み込んで身体で覚えていった。

        　それでも、限度はある。

        　全身が溶けて液体にでもなってしまいそうだ。むず痒いのに、痺れている。自分の身体じゃないみたい。

        「っふ、ぁ……、あ、……魅朧、も、やだ……」

        　もう、なんだかよくわからない。ふわふわした感覚がずっと続いていた。もどかしいような、焦れったいような、どうにかしたいのに決定打がない。どうすればいいのか、困ってしまう。

        「……そうだな」

        　魅朧が切なくなるほど優しい声で囁いた。優しさの中に秘めた激情を、今のカラスは気づけない。

        　ゆっくりと指が抜かれると、埋められていないことに違和感でもあるように、腹の奥がぐるぐると疼いた。その未知の感覚に戸惑っていれば、指とは違う熱くて太いものを宛がわれる。ぼんやり瞼を押し上げると、予想より近くに魅朧の顔があった。

        「カラス」

        「ん……、んぅ？」

        「俺を受け入れてくれ」

        　囁きと一緒にくちづけられ、意識がそちらへ向いた。その一瞬の隙を、魅朧は逃さなかった。

        「――ッ！」

        　指の喪失を補ってあまりあるものでアヌスが拡げられる。それは熱く、大きく、あまりに逞しい。内臓を押し上げられる圧迫感はあるけれど、苦痛はなかった。

        　カラスはついに、魅朧に穿たれた。気をそらされたおかげで緊張することもなく、しっかりほぐされたので流血もない。それでもまだ、理解が追いつかない。

        「息を止めるな」

        　どこか苦しそうな声が聞こえるが、それどころではなかった。痛みはなくても串刺しにされている感覚は拭えない。挿入されたペニスは指より太くて長く、終わりがないみたいにじわりじわりと身体を浸食してくる。

        「カラス、カラス」

        「ん、ぁう……、ぅ」

        　何度も名前を呼ばれた。なだめるような優しい音だった。応えることはできなくて、けれどカラスは魅朧に縋った。いつのまに密着していたのか、ほとんど抱きしめられているようなものだ。その背中に腕を回して爪を立てる。どれだけ引っ掻いても魅朧に止められることはなかった。

        「……大丈夫か？」

        　永遠に続くかと思った挿入がようやく止まった。腹が熱くて苦しいけれど、動かないだけマシだ。圧迫感に身体を慣らすことができる。きっと魅朧の意図もそれだろう。

        「いい子だ。お前は可愛いな」

        　この後に及んで子供扱いか、と思わなくもないが、彼の声にからかいはなかった。かといって、本心ならそれはそれで気恥ずかしいけれど。

        「カラス」

        　首筋に、頬に、唇に、音を立ててキス落とす魅朧は、顔を上げ、激しい情熱を秘めた金色の瞳でカラスを見つめた。

        「お前は俺だけのものだ」

        　恐ろしくなるような執着と、心が震えるほどの愛に満ちた声だ。感情を読むことはできないが、魅朧が何を伝えたいのか不思議と感じとれた。

        　嬉しさや幸福感より、カラスが感じたものは安堵だ。魅朧なら自分を捨てたりしない。身を委ねても搾取されることはない。彼なら大事にしてくれる。あれほど強い者がどうして自分なんかを求めてくれるのか今もわからないが、これだけ熱心にほしがってくれるなら、すべて明け渡してもいい気がする。

        　カラスは言葉を返せなかったが、魅朧の首筋に頬を寄せた。言葉にしなくてもいいと、他でもない魅朧が言ったのだ。今は優しいドラゴンに甘えよう。

        「……お前は俺を喜ばせる天才だな」

        　ぐるぐるとうなった魅朧は、カラスを優しく抱きしめたまま律動を開始した。それからはもう、まともな思考ができなくなった。

        　腹の中をかき回される不思議な感覚は快感と結びつかないが、何も感じないというわけではない。疼痛に似たむず痒さだとか、無意識に腰が跳ねるような刺激を、与えられるまま受け入れた。

        　体感としての快楽ではなく、愛されている実感が興奮を呼ぶ。その興奮を呼び水にして快感が引き出される。抽挿がスムースになると、カラスは甘い声で喘ぐようになった。

        「……ァ、っは、あ、ゃ」

        　ゆるり、ゆるりと揺さぶられるたび、腹の中が熱くなる。

        「ん、っ……んっ、ン！」

        　奥深くを小刻みに突かれると腰が疼いた。処理できない感覚をどうにかしたくて、のしかかる分厚い身体にしがみついた。

        　長いようで短いような時間だった。カラスはいつのまにか、魅朧を求めていた。自分でもどうしたいのかわからない。激しく抱かれたいのか、ただ優しく慰められたいのか、もどかしさだけが溜まっていく。

        　どうすればいい。助けて。魅朧、俺を助けてくれ。

        「……ッ、ああ、お前、それは反則だろ」

        「ひぁ、ア、あぁあ！」

        　魅朧の動きが変わった。何度も何度も、腹の奥を抉るように穿たれる。激しく力強い律動は、やがて全身でぶつかってくる重い突き上げとともに終わりを告げた。

        　腹の奥でじわりと熱が滲む。

        「え？　あ……？」

        　深い部分にそそがれたものは魅朧の精液だろうか。体内に精をぶちまけられたことに衝撃を受けるより、本能を脅かすような生々しい恐怖が背筋を駆け抜けた。

        「なに、……なに、これ、んん……っ！」

        　ぞぞぞ、と肌が粟立つ。まるで細胞が別の生き物に浸食されているみたいだ。マーキングなんて生やさしいものじゃない。人間よりも上位の種に食い潰されていく。

        「め、魅朧、……やだ、……や、ぁ」

        　覆い被さる男にしがみつき、助けを求めて必死に爪を立てた。

        「そうだ。俺が助けてやる。だからすべて受け入れろ」

        　どこか超然とした魅朧の声に導かれ、カラスは疑問を挟むこともせず従った。彼が言うなら、きっと大丈夫。瞼を閉じて、腹の中で燻る熱を飲み込もうと集中する。

        「……あ、ゃ、あぁ！」

        　突然、鋭く刺激的な快楽が混じって、カラスはほとんど無意識に仰け反った。放っておかれたペニスを扱かれ、射精に導かれる。反射的に尻に力が入って、いまだ中に居座る雄を締めつけた。重たくなるような異物感に怯え、逃げだそうともがけば抱きしめられた。

        　体内射精の忌避感や龍の体液の影響が、快感に塗り替えられていく。若く貪欲な肉体は、与えられるものを素直に受け止めて、身体に馴染ませ、安全なものだと学んでいった。

        「大丈夫。いい子だな。違和感は最初だけだ。怖がらなくていい。俺を覚えてくれ」

        　静かで甘い声だった。快楽の震えが落ちつくまで優しい指が肌をなで、なだめるような唇が降ってくる。何度も、何度も。

        　乱れた呼吸のまま瞼を押し上げると、爛々と龍眼を光らせる魅朧が俺を見下ろしていた。満足そうな雄の微笑はまぶしくて、目を細めなくては見つめられない。

        「……終わった、のか？」

        　問いは純粋な疑問だった。始まりがわからなければ、終わりもわからない。ちゃんとできたのか、それが心配だった。呪いを忌避するための行為だが、何のためのセックスかを、すっかり忘れてしまっていた。

        「……俺は終わらせたくねぇなぁ」

        「魅朧？」

        「楽しむには習慣と反復訓練だ」

        　ニヤニヤと笑いながら囁かれても信憑性が薄いけれど、何もかも未経験のカラスは魅朧を信じるしかない。だが、どうしたものかと悩んでいる余裕はすぐになくなった。

        　結局カラスは魅朧の指と唇に翻弄され、指一本動かせなくなるほどその身を貪られた。


    

    
        　　10　因果

        　

        　

        　

        　聖なるかな、聖なるかな。我ら光の民に祝福あれ。

        　創主とはこの世界を創りし者。光を纏い、穢れなき者。闇を祓う者。

        　私は聖別されし者だ。選ばれし者だ。創主の近くに侍る者だ。

        　穢れを垂れ流す邪悪な者どもが、聖なる地に侍ることは許されない。そう。許されない。許さない。私が創主の代わりとなり、相応の苦しみと報いを与えよう。

        　さあ、首を差し出せ。むごたらしく殺そう。

        　邪悪の死が、私の闇をそそぐのだ。

        


    

    
        　　11　菓子と鬼ごっこ

        　

        　

        　

        　椰子の茂る砂浜の向こうは延々と砂漠が続いている。三角形の帆を張った漁船は真昼の太陽にも負けず波と遊び、小魚が海面を跳ねてキラリと光った。

        　漆黒の鱗号は大きいので、海底の浅い小さな漁港には入港できない。そのかわり補給係が小舟を出して買い出しに向かっていた。大がかりな補給ではなくて、新鮮な野菜や果物があればいい。街から掠奪はしない。海賊旗は畳んで沖で大人しく停泊していた。

        　日暮れと同時に出港だが、果たして何人が素面で戻ってくるだろう。漁港は昼間から酒を出す店が多いので、もめ事を起こさない程度に遊ぶのは許している。船橋に残っているのは船長と副船長だけだった。

        「お前も行っていいんだぞ、鷲チィオ」

        「買い物はノクラフに任せてますよ」

        　魅朧メイロンは迷惑をかけたぶんの気晴らしを勧めたつもりだったが、エルギーの反応はあまりに普通だった。この数日無理を通した自覚がある。エルギーは魅朧と違ってあまり船を離れようとしないが、それでも気を遣うのが親友というものだろう。

        　だが、相棒は馬鹿にするように鼻で笑うので、魅朧は船長席にだらしなく座りながら肩をすくめた。気遣いは無用らしい。

        「それで、あなたの可愛い伴侶は？」

        「夕方まで起きねぇだろな」

        「いくら心も足も開いたからって、あまり無理をさせるとあなたが後悔しますよ。人間はドラゴンより弱い」

        　舵を固定したエルギーも椅子に座る。魅朧から紙煙草を渡されて口にくわえた。頭の天辺でくくった長い金髪を焦がさないよう背中に払いのけ、燐寸で火をつける。紫煙を吐き出しながら、魅朧は片眉を上げて友を眺めた。

        「お前、禁煙止めたのか」

        「禁煙したつもりはないんですけどね。ノクラフが嫌うので控えてるだけ」

        「すっかり尻に敷かれてんのな」

        「あなたもすぐそうなります」

        　違いない。

        　小気味良い軽口に喉で笑い、魅朧は船長室で眠る伴侶に想いをはせた。

        　この三日部屋に籠もっていたのは、カラスにかけられた呪いを抑えるための応急処置が必要だったからだ。セックスの建前はそれだが、魅朧にとっては応急処置の効果がオマケみたいなものだった。長い禁欲の箍が外れてしまえばずぶずぶにのめり込んだ。

        　魅朧はそれなりにセックスと快楽を愛している。もっぱら女性を相手にすることが多かったが、男を抱いた経験がないわけでもない。当時の知識を遺憾なく発揮してカラスを愛した。

        　部下に頼んで軽い鎮痛効果のある潤滑液を作らせたが、あれはよかった。おかげでカラスが苦痛を感じることもなく進められて、今はすっかり尻で受け入れることにも慣れている。

        　カラスの身体はあまりに無垢だった。アナルセックスの知識はあっても、快楽がどういうものか知らない。まっさらな砂浜に足跡をつけるように、魅朧はカラスの身体に悦楽を教え込んだ。

        　若い身体は覚えがいい。与えるだけ快楽を吸収し、欲望を知った。ろくに喘ぐこともわからなかったのに、三日三晩ベッドで過ごした結果、カラスはドライオーガズムで達することができるようになった。負担が強すぎたおかげで今は眠っているが、目が覚めたら甘い菓子で機嫌を取ろう。

        「思考が漏れてますよ」

        「おお、悪いな」

        　悪いなんて思ってないだろ、というエルギーの呆れを感じ取りながら、魅朧は煙を吸い込んだ。柑橘と薄荷の風味がついた煙草は、有翼領プルヤルピナ産の高級品だ。すべて解決したら、在庫を補充しにあちらの海へ行くのもいいだろう。

        「……ネズミは？」

        「マラクだ」

        　魅朧はエルギーにだけ心を覗くことを許している。彼は魅朧の浮かれた感情に混じった未来への期待感だけで、その理由まで読みとった。他の龍ではこうはいかない。エルギーは高位龍で魅朧に次ぐ能力の持ち主でもあるが、そもそも従兄弟という血の繋がりが共感性を高めている。

        「確かですか」

        「十中八九、ってとこだな」

        　魅朧の言葉を聞いて、エルギーからは安堵が流れこんできた。それには魅朧も同じ気持ちだった。

        　エルギーの言う『ネズミ』は内通者のことだ。軍隊でもあるまいし、海賊の足取りを追うのは難しい。ましてや日時を指定して狙うのは不可能に近い。

        　ただ、漆黒の鱗スケイリー・ジェット号には例外があった。主だって利用する港町には仲間を潜伏させている。大規模な食糧補給のときには現地の協力者に事前連絡をして準備をさせるのだ。そうじゃなければ、突然入港して大量の食料をかき集めるまで何日も停泊を余儀なくされる。海賊船が一国の大規模港に滞在して無事でいられるはずがない。

        　人間と戦っても龍であれば痛くも痒くもないが、補給のたびに揉め事を起こす利点はなかった。それに、海を統べる者として陸地に手を出すことは誇りに反する。そういう諸々の理由で、主要な漁港には仲間を潜伏させていた。

        　特に重宝していたのが神聖ミネディエンスの首都であるミネディアだ。農耕と牧畜が盛んな国なので、輸出用の小麦や加工肉の類が集まってくる。種類も多くて品質もいい。そして、金髪碧眼はミネディエンス人の代名詞みたいなものだから、海龍が潜り込むに適していた。海龍のたてがみは金色なので、人間に擬態すると金髪になるのだ。

        　ただミネディエンスの閉鎖的な国柄、金眼であれば差別の対象になってしまう。だから純血の海龍を送り込むことはできない。純血のミネディエンス人が自国を裏切って協力者になることは、文化宗教的な性質からいって難しい。協力者にできたとしても、龍の感性を理解することは無理だろう。

        　そうなれば重宝するのは、ミネディエンス人と混血の半龍だった。

        　龍と人間はまったく別の種族だが、異種間受精は可能だ。雌が人間の子を孕むことはできなくとも雄が人間を孕ませることはできる。ただ、半龍は混血者であって、龍ではない。人間の血が混じってしまえば本来の海龍の姿にはなれなれず、龍体になれなければ海龍とはみなされない。

        　だが、仲間でないとは言わない。混ざり者でも繋がりは否定できないものだ。

        　現在、ミネディアに潜入させている半龍は三人いた。ひとりは聖騎士団に所属しているノイド。残りふたりは商人で、名はマラクとヨエラ。

        　騎士団のノイドはノクラフの異母兄弟だった。彼が内通者であれば粛正は避けられない。エルギーが安堵した理由は、妻が悲しまずに済むからだ。

        「まあ、ノイドが俺を殺したい動機がわからんから、疑っちゃあいなかったがな」

        「そうですね……」

        　それでも一抹の疑念があった理由は、魅朧がカラスに切りつけられた時がノイドと会った直後だったからだ。ノイドが暗殺の依頼者であれば、感情を視られないよう何か策を講じたことになる。そうでなければ、顔を合わせた段階で読み取れた。

        　カラスがベッドの中で語った暗殺依頼は、計画性の欠片もなかった。ただ、俺の行動だけがそれなりの正確さで知らされていた。さらに、滅多につかない見届け人がついて、その男がマラクと呼ばれていた。

        「カラスは騎士団所属じゃない。いち司聖が子飼いにしていた暗殺奴隷だ」

        「それはなんというか、……珍しいのでは？」

        　エルギーの指摘はもっともだ。海賊といえども無知ではない。世界各国の情勢や文化や宗教に、その国の住民以上の知識を持っている。だからこそ、神聖ミネディエンス国の聖職者が暗殺者と繋がっていることが不思議だった。

        　創主教会は殺人や暴力を穢れだと認識しているはずで、もし汚れ仕事をさせるなら聖騎士団だ。

        「まあ、どういう了見で司聖が混血のカラスを使ってんのか知りようもないからそれはいいが、マラクが司聖と手を組んだ理由もよくわからんな」

        「殺す前に聞いてみては？　興味があるのなら」

        「ねぇな」

        　魅朧は即答し、笑いながら紫煙を天井に吹き付けた。

        　正直なところ、魅朧はマラクへの興味を失っていた。暗殺者がカラスでなければ真っ先に殺しにいっただろうが、カラスの方が大切すぎて内通者など些末にしか思えなくなっている。むしろ、カラスを呪った司聖を殺したくてたまらない。

        　本来なら裏切り者の方を見せしめも含めて残虐に粛正すべきだが、愛は海龍王の瞳すら曇らせる。だが、龍であるのならば魅朧の本能に納得できてしまう。

        　エルギーに同情と諦念を向けられた魅朧は、喉を鳴らした。この場にいるのが相棒だから本音を読ませたのだ。裏切り者がどうでもいいなどと仲間が知れば、信頼を損ねてしまいかねない。

        「魅朧を殺そうとした報復はしっかり受けさせるさ」

        「マラクが逃げる前にそうしてください」

        「逃げんならそれはそれで追う楽しみが増えるな」

        　だが、マラクは逃げていないだろう。

        　主要な港町に潜伏している半竜が複数人いるのは、相互監視のためだ。マラクの姿が消えればノイドとヨエラから通達があるはずで、ふたりが裏切っているのでないかぎり、今まで何の連絡もきていない。ならばまだ、マラクはミネディアにいるのだ。

        「なあ、鷲チィオ。不意打ちと宣戦布告、どっちが楽しめると思う？」

        　冷酷な海賊の顔で笑う魅朧に、エルギーはよく似た口元で笑った。

        　

        ◇

        　

        　順調に補給を終えた海賊船は、ミネディアに向かって帆を膨らませた。到着まではだいたい十二日。

        　魅朧の手には夕食を詰め込んだ籠があった。情交に疲れた愛する伴侶のため、籠の中には補給係に頼んでおいた甘い焼き菓子も入れてある。

        　カラスと出会う前の自分は、これほど甲斐甲斐しくはなかった。長い航海で人肌が恋しくなれば近場の港町へ舳先を向け、満足したら海に出る。右腕で親友の相棒が伴侶を得てから、一緒に悪さをする相手もいなくなった。擬態している外見年齢はさておき、ドラゴンとしてもそれなりにいい年齢だから、雌を見ればいつだって涎を垂らすほど飢えてはいない。

        　それがたったひとりの人間によって、恋に浮かれた一匹の雄になってしまった。ノクラフと出会った頃のエルギーを知ってはいたけれど、こうまで変わってしまうのかと自分でも驚く。

        「起きてたのか」

        「魅朧」

        「そばにいなくて悪いな。飯持ってきたぞ」

        　眠そうに溶けた青磁色の瞳。どこか舌足らずに呼ぶ声。魅朧のシャツを羽織ってぼんやりベッドに座るカラスは、愛らしさの塊だった。長時間好き勝手に抱き続けた相手が可愛くないはずがない。密着するような近さで隣に座り、寝癖のついた髪をなでてキスを落とす。途端に力を抜いたカラスが、安心しきった様子で魅朧にもたれかかった。

        　連れ去った当初の警戒心も、渋々抱かれることを了承したときの堅さも消えている。カラスはこの三日で、すっかり魅朧に慣れた。

        　カラスに対しての誤算は、彼が人間を好いていないことだ。魅朧が人間ではないと認識した途端、カラスの警戒心と疑心が面白いくらい綺麗に消えた。

        　同族が怖いという感覚は、同族愛が強いドラゴンには想定外のものだ。もっと早くカラスの恐怖心がどこにあるのか知れていれば、長く警戒させずに済んだかもしれない。

        　魅朧が海龍の姿を見せなかった理由は簡単だ。ドラゴンが恐れられていることは自明なので、人外の姿を見せて怖がられたくなかった。ただそれだけの、簡単な理由だ。どうやら余計なお世話だったようだが。

        　警戒心を解いたカラスは無防備だった。必要な処置だと納得させたセックスをすんなり受け入れた。愛しているから抱くのだと告げると、困惑しながら恥じらっていた。いい傾向だ。

        　知識はあっても無垢だったカラスに、魅朧は性愛のなんたるかを一から仕込んだ。絶頂と快楽を結びつけ、未知の感覚を快感だと教え、くすぐったいと反応した場所を性感帯に変えた。

        　カラスはセックスや愛撫にそれほど抵抗はみせず、与えられたものをすべて受け入れた。恥じらうこともなく、限界も善し悪しもない。不感症なのではない。性行為を作業としか認識していなかったゆえの無知だ。まっさらなキャンバスのような身体を、魅朧は自分好みにじっくりと染め上げた。

        　知らずにいたというだけで、若い身体は性に純粋で貪欲だった。体力的に長時間の交合には耐えられないが、魅朧が求めれば嫌がることはない。そのせいで、三日も籠もることになってしまった。

        　無理をさせないよう判断するのは魅朧の役割だ。年長者として、経験者として、つがいの雄として当然のことだ。わかっていても己をセーブできなかったのは、愛する相手をさらってから丸ひと月近く禁欲していたせいだ。

        　呪いの応急処置ならば一晩でも充分だったという事実は秘密にしておこう。

        「さみしかったのか？」

        「そういうわけじゃ、なくて」

        　間延びした口調で溜め息交じりに囁いたカラスの言葉に嘘はなかった。彼の感情も口調と同じでつかみどころがない。セックスの余韻が抜けきらないのか、ただ甘えたいだけのようだ。甘えるだなんてずいぶんな進歩だろう。

        　何より嬉しいのは、カラスには魅朧の気配が色濃く残っていることだ。呪いの効果を打ち消すには充分すぎるほど精をそそいだので、過剰なマーキングになっていた。この船で暮らす龍達は、カラスを一目見ただけで魅朧の気配を感じるだろう。

        「なんか、変な感じだ」

        　ミネディアの生活からは考えられない日常を送っている。三食ちゃんと食べられることもそうだし、警戒せず眠れる寝床があって、何より自分を抱いて愛を囁いてくる相手がいる。夢みたいで実感がない。

        　触れることでより正確に読み取れたカラスの心を感じ取り、魅朧は相好を崩した。抑えようにもにやついてしまう。

        「愛してるぜ、カラス」

        「……うん」

        　カラスが同じ言葉を返すことはないけれど、愛されることを受け入れている。カラスはまだ、愛するということがよくわかっていない。けれど焦らせる必要はない。愛はゆっくりと育めばいい。愛されているのだと自覚してくれただけで、目標を達成したも同然だ。

        　くるる、と腹の音が聞こえて、魅朧は籠にかぶせられた布巾を取った。丸パンを半分に切って、クリームチーズと燻製にした魚、それに新鮮な葉野菜が挟んである。他には果物が二種類、卵のクリームと、焼き菓子。瓶の中身は薄めた甘い葡萄酒だ。

        「豪華だな……」

        「お前が寝てるあいだに食糧を補給したんだ」

        　俺には薄めた葡萄酒では物足りない。カラスの灰色の髪をなでてベッドを離れ、居間の酒棚から蒸留酒をつかんで戻る。カラスは眉間に皺を寄せていた。

        「漁港に寄ったわけじゃねぇよ。俺も留守番だったしな。お前を逃がしたくないから教えなかったわけでもない。寝かせといてやりたかった」

        「……別に逃げる気はないけど」

        　ずっと海ばかりだったから、陸の影を見たかった。カラスがふてくされているのはそんな理由らしい。

        「あと十日かそこらでミネディアだから、陸を見るのはもう少し待ってろ」

        　いいから飯を食え、と促せば、カラスはゆっくりとした動作でパンに齧りついた。彼の食べ方は意外なほど綺麗だ。育ちが育ちなので、がっつくように食べ散らかしてもおかしくはないのだが、パンくずひとつこぼさない。ベッドの上で食事をさせても汚れないのは助かる。

        「食いながら聞いてくれ。疑問があれば答える」

        　魅朧は黙々と夕食をつめこむカラスを尻目に蒸留酒を瓶ごと煽った。喉を焼くアルコールに身が引き締まる。

        「俺がミネディアでやることはふたつ。ひとつは裏切り者のマラクを捕まえること。もうひとつはお前の雇い主である司聖を殺すことだ」

        「……マラク？　見届け人の？」

        　咀嚼しながら瞳を丸くしたカラスは、飲み込んでから不思議そうに尋ねた。なぜ見届け人が関係してくるのか。そういえば詳しく聞かれたんだった。裏切り者ってどういうことだ。青年の心は疑問に満ちている。

        　魅朧がカラスから情報を引き出したのは、彼が寝入る直前のことだ。疲労困憊で眠そうにしていたので、聞くだけ聞いて理由は伝えていなかった。だからカラスは、マラクが何者なのかを知らない。

        「お前と同じくらいの身長。がっしりした体型。髪結いにやらせてんのか、後頭部を編み込んだ商人だろ？　似たような外見のマラクが他にもいるなら別だが、いねぇだろうな。そいつはミネディエンス人ミネッドじゃなくて半龍だ。眼は翠じゃなかったか」

        「眼の色は、わからない。床ばっかり見てたから」

        「顔を見ればわかるか？」

        　カラスはうなずいた。それで充分だ。捕まえたら殺す前に確認させよう。

        「……ああ、そうだ。ひとつ思い出したんだけど」

        「なんだ」

        「見届け人は、俺があんたに攻撃を仕掛けて逃げるまでを見ていた、と言ったんだ。俺はあのとき、姿消しマラべーリスを使っていた。行動の詳細を想像で言い当てるのは無理がある。あんたが見破れるのはわかるけど、マラクもドラゴンなのか？　そうじゃなきゃ、俺より上位の魔導師とか」

        「やつの魔力なら魔法士がいいとこだ。半龍は魔を無効化できねぇ」

        　俺が気づける範囲にも限度がある。だが、望遠鏡を使う距離で注視されるなら、感覚のどこかに引っかかったはずだ。カラスとの出会いが衝撃的すぎて見逃した可能生は否めないが、カラスの発言がひとつの可能生を示す。

        　あらゆる魔を無効化し、この俺から気配を絶とうと思えば、龍角丸を飲めばいい。一時的だが、ドラゴンからの影響すら退けられる。

        　龍角丸は雄龍の角を削って作る丸薬だ。激痛を伴うことと、雄にとって角は一番大事な部分なので、制作に協力する龍は多くない。当然市場に出回ることもないし、残数は船長クラスが厳重に管理している。ドラゴンの関係者でなければ手にすることは不可能だ。

        　ただの船員では手をだすことも許されないが、例外がある。ミネディエンスに潜伏させている半龍には、有事の脱出用にひとつだけ与えていた。あの国の密偵の扱いを知れば、龍角丸だけでは心許ないくらいだ。

        　だが。

        「……なるほどな」

        　龍角丸はひとつだけ。逃げるためではなく、裏切るために使ったのだ。ならばあとは、直接その心を視て、制裁を下すだけだ。

        　ひとり納得した俺をカラスが不思議そうに見つめる。頬をなでてやれば、気持ちよさそうに青磁の瞳を細めた。

        「……なあ、半龍って？」

        「ドラゴンと人間の混血者だ。人間は汎用性が高い。大抵の種族と交配できる。まあ、半龍は龍体化できないから、ドラゴンじゃないけどな」

        「へぇ……」

        「ミネディアには三人の半龍を潜り込ませているんだが、そのひとりがマラクだ。どうして司聖と繋がったのかは、捕まえてから視ればいい。どんな命乞いをされるのか、今から楽しみだ」

        「……拷問は俺のいないところで頼む」

        　カラスの眉間の皺が深くなる。魅朧は片眉を上げた。

        「お前は暗殺者だろ。殺しを楽しまないのか」

        「ひとを快楽殺人者みたいにいうな。仕事として殺しているだけで、それ以上でも以下でもない」

        　不服そうにうなりながら、カラスはパンに齧りついた。そういうものか、と思う。俺にとって殺しは善悪や正義や罪悪とは無関係で、欲求のひとつだ。作業ではつまらないので娯楽にできるものは楽しむことにしている。

        「それなら、司聖を殺すのもお前に見えないところでやったほうがいいか？」

        「……それはちゃんと、見届けるよ」

        「見たくないんじゃないのか」

        「反逆するんだ。あんたの手だけ汚させるのは無責任だろう」

        「手を汚すどころか楽しみで仕方ねぇんだが」

        「それでも、だ」

        「わかった。お前の望み通りにしてやる」

        　今さら殺した数が何人増えようと誤差みたいなものだが、カラスが見届けたいというのなら望みは叶えよう。魅朧はうなずいて、籠の中からオレンジを取り出した。カラスが食べやすいように皮を剥いてやる。

        「司聖は大聖堂の中だったな。俺を随伴させることはできるか？」

        「……あんた、黒衣のくせに悪目立ちしそうだな。姿消しマラべーリスの魔術をかけられたら楽なんだけど、ドラゴンに魔は効かないんだっけ」

        　オレンジを差し出されたカラスは餌付けされるがままに口を開けた。甘酸っぱい。おいしい。嬉しそうな微笑は無意識だ。触れている魅朧も嬉しくなる。

        「まあ、不可抗力か。大聖堂に潜り込むまでは、お前の魔術を受け入れてやろう」

        「……魔術、効くのか？」

        　ふた房目のオレンジを食べるのに唇を開いたまま、カラスは仏頂面になった。散々魔が効かないと語っていたし、実際龍の姿で攻撃魔術に無傷の姿を見せたので、今のカラスはドラゴンに魔が通じないと信じている。それなのに魅朧が魔術を受け入れるなどと言うので、すっかり混乱していた。

        　まあ、そう疑うなよ。嘘はついてない。例外を伝えてなかっただけだ。

        「……意地で耐えれば、なんとかできないことも、ない」

        「うわ。あんたのそんな顔初めて見た」

        「敵地で鱗もなく全裸で踊れって言ってるようなもんだからな……」

        　魅朧はカラスに残りのオレンジを押しつけ、背を向けてベッドに転がった。ふて寝だ。

        　ドラゴンはその機能として魔を退けるように生まれついている。だが、その理を否定してやれば、魔を取り込むことは可能だった。相当な意思が必要であり、生半可な覚悟ではできない。アイデンティティを己で投げ捨てるなど、誇り高い龍は忌避する行為だ。

        　それこそ、下位の龍なら魔を拒絶するか受け入れるかという精緻な制御はできない。高位龍の、それも十指に入るような能力がなければ無理な話だ。だが、やったらやったで嘲笑の的になることも確かだった。

        　というか、あらゆる時代の海龍の中でも、進んで魔を受け入れようとしたドラゴンはいない。気がする。少なくとも俺はそんな荒唐無稽な話を聞いたことがない。だが、聞いたことがなくてもできることは知っているのだから、先祖の誰かがやったのかもしれない。他でもない『魅朧』だからこそ、先祖の生態記憶を継いでいる。

        「魅朧、大丈夫か」

        「……お前が俺に術をかけるのは、誰も見てないところで頼む」

        　多分、きっと、そういうことだろう。仲間にバレなければそれでいい。そういうことにしよう。考えたくない。

        「あんたの指示通りにするよ」

        　横臥する魅朧の背中に、カラスが寄りかかった。こちらを気遣う優しい声に、くさくさしていた気持ちが晴れてくる。慰めようとする程度には、想ってくれているらしい。ごろりと体の向きを変えた魅朧は、カラスの腰に腕を回して腿の上に頭を乗せた。寝転がったまま籠の中を探ると、焼き菓子は手つかずのままだ。

        「そっちも食えよ。お前のために買ってこさせたんだ。甘い物は好きだろ？」

        　いつもならすぐ手が伸びるが、カラスはぼんやりしていた。大聖堂、潜入、魔術、すっかり鈍った身体で動けるのだろうか。カラスの熟考は静かだ。魅朧は邪魔をせず、カラスが口を開くまで待った。

        「ミネディアに着くまでに、リハビリをしたい」

        　カラスは視線を下げて魅朧を見下ろした。不安そうに揺れる青磁色の瞳に見つめられると、望みはなんだって叶えてやりたくなる。

        「この船で魔術は使うなって言われたけど、俺が自分に補助魔術をかけるのも駄目か？」

        「例えば？」

        「あんたに拉致されてから、俺は一度も魔術を使っていない。体重も体型も変わった。隠密の感覚を忘れたってわけじゃないけど、ミネディアに到着して前と同じように動けるかわからない。だから、ある程度感覚が戻るまで、魔術を使った訓練をさせてほしい」

        「俺は別にお前が戦えなくてもかまわないんだが」

        「適度に太らせて、あんたとセックスするだけ？　まるで人形遊びだ。あんたも司聖と同じじゃないか」

        「……痛いとこを突きやがる」

        　魅朧は凶暴にうなってカラスを睨みつけた。よりにもよって、相手を呪って行動を縛る司聖と同類にされるのは許しがたい。だが、カラスも決して負けていない。訂正する気も謝る気もなく、強い意志をぶつけられる。

        　けれど同時に流れ込んでくるのは、不安と緊張と恐怖だ。カラスにとって隠密行動と戦闘スキルは唯一自分で誇れるものらしい。それを取り上げることは、きっとカラスを殺すことになる。それは魅朧の本意ではないし、結局のところ魅朧はカラスに甘いのだ。

        「いいだろう。ただし、しばらくは俺が監視するぞ。船員たちがお前に襲いかかっても困るからな」

        「わかった。何か聞かれても説明できないから、あんたがいてくれた方が助かるよ」

        　ふっと肩の力を抜いたカラスは、腰に回された魅朧の腕を優しくなでた。それからやっと、焼き菓子に手を伸ばす。ひとくち囓って幸せそうに笑うのだから、魅朧は奥歯を噛みしめてニヤけたくなる衝動を飲み込んだ。

        　

        ◇

        　

        「はぁ？　嘘だろ、あれ、カラスか」

        「まじか！　うぉ、なんだあれ。別人みたいじゃねえか」

        　甲板に上がってきたウォルクとネヴァルがそろって声を上げた。魅朧は苦笑を浮かべながら、たしかにな、と内心でつぶやく。

        　痩せ細って今にも死にそうな野良猫みたいだったカラスは、全身に肉が付いて毛艶がよくなり、まるで生まれ変わったような見違える姿になっていた。日焼けしていないから肌は白いが、吹けば折れそうな脆さは消えている。身長も少しだけ伸びた。それでもまだ筋肉の付き方は甘いけれど、若い身体はすぐにみずみずしく羽化するだろう。

        　魅朧に用意された黒衣も着慣れたものだ。肘までそでをまくり、重さが気になるのか時折バングルの位置を調整している。伸びた髪が邪魔なのか、艶のある灰色の毛束を耳にかける仕草はそれなりに色っぽい。

        「あんな出汁もとれなきゃ食い応えもなさそうだったのにな。まだ細っこいが、あれは上玉だ。磨けば光る」

        「キャプテン、あんた、すげえな。見事な仕込みじゃねぇか」

        「俺の腕もなかなかだろ？」

        　家畜の評価みたいな物言いをされているが、魅朧はしたり顔だった。家畜も恋人も毛艶がよくて肉付きがいい方が上等に決まっている。

        「前髪切ってやったら？　せっかく可愛い顔してんだし」

        　いつのまにやってきたのか、ノクラフが隣の樽に座っていた。あぐらをかいて、上機嫌で成り行きを伺っている。

        　カラスが訓練をすることを誰かに話したわけではないが、ふたりそろって甲板に上がれば何事かと思われるのも当然だ。この船はなんだって娯楽にするし、噂が広まるのも一瞬だ。

        　船長がついに伴侶をモノにしたのか、という下世話な詮索がほとんどなので、照れ屋なカラスは感情を視ることができなくてよかっただろう。三日三晩、部屋から出さずに励んでいたから、好奇の目が向けられるのも仕方ない。魅朧もそれを咎める気は一切なかった。

        「あいつ、お前から見て可愛いのか？」

        「綺麗系ってより、可愛い系じゃない？　たしかにウォルクが言うとおり上玉だと思うわよ。どっからどう見ても雄だけど」

        　ノクラフの正直な評価に、魅朧はあらためてカラスを眺めた。出会い頭にぶつけられた感情が衝撃的すぎて、顔の美醜を意識していなかった。

        　大きめの瞳に通った鼻筋。唇は薄いがふっくらとしている。目鼻のパーツがバランスよく配置されているが、人種的特徴が何もない。何人なのかと好奇心をくすぐられる。すべての人種を内包しているような、それでいてどこにもいない。個性的で独特で、蠱惑的だ。

        　瞳に青が混じっているから、少しだけミネディエンスの配合が多いのかもしれないが、それ以外の手がかりすらない。珍しいとは思っていたが、ここまであらゆる人種が入り乱れるのは奇跡的ではないだろうか。カラスはそういう、特別な魅力を備えていた。

        「なるほど。可愛いな」

        「……あんたら、聞こえてるんだぞ。止めてくれ」

        　耳を真っ赤にしたカラスが悪態をついているが、感情を読まなくとも照れているのが一目瞭然だ。恥じらうことの少ないドラゴンにとって、カラスの反応は楽しい。

        「で、何をするんだ？」

        　ストレッチを終えたカラスは胸中で罵詈雑言をわめきながら、背中で話しかけられることを拒否していた。広い甲板を眺め、マストを順に見上げている。遠慮や気遣いを無視して声をかけられるのは魅朧だけだ。

        「魔力量の確認と体力を戻したい。膂力を上げて俊敏性に補正をかけて、跳んだり走ったりしたいんだけど」

        「ロープつたって檣楼まで登るだとか、ヤードの上を走るとか、そういうことか？」

        　そういえばカラスは俺から逃げる時に屋根の上を飛び回ってたっけな。ああいうことを船上でやりたいのか。

        　一緒にマストを見上げながら納得していると、カラスはわずかに小首を傾げて魅朧を見上げた。わからない単語があったらしい。

        「そうか。お前を甲板員にする気はないが、ある程度は船のことも覚えないとやりにくいな」

        「手伝えることがあるなら手伝いたいから、教えてくれ」

        　部位の名前も、ロープワークも、教えることは尽きないだろう。魅朧がうなずくとカラスは期待に瞳を輝かせた。

        　生気にあふれる反応は、船員たちが初めて見る表情だ。怯えて緊張に張り詰めていたカラスしか知らない者も多いから、変わりようにそわそわしているのがおかしい。

        　魅朧も嬉しいが、何より安堵すべきことは、カラスに呪いの影響が出ないことだ。無反応というわけでもないが、抑えられていることがわかる。応急処置はうまくいっているらしい。

        「跳ね回るだけなら、好きにしていい。万が一にも何か壊したら、隠さず申告しろ。怒りゃしねぇが、修理は手伝えよ」

        「わかった。じゃあ、魔術を使うけど……」

        　この状態で大丈夫なのか。カラスの不安が流れ込んでくる。魅朧は瞳を細め、指の腹で頬をなでた。

        「お前ら、魔を関知してもビビるなよ」

        　音声と同時に、船に乗るすべてのドラゴンたちへ向けて意識を放った。この場にいない者も魅朧からの『声』なら納得する。

        　カラスは両手を握ったり開いたりして、眉間に皺を寄せていた。ぎゅっと拳を握って瞼を閉じる。深呼吸。集中。ズタズタに破けた袋の繊維が一本ずつ修復されていくように、カラスの全身を魔力が包んでいった。

        「……なんか変な感じだな」

        　独り言をもらして魔力を霧散させ、最初から織り込んでいく。魅朧には魔の流れが読み取れるが、それほど力のない龍は何をしているのかわからないだろう。一大イベントが始まるわけじゃないらしいと、飽きて離れる者も何人かいた。

        　何度か試してようやく納得できたのか、カラスは魔術を纏ったまま身体を動かしはじめた。四肢を伸ばし、屈伸して、柔軟性を確かめる。

        「よし」

        　うなずいたカラスは軽く膝を曲げ、音も鳴く跳び上がった。見上げると、コースヤードの上でふらついてバランスを取っている。一度安定すれば危なっかしさも消えた。毎日訓練しているならまだしも、一か月近く安静にしたあげく体重も変わっているのだ。勘を取り戻す必要があるのだろう。

        「おお、すげえな」

        　野次馬の誰かが素直にこぼした。

        　漆黒の鱗号は三本のマストを備えた大型船だ。マストに張られた帆は多くて六枚。一番下のコースセイルの帆桁ヤードまでの高さは、船橋の倍以上になる。しかも、一番大きなメインマストのメインセイルへ一瞬で飛び上がったのだから賞賛に値するだろう。

        　カラスは二本目のヤードに飛び移って、ロープの一本に足をかけた。魅朧は落ちてきたら受け止めるためカラスを追う。だが、心配は無用だった。無事フォアマストに移り、登って、下りて、いきなり走り出した。

        　ロープの角度を利用して飛び上がり、別のロープをつかんでヤードに着地する。危なっかしさはすっかり消えて、調子がでてきたらしい。楽しそうですらある。

        「……なんだあれ猿か」

        「俺が捕まえたときもすごかったぞ」

        　体力も魔力もギリギリなのに街中の屋上を足音も立てず逃げ回った。姿消しマラべーリスは、火球ファイログローボを放つより何十倍も高度な魔術だ。しかも一種の補助でなく複数の術を併用できるのだから、カラスの能力はあまりに希有だ。もし肉体と魔力の絶頂期に対峙したのなら、人間に擬態した状態では追うのは困難だったかもしれない。魅朧はカラスの実力を正しく評価していた。

        　魅朧は海龍の長だからこそ、魔を知っている。補助魔術というものはあまり頻繁に研究されている分野ではなく、実践で活用している者もそう多くない。何より、単純に攻撃で扱う魔法や魔術の方が魔力消費が少ないし、実用に向いている。それこそ軍人でも二つ名を与えられるような者でもないかぎり、あえて補助魔術に手を出そうとはしない。

        　カラスはそれを、誰かに師事したわけでもなく独学で練り上げた。生き残るために必要だったのかもしれない。彼は攻撃よりも自分を守ることを選んだ。そしておそらく、あらゆる人種の混血であることが有利に働いた。

        　魔には十二の属性がある。使える属性はある程度遺伝するので、人種と属性はイコールで結びつくことがほとんどだ。ミネディエンスでは基本の地水風火と光の属性を得ることが多いが、補助魔術はそれだけでは練り上げることができない。むしろ、基本属性以外の部分が重要になる。

        　カラスは混血ゆえに、あらゆる属性に適応があったのだろう。そして、それを使いこなせる才能もあった。ミネディエンスで飼い殺しにされず、これが隣国の魔導国家カーマ王国などであれば、それなりの地位と生活の保障を与えられたはずだ。

        　だが、カラスは魅朧のものだ。他国がどれほど望んでも譲る気はない。奪い取ろうものなら、その国を滅ぼすくらい躊躇しない。

        「なあキャプテン、あれ、俺も参加しちゃだめか」

        「私も！　私もやりたい！」

        　魅朧の閉じた心情を読める者はいない。物騒な思案など感じられない仲間達は、カラスを視線で追いながら期待に瞳を輝かせていた。

        「お前らな……」

        　呆れ声で返すが、気持ちはわからないでもなかった。甲板で徒手格闘が流行ったことはあったが、マストを遊具に飛び回るなんてついぞなかった。飛ぼうと思えば龍体で飛べてしまうので、擬態したまま跳び跳ねるなんて発想がない。好奇心旺盛なドラゴンが見ているだけで物足りなくなるのも当然だろう。

        　仕方ないと肩をすくめながら、魅朧はカラスを呼んだ。わずかに息を切らして暗殺者の青年が足音もなく着地する。

        「訓練ならひとりより相手がいた方がいいだろ。こいつらと遊んでやってくれ」

        　カラスは青磁色の瞳を丸くしていた。驚いてはいるが嫌がっているわけじゃない。

        「武器はなし。カラスが使えるのは補助魔術のみ。甲板から上ならどこへ逃げてもいい。お前らは力加減を忘れるなよ。カラスを捕まえても海に放り投げるのはなしだ。マストを折ったら死ぬまでただ働きだと思え」

        　カラスが逃げて十数え、それから追いかける。突然はじまった鬼ごっこは、昼食時まで繰り返された。

        「おう、生きてるか」

        「……ドラゴンは、体力馬鹿か」

        　すっかり消耗して甲板の上で大の字に転がるカラスは、疲れていても楽しそうだった。どうやら鬼ごっこはそれなりに効果があったらしい。しゃがみこんで汗に濡れた前髪をすいてやれば、彼は瞼を閉じて深呼吸を繰り返した。

        「初日から、こんな……、筋肉痛に、なる……」

        「寝る前に全身揉んでやるから安心しろ。飯食って休憩したら、午後は組み手でもするか？」

        「あんたが相手になってくれるなら」

        　瞼を開けたカラスの瞳は、鬼ごっこがしたいとねだった仲間達のように輝いていた。どうやらカラスは閉じ込められるより身体を動かしている方が好きらしい。当然ながら愛しい相手の望むようにしてやりたいと思う。

        「俺の相手をするなら、フル装備で挑みな」

        　好戦的な瞳を真っ向から受け止め、魅朧はにやりと笑った。


    

    
        　　12　帰郷

        　

        　

        　

        　漆黒の鱗スケイリー・ジェット号は海賊船というより豊かな村だ。戦闘と略奪がなければ、悠々自適な生活を楽しんでいる。

        　ドラゴンは好戦的な性格の者も多いけれど、物作りを趣味にしている者も多い。鱗を持たないカラスの衣服は、裁縫が得意な者が作ってくれた。

        　上等な布と頑丈な革。ボタンは黒瑪瑙を削り出したもので、金具もしっかりしている。ミネディアの貧民街に住んでいた頃とは比べものにならない衣類に複雑な気持ちになるけれど、あの頃に戻りたいとは思わなかった。

        　海賊になる気はない。結果的に海賊行為の協力をすることになっても、自分が海賊だとはどうしても思えない。カラスは略奪を娯楽だと感じないし、誰彼かまわず喧嘩しようとも思わない。

        　だが、魅朧メイロンの力になるのなら、略奪だろうが喧嘩だろうが己の能力を惜しむ気はなかった。

        　カラスはこの数日で変わった。それを自覚していた。

        「ねえ、刃物研げるんでしょ？　いくつか頼まれてくれない？」

        　午前のリハビリを終えてすぐに声をかけてきたのは、イルトルヴという名の雌龍だ。真っ直ぐの金髪は肩までの長さで切りそろえられ、肉感的な唇に真っ赤な色を刷いている。船内で見かけたことはあったけれど、このとき初めてまともに会話した。翌日研ぎ終わった数本のナイフを届けた彼女の部屋は、ちょっとした拷問部屋のようだった。美人が嗜虐的な笑みを浮かべると滅茶苦茶に怖いと知った。

        「組み手するなら俺も相手になるよ！」

        「お前の馬鹿力じゃカラスが怪我をする。キャプテンにも止められただろう」

        　長身でふわふわした金髪がジビェ、そのジビェを窘めるのがクトレトラだ。頻繁に船橋を出入りしている彼らとはよく話すようになった。クトレトラは雄龍にしたら小綺麗な顔をしているが、それを話題に出すと怒る。彼は海底の形や潮の流れを読んだりする、とても重要な能力が高い。あまり騒がしいのが好きじゃないらしくて、そこだけ勝手に親近感がわいていた。ジビェはこの船一番の新人で、力が強くてついでにデリカシーもあまりない。正反対の性格っぽいのに、ふたりは大抵一緒にいるから不思議だ。

        「なんだ坊主。こんな時間に一人歩きか。魅朧の竿でもしゃぶってさっさと寝ろ」

        　早すぎる時間に目が覚めて眠れなくなったので、眠る魅朧を放置して食堂の手伝いでもしようと廊下を歩いていた。すれ違いざまに下世話な悪態をぶつけてくるのは、飲んだくれのロトパルだ。老齢というほどではないが、それなりに老けている。刈り上げた金髪で顔が怖い。最初こそ言動に驚いたが、彼は誰にでもそんな物言いをするらしい。酒とギャンブルが好きで、彼の妻は夫のギャンブル癖に怒って別の海賊船へ移ったと聞いて何重にも呆れた。借金を返すまでは迎えに行っても追い返されるらしい。

        　何かにつけて声をかけてくるウォルクとネヴァルの兄弟。お節介焼きのようでいてサバサバした性格のノクラフ。魅朧の右腕であるエルギーとはそれほど話さないが、ノクラフがしょっちゅう惚気るので人柄は知っている。

        　他にもたくさんの名前を覚えたし、まだ名前すら知らない相手もいる。

        　魅朧に抱かれ、訓練と称したリハビリをはじめてから、船員達に頻繁に声をかけられるようになった。それまでは好意的に接してくれても、どこか一線を引かれていたように思う。その見えない壁のようなものが消えていた。

        「お前から俺の気配がするからだ。俺のものだとわかるから、遠慮なくお前をかまえる」

        　こちらも遠慮がいっさいなくなった魅朧が、カラスの腹を舐めながら囁いた。言葉にしない心の声に返事をされることも、すっかり慣れてしまった。

        　激しい快楽にさらされた身体が落ち着くまでの冷却時間は、射精後の倦怠感も相まって、ノスタルジックな気持ちになる。故郷を懐かしむのではなく、新しい暮らしのことばかりを思い浮かんだ。

        　みぞおちに、心臓の上に、最後は唇にキスをした魅朧は、満足げに喉を鳴らしながらカラスの隣に寝転んだ。指一本動かすのが億劫だ。獣のように激しく求められ、溺れるような快楽を与えられ、ようやく呼吸が落ち着いてきた。甘い余韻と心地よい疲労感が全身に満ちている。カラスにかけられた呪術を緩和するためのセックスは、すっかり応急処置の枠を超えていた。

        　最初は正しく応急処置だったと思う。腹の中に精を放たれた効果なのか、この船で暮らすことを考えても死の恐怖に苛まれることはなくなった。誤算だったのは魅朧が三日三晩離してくれなかったことだろう。寝ずに耽溺していたわけではないが、話をするか食事をするか眠るかセックスをしていた。

        　魅朧はその三日で俺の身体を作り替えてしまった。

        「お前は覚えがいい。熱心で教え甲斐がある」

        　カラスは返答に困った。たしかにセックスは作業でないとわかったし、自分でも驚いたが快楽は癖になる。魅朧に抱かれるのは気持ちがいい。ただ、魅朧の発言を真っ向から認めるのは、なんだか癪に障るのだ。素直じゃないのは、魅朧が嫌がるかもしれないけれど。

        「かまわねぇさ。お前は感じるまま生きていけばいい」

        「感じるままに、か」

        「ああ。明日にはミネディアだ。お前の魂を縛るクソ野郎を殺して、お前のすべてが俺のものになる」

        　筋肉質な腕で頭を抱かれ、毛繕いみたいなキスをされた。眠りを誘う体温に、自然と瞼が重くなる。魅朧は自信に満ちていた。その尊大さは無謀とは無縁だ。彼の懐はきっと、世界で一番安全な場所に違いない。

        「俺を信じろ。俺を頼れ」

        　溶けるように優しくて、揺るぎなく力強い声だった。その言葉だけで、カラスの不安は消えていく。子供みたいに、うん、とうなずいた。

        「魅朧、……俺を助けてくれ」

        　返事は荒々しいくちづけだった。

        　

        ◇

        　

        　創主教会の礼拝は日に二度行われる。朝食と夕食の前に唯一神への祈りを捧げるのだ。その時間に祈りを免除されているのは聖騎士だけで、学士は筆を置き漁師も港へ戻る。

        　カラスは神聖ミネディエンス国には受け入れられなかったが、ミネディエンス人の暮らし方は知っていた。街中を移動するなら礼拝中がいい。聖騎士の警邏巡回にさえ捕まらなければ、貧民街の住民だって大聖堂に近づくことができる。

        　ミネディアへ潜入するには漁船に紛れるのが一番確実だ。監視塔は商船や外国船籍には目を光らせていても、金髪の漁師が乗った古びた漁船を警戒することはない。その漁師は、何を隠そうウォルクとネヴァルだ。

        　漆黒の鱗号は港から離れ、監視塔の目も届かないリアス海岸の小島に隠れている。空は曇天。今にも雨が降り出しそうだ。複雑な潮流でも難なく操舵できる技術はさすがだが、カラスは少し酔った。漆黒の鱗スケイリー・ジェット号がほとんど揺れないので、今までは船酔いすることもなかったのだ。

        　船でなければ潜入できない理由は、ミネディアの陸側の守りが強固だからだ。国境に近接しているわけではないが緩衝地帯までそう遠くもない。隣のカーマ王国とは現在休戦していても、国の成り立ちからして相容れないから、いつだって開戦の用意がある。だから首都はぐるりと防壁に囲まれ、門をくぐるには厳しい検査が行われていた。さらに上位の魔導結界が張られているので、姿消しマラべーリスや姿変えトランスフォルミで忍び込むこともできない。だから、船での密入国が最適なのだ。

        　湾に入ると波は穏やかになったが、ついに雨が降ってきた。煩わしいが、いい隠れ蓑になるだろう。外国人や貧民街で暮らす混血者用の係留場所は、市場より遠く不便なところにあった。雨のおかげなのか、漁師達の姿はほとんどない。

        「こりゃあ、ずぶ濡れになるな」

        「よう、キャプテン。酒場で待ってちゃならんのか」

        「悪いな。使いをやるからそれまで隠れてくれ」

        「アイアイ、わかってらぁ」

        　悪態はつけども、ウォルクとネヴァルは魅朧に忠実だ。状況は理解している。ひょい、と肩をすくめるだけで、彼らは雨など気にせず桟橋に船を繋留した。

        「気ぃつけてな」

        　偽装船を降りたカラスに優しげな声がかけられた。出かけるときに心配されたことなど初めてで、咄嗟に言葉も返せずうなずくことしかできなかった。

        　帆布を使った変装用のマントにはフードがついていて、雨よけにはなるが色が白っぽい。ミネディエンスではありきたりな色でも、黒衣に慣れた今だと妙に違和感がある。それは魅朧も同じなようだ。

        「鱗じゃないのは落ち着かねぇな」

        「耐えてくれ。姿消しマラべーリスを使うといっても、万が一何かあった時、騒ぎにしたくない。あんたの黒装束は大聖堂あたりではまず見かけない格好だからな」

        　わかってるさ、と不機嫌な口調で呟いて、魅朧は小屋の軒先に身を寄せた。あたりに人の気配はない。ウォルクたちからも離れている。ここなら、魅朧に魔術をかけても誰に見られることはないだろう。

        「まずはマラクだ」

        「どこにいるかわかるのか」

        「だいたいな。少し予想外だが、まあ、問題ねぇだろう」

        　魅朧の声は楽しげだ。予定外のことがあるなら教えてほしい。突発的なことは慣れていない。

        「……マラクとヨエラが一緒にいる」

        　カラスの内心に答えるように告げられた内容に、カラスは瞳を丸くした。ヨエラとは、たしか、ふたりいる商人のうちのひとりだ。

        　マラクはミネディエンス人の特徴を備えているので、誰にも疑われず都市内を歩き回れる。食料やもろもろの買い付けを行うのは彼の担当だ。

        　対するヨエラは運搬船の船主で、表向きは貿易商ということになっている。ただ、ヨエラは女性だ。ミネディエンスでは女性が会社を持つことはあまり褒められたことではない。だから彼女は外国人街に居をかまえていた。

        　それが事前に聞いていたことだ。

        　カラスが直接見たのはマラクだ。ヨエラは名前だけしか知らない存在だったが、彼女も魅朧を裏切っているのだろうか。

        「ここから近いな。行くぞ。ふたり同時に押さえたい」

        「わかった」

        　カラスはマントから手を伸ばして魅朧の手首をつかんだ。姿消しマラべーリスは補助魔術でも高度な技だ。発動中は細く魔力を消費していくし、術者が触れていないものには基本的に術はかけられない。

        　魅朧が不服そうに喉を鳴らしてうなった。魔を受け入れることは、彼にとって相当不快なのだろう。

        「俺があんたに触れているかぎり、あんたの姿は見えなくなってる。俺より強い魔導師には魔力を察知されるかもしれないけど、俺がこの街で仕事をしていて見破られたことはない」

        「ふむ。お前を離さなきゃいいんだな」

        　言うが早いか、魅朧はカラスを肩に担ぎ上げた。悲鳴を飲み込んだ自分は褒められてしかるべきだ。頼むから行動の前にひと言ほしい。

        「すまん。舌噛むなよ」

        　笑い混じりの声が憎らしいが、全身にかかる負荷のせいで背中を殴ることもできなかった。補助魔術もなく軽々と跳躍して屋根に上がり、目的地まで直線コースで駆け抜ける。魅朧の身軽さは捕まった自分だからこそよくわかっているが、圧倒的な力の差を見せつけられているようで悔しくもあった。

        　だが、相手はドラゴンだ。人間に擬態していたって、人間とは比較にならない。カラスは運ばれやすいよう大人しくしがみついた。

        　魅朧が無茶苦茶なショートカットを行う理由は急いでいるからだ。なんとなく彼の考えていることがわかる。裏切り者が誰で、どの程度仲間がいるのか確証がない。一網打尽にできるのなら機を逃す愚は犯したくない。だから、俺を道具扱いしてでも急ぐのだ。

        「理解が早くて助かる」

        　魅朧の声は上機嫌だった。

        　瓦の割れる音が聞こえても屋根に穴をあけたりはしない。雨で滑りやすくなっているのに、魅朧はバランスを崩すこともなかった。恐ろしい跳躍力で広い道を跳び越えて、三階建てのタウンハウスの屋上に着地する。内臓が口から出そうだ。

        　魅朧はカラスを降ろし、落ち着くまで少しだけ時間をくれた。周囲を見回すと、外国人街の一角にいることに気づいた。ヨエラの住宅だろうか。

        「使用人がいるな。人間が三人。地下と一階。カラス、お前、強制睡眠ドルムは使えるか？」

        「眠り薬の効き目を強めるとか、眠ってるとこを起こさないようにするならできるけど、起きてる相手を魔術だけで眠らせるのはできない」

        　魅朧に誘拐される前なら、それなりの毒薬や仕込み針があったけれど、薬品庫兼用の自宅は逃げるときに爆破していた。ないものを願っても意味はない。それに、魅朧が求めるものは、眠りに限ったものではないと気づいた。

        「身体を痺れさせて動けなくさせるなら、できる。そんなに長い効果じゃないけど」

        「充分だ。もし邪魔されるようなことがあれば頼む」

        　カラスがうなずくと、魅朧は手首をつかんだまま屋根の下をのぞき込んだ。ベランダがある。降りるぞ、と視線で指示された。そこからの動きはほとんど一瞬だった。

        　腕を放した魅朧の姿が消える。食器が割れた音がした。カラスが慌てて追いかけると、事はすべて終わっていた。

        　応接室の立派な絨毯の上に、がたいのいい男が仰向けで転がっている。その首を、魅朧が踏みつけていた。ごついブーツが食い込んで、喉を潰す。指先がすがるような必死さでブーツをかきむしり、両足が不自然な位置にねじれていた。

        　相当な苦痛を与えられているのは、見ているだけで充分理解できた。咳き込むようなうなり声は恐ろしく、男の口角には血混じりの泡が浮いていた。

        　魅朧はカラスの佇む場所に視線を向けた。カラス自身の姿消しは解いていないのに、金眼は迷いなく立ち位置を見透す。

        　彼だ。形相は変わっていても、男の顔に見覚えがある。魅朧暗殺の見届け人になった男だ。

        　うなずきを返せば、魅朧の唇が愉悦につり上がった。

        「よぉ、マラク。元気にしてたか」

        　擬装用のマントは鍵の壊れた窓のそばに落ちていた。威圧的な黒衣を纏う魅朧は、存在そのものが凶器のような恐ろしさを滲ませている。

        「……ああ、そういうことか」

        　ドラゴンが嗤った。

        「嬉しそうにわめくなよ。うっかり殺しちまいそうになるだろう？」

        　重く冷たい殺気にカラスの背が震えた。マラクは声も出ないのかもがくだけだが、そもそも、声も言葉も必要ないのだ。だって魅朧は、感情を読むどころか心の中まで見透すことができる。ひと呼吸のあいだで、マラクの感情と思考を読み終わっている。

        「ヨエラ、ネズミを持ち帰る準備を頼めるか」

        「……事情説明を求めても？」

        　執務机の椅子に座っているのは、金髪を結い上げた恰幅のいい中年女性だった。顔が青ざめているが、どこか安堵しているようにもみえる。

        　カラスは彼女に同情した。心を読むことができない者には、魅朧の行動だけでは理解がおいつかない。

        「その前に、もうひとつやることがあってな。用が済んだら船に戻る前に寄る」

        「他にやっておくことは？」

        「そうだな。ノイドに連絡をつけろ。ついでに、ウォルクとネヴァルがスラム近くの桟橋にいるから、あいつらを呼んでネズミの監視でもさせておけ」

        「了解、族長。あんたの望むように」

        　やれやれ、と肩をすくめるヨエラはたしかに海賊だった。ゆっくり立ち上がって、棚のひとつからロープと布を取りだす。マラクを拘束することに、何の疑問もないのだろう。

        　魅朧は首から足をどける前に、マラクの額を爪先で引っ掻いた。じわりと血が滲む。哀れな男は悲鳴を上げることもできず、濁った咳を繰り返しながら力なくもがいていた。

        「行くぞ、カラス」

        「え、あ、ああ」

        　白いマントを羽織った魅朧が、侵入したときと同じ素早さでベランダから屋上へ飛んだ。慌てて追いかけると、待ち構えていた魅朧に腕をつかまれた。半龍相手でも魔術を受け入れる姿は見られたくないらしい。

        「お前への説明も後でいいか」

        「結論だけ教えてくれ」

        「マラク単独で司聖に俺を売った。ノイドとヨエラは完全に無関係だ」

        　それだけ聞ければ充分だった。マラクの捕獲に関して、カラスは無関係も同然だ。

        「さあ、お前を苦しめる原因を殺しにいこう」

        　魅朧が嬉しくてたまらないというように笑っていた。うなずきを返して、大聖堂の方角に視線を向ける。尖塔の先が雨雲に隠れているが、この街で一番高い建物を見逃すことはない。外国人街は港側に固まっているので、中心地にある大聖堂までは距離がある。

        「近くまで担ぐか？」

        「……酔うから自分で歩きたいけど、あんたに運んでもらった方が早そうだな」

        「じゃあ、こうだな」

        　魅朧はカラスの膝裏に腕を回して横抱きにした。男同士でやるのはどうかと思うが、肩に担がれるよりマシだろう。姿消しマラべーリスで誰に見られるわけでもない。それでも少しは恥ずかしくて、カラスはぐっと奥歯を噛んで羞恥をやりすごした。

        「大聖堂の隠し通路は排水溝の中だ。区画ひとつ手前の橋の下。近くまできたら教えるから、屋根の上を行くならそこまで。礼拝時間が近くなると聖騎士の巡回が増える。あんまり派手な足音は立てないほうがいい」

        「了解」

        　短く答えた魅朧は、来たときとは打って変わって慎重に跳躍した。すっかり日が暮れている。地区の教会や礼拝堂へ急ぐ人々を、不思議な気持ちで見下ろしていた。

        　生まれてからずっと暮らしていた街だけれど、懐かしさなど感じない。かといって憎いわけでもない。愛着もない。まるで興味がないのだ。この街はただ、ひとが住んでいるというだけで、自分の居場所ではなかった。

        「せっかくリハビリしたのに、あんたに運ばれるなら意味がなかったかもな」

        「お前と組み手は楽しかったが」

        「……全戦全勝すりゃあ、そりゃ楽しいだろうさ」

        　吐き捨てるようにつぶやくと、魅朧は含むような笑い声を返した。

        　ミネディアに到着するまでの期間で、隠密行動ができるか確かめた。最低限の食事だけで栄養失調気味だった頃に比べると、体重も増えたし体型も変わっている。以前の感覚で補助魔術を使うのは危険だと知っていた。海賊船はリハビリにはもってこいだ。勘は数日で取り戻すことができた。よく食べて体重が重くなっているはずなのに、驚くほど動きが楽になっていた。補助魔術を連続で使っても、一晩眠れば魔力が回復する。

        　生まれて初めての絶好調だったのに、どうしたって近接戦闘で魅朧には勝てなかった。専門的に訓練したわけではないから近接戦に特化しているわけではないが、聖騎士に忍び寄って一撃で急所を突くことはできるのに、ダガーの切っ先が魅朧にかすることすらなかった。彼の頬を切りつけることができたのは何かの奇跡だったのかもしれない。もっともそれだって首を狙って外したけれど。

        「そりゃあ、お前、俺を殺す気できてるかどうかの差だろう」

        　あっけらかんとつぶやく魅朧の言葉がすとんと腑に落ちた。そうだ。あれはあくまで訓練で、本気で殺そうなんて考えたこともなかった。

        「俺とまともに組み手ができてるんだ。お前は人間にしたら充分強ぇよ」

        　魅朧は戦闘力に関して世辞や過大評価をしない。だからそれは掛け値なしの評価だ。嬉しくてたまらないのに言葉が出てこない。言葉のかわりにしがみつくと、魅朧は雨音に紛れるような音で笑った。

        「魅朧、そろそろだ」

        　大聖堂は建国から数百年をかけて建てられた聖堂だ。その大きさと古さは国内随一で、周囲の地区も同じだけの歴史を重ねている。住宅と商店と公園がつぎはぎのパッチワークみたいに大聖堂を囲み、複雑な路地を形成していた。

        　夜の礼拝が始まっているのか、住民の姿はみえない。そのかわり、白銀の鎧を着込んだ聖騎士達が巡回している。

        　魅朧から降ろしてもらったカラスは、位置関係を確かめて、今度は自分から魅朧の手首をつかんだ。その途端、彼は手首を回した。何をするのかと顔をあげると、ぎゅっと手を握られる。これから司聖を暗殺しにいこうというのに、浮かれすぎではないだろうか。

        「浮かれて当然」

        　魅朧が得意気に鼻を鳴らした。こんなことで揉めても仕方ない。カラスは手を繋いだまま、隠し通路の入り口へ急いだ。

        　ミネディアは都市の中にいくつも川が流れている。海に流れ込む川にしては幅も狭いし水深も浅く、雨水排水路の役割も兼ねていた。無数にかけられた橋のせいで川が見えなくなっている道も多い。そんな橋のひとつに大聖堂の地下へ続く通路が隠されている。

        「……下水道じゃないだけマシか」

        　蜘蛛の巣と苔と泥にまみれた鉄柵を眺め、魅朧は不満げにうなった。カラスは誰の目にもさらされない暗くて狭い通路は嫌ではない。たとえ下水道だったとしても、地上でミネディエンス人に見咎められるよりマシだと、今でも思っている。

        　鉄柵の魔術鍵を解錠して、人ひとり通るのがやっとという通路に潜り込んだ。魅朧が後ろに続いていることを確かめて繋いだ手を離した。姿消しマラべーリスを解除して、かわりに薄暗い光球ルミガードを浮かせた。かろうじて足下を照らす程度の光量は、魔力節約と目がくらまないように生み出した技術だ。魅朧も夜目が利くので通路を進むのに不都合はないだろう。

        「司聖の部屋まで案内して、俺はどうすればいい？」

        「見てるだけでいい」

        　そうか、と返して迷路のような排水路を進む。道順は忘れていない。最後に利用してからそれなりに経過しているが、他に誰かが使ったような形跡もなかった。

        　物心ついてから何かと顔を合わせ、殺しの技を仕込んだ男を殺しにいく。呼び出されたときも、任務達成の報告をしにいくときも、常に恐怖と隣り合わせだった。

        　司聖を恨むべきなのだろうか。憎むべきなのだろうか。けれど、不思議と何も感じない。薄情なのか異常なのか、それすらもわからない。

        「……いいじゃねぇか、それで」

        「そう、かな」

        「俺がいいっつってんだから、いいんだよ」

        　かび臭いし薄暗い。足下には汚れた雨水が流れている。狭い通路の中で後ろから抱きしめられていた。魅朧の腕は力強くて安心する。ふっと身体が軽くなって、自分が緊張していたことを知った。

        　それからの足取りは驚くほど速く、立ち止まることなく目的地まで到着した。

        　雨水の汚れで床に足跡がつかないよう風の魔法で足下を乾かし、禁書庫横の隠し扉から廊下に出る。禁書庫は日が暮れると同時に閉鎖されるので、このあたりに人の気配はなかった。

        　司聖の部屋はすぐそばだ。蔓百合の装飾を辿り、金細工の施された扉には、大陽を模したドアノッカーがついている。そこはいつだって、石壁の厚さや扉の重厚さを無視して、冷気が漂うような恐ろしい気配が漏れていた。だが、今は無機質な静けさしかない。

        「無人だな。礼拝に出てるのか」

        「ちょうどいい。忍び込んで待ち構えてやろう。鍵は開けられるか？」

        「やってみるけど……。魔力切れを起こしても、あんたが何とかしてくれるんだろうな」

        「任せておけ」

        　それなら、多少無理をしてもいいだろう。

        　解錠パターンを知らない魔術鍵をこじ開けるのは難しい。それ専門で極めてはいないが、暗殺には必須スキルではある。司聖の階位を与えられた者の部屋なら鍵は相応の強度に違いなく、案の定、カラスの魔力をそれなりに消費した。どっと疲労感がのしかかり、足が重い。それでも、解錠できたことに安堵した。

        　労うように魅朧が肩を叩き、抱き寄せられて室内へ押し込まれる。司聖の部屋は地下なので窓はないが、聖霊灯のおかげで昼のように明るい。眩しさに瞳を細め、カラスは拳を握った。

        「……ッ」

        　足がすくんだ。怖い。怖くてたまらない。なぜ怖いのか理由もわからず、震えがくるような恐怖が心を凍らせる。

        「その恐怖はお前のものじゃない。この部屋そのものがお前を苦しめる檻になっているだけだ」

        「魅、朧」

        「大丈夫だ。俺がいるだろう？」

        　ドラゴンは喉を鳴らしながら囁いて、カラスを腕の中に閉じ込めた。顎をつかんで強引にくちづける。驚くより先に舌を差し込まれ、濃厚なキスが恐怖心をさらっていった。

        　そうだ。大丈夫。怖くない。魅朧がいる。俺はひとりじゃない。魅朧に頼れば大丈夫。

        　安堵と安心に甘い吐息が漏れた。場所もわきまえず快感を追ってしまいそうになった瞬間、魅朧が勢いよく離れた。

        「……カラス、俺にだけ姿消しマラべーリスを使え。すぐに」

        「え、あ、……ああ」

        　唇も濡れたまま、獰猛に細められた金眼に射ぬかれる。冷静さを取り戻したカラスも、ひとの近づく気配を感じた。誰かなんて考えずとも明白だ。

        　ほとんど瞬間的に、魅朧の姿だけを消した。命令に疑問は挟まない。ただ彼を信じればいい。

        　カラスは覚悟を決めて扉に向き直った。

        「さあ、開演だ」

        　ドラゴンが耳元で嗤う。後ろから抱きしめられたままなので身動きはとりにくいが、物理的に守られている安心感は何物にも代えがたい。

        　そしてついに、扉が開いた。


    

    
        　　13　応報

        　

        　

        　

        「……おや、おや」

        　豪華な金糸の刺繍がほどこされた真っ白なローブを揺らし、ゆっくりと男が部屋に入ってきた。なでつけられた金髪は一筋の乱れもなく、唇には穏やかな笑みが浮かんでいる。けれどその瞳だけは、触れた途端に凍り付きそうなほどの冷酷さが宿っていた。

        　ああ、いけ好かねぇな。

        　魅朧メイロンはひと目見た瞬間に、男を敵だと認識した。カラスの魔術を許していると感情を読むことが難しくなるから、男が何を考えているのかわからない。だが、気に食わない理由はそれだけではない。男自身が心に遮蔽術をかけているのだ。意図的に感情を隠そうとする相手は信用できない。

        　そもそもこの部屋自体が魔力のるつぼだった。あらゆる結界や封印術が張り巡らされ、鼻が曲がりそうな魔の気配に紛れて、神経を逆なでする呪具の気配を感じる。

        　天の創主を信奉する聖職者には相応しからぬ猜疑心と警戒心だ。裏返せば臆病なのだろう。これほど隠したがるのだから、本心を暴くのが楽しみだ。

        　魅朧はカラスを抱きしめたまま酷薄な笑みを浮かべた。

        「死んだものだと思っていました」

        　司聖はカラスの無断侵入を気にすることもなく、執務机まで優雅に足を運んだ。魅朧の存在には気づいていないようだ。王笏おうしゃくを床に打ち鳴らす神経質な音が響く。魔の混じる不快な音だ。

        「死んでいればまだいいものを、すっかり別人のようじゃありませんか」

        　男の囁きは毒のようだった。部屋そのものが結界化されていることには気づいていたが、どうやら司聖がいてこそ真価を発揮するらしい。闇の魔力が鋭い棘を持って、カラスへと蔓を伸ばしていく。

        　聖なる光に身を捧げた司聖にあるまじき魔だ。だから上階ではなく地下を根城にしているのか。それとも、上がりたくても許されないのか。

        「逃げ出した気概は認めましょう。事故に偽装するなんて、誰に吹き込まれたのやら。お前ひとりで考えられたわけがない。解放されたとでも思いました？」

        　邪悪な呪いが魂に絡みついて、腕の中のカラスが震えだした。王笏が床を打つ。

        「つかのまの幸せでも謳歌しましたか？　お前が幸せを味わえば味わうだけ、聖なるミネディエンスを忘れようとすればするほど、苦痛が増したでしょう？　何度死を疑似体験しました？　生きる価値もないくせに、死にたくなくて戻ったのですか？　ドブネズミらしくて反吐が出る。逃げ出した罰が楽しみですね。単純な暴力には慣れてしまったでしょう？　ならば、趣向を変えてみましょうか。汚らわしいお前では性奴にできませんでしたが、罪人の『慰労』には使えるかもしれません」

        「う、ぁ……」

        　カラスが苦痛に喘いだ。司聖の言葉はそれ自体が呪詛になっている。魅朧が腕の中にカラスを抱いていても、呪いの触手は獲物を捕らえようと浸食していた。

        　出方を確かめるためカラスに苦痛を強いてしまったが、そろそろ限界だ。好き勝手言わせるのも耐えがたい。

        「……ほう。何か加護でも得ましたか。その腹の中に、いや、お前は――」

        　司聖が瞳を細める。魅朧はその瞬間を逃さなかった。

        「おしゃべりな野郎だな」

        　片腕にカラスを抱いたまま姿消しの魔術を弾き飛ばし、驚愕に瞳を見開く司聖を龍眼で睨みつける。王笏が振り上げられる前に、黒衣をひるがえした。

        　魅朧が司聖へ向けて伸ばした腕は、漆黒の鱗を纏い、鋼鉄すら寸断する龍体の爪に姿形を変えていた。

        「ッ……、ぐ、ゥ」

        　司聖の身体は朧の爪によって石壁に縫い付けられていた。命乞いが聞きたいので喉は潰さない。けれど、片腕と片足は潰してしまう。胴にも爪を突き立てて、臓腑を抉った。可能な限り痛みを与え、けれど簡単には殺さない。

        「この……、異形め……っ！」

        「め、魅朧？」

        　部分的な龍化を目にしたカラスが、苦痛に喘ぎながらもか細く名を呼んだ。純粋な驚きを読みとることができる。素直な感情は心地いい。安心させるように後頭部へキスを落とせば、碧眼を歪ませた司聖が絞り出すように笑いだした。

        　苦痛など感じていないのか、感じていてなお無視しているのか。笑い声はどんどん大きくなって、そして、唐突に止んだ。

        「ふふ……、は、は……、魅朧、ドラゴンの王……、我ら光の民に擬態する、世界の寄生虫め。……人理を外れた異形ですら、淫売の毒牙に、……かかるとは」

        　魅朧は瞳を細めて司聖を読もうとした。だが、どうやら聖職者のくせに他人を呪うだけのことはあるらしい。心を隠す遮蔽術を引き剥がされるたび、新たな魔力を織って心を覆い隠す。

        　死に物狂いの抵抗だった。海龍最強である魅朧の能力を阻む度胸はたいしたものだろう。だが、魔力は有限だ。魅朧の攻撃は即死を避けているだけで致命傷には変わらない。生命力が弱まれば、魔力の枯渇も早まる。

        　司聖は最後を悟ったのか、魅朧へ抵抗しながらカラスを睨みつけた。魔術鍵を開けるために相応の魔力を消費し、直接的な呪術にさらされて精神的な抵抗力の弱まったカラスは無防備だった。

        　魅朧がカラスの腹に精を放った防御策は、あくまでも応急処置だ。すでにかけられた呪いを緩和させるものであって、魔術攻撃を無効化するものではない。物理魔術であれば魅朧が身を挺して庇ってやれるが、精神魔術の攻撃から守ることは難しい。

        「その顔は何だ。その身体はどうした。お前に命じたのは、その男を殺すことだ。殺すどころか浅ましく命乞いでもしたのか。身の内に加護を得るなど、股を開いて異形の男根を咥え込むなど……、穢れた売女の子め」

        　すさまじい憎悪の嘲笑で、司聖の顔が醜く歪んだ。

        　闇の呪詛が爆発し、カラスに襲いかかる。腕の中の身体が強張った。

        「龍王よ、人に殺されるがいい」

        「ぁ、あ、あああ‼」

        　苦痛の悲鳴をあげたカラスが魅朧の腕から逃れ、腰に佩いたダガーを抜いた。青磁色の瞳はあらゆる感情に混濁している。

        　カラスは手首を返した。その切っ先が魅朧の心臓を狙う。

        　すべては一瞬の出来事だった。


    

    
        　　14　異形の王

        　

        　

        　

        　誘拐されてきた当初は、何もかもわけがわからなくて、すぐに殺されるのだろうと思っていた。こちらの意思を無視して拉致するような輩に心を許すものかと、頑なになっていた。

        　でも、そもそも、俺には意思なんてなかったんだ。

        　生きるための小さな欲求はあっても、自分がああしたいこうしたいと願ったことなどなかった。動物の本能のように死にたくないと思いながら、同時にいつだって、すぐに死ぬのだろうと諦めていた。

        　俺に意思を与えてくれたのは魅朧メイロンだ。魅朧は俺を意思のある生き物として扱った。言葉にできない感情や願望をすくい取って教えてくれた。

        　彼は俺のことが好きだという。一目惚れだという。大事にされているし、多分、愛されているのだろう。

        　ドラゴンに愛を請われる理由は今もわからないが、疑って卑屈になったところで魅朧の気が変わるわけではなかった。人間ではないのだから、人間の感性では理解できなくて当然なのだ。

        　魅朧は俺に居場所をくれた。飢えず、死に怯えない暮らしをくれた。代償を求めず、愛しているからというそれだけで、俺を苦しみから救ってくれた。

        　そうまで尽くしてくれる相手を、いつまでも拒絶できるものではない。

        　だって、魅朧以外にいないのだ。俺は道具として扱われることしか知らなくて、尊重されたことなど一度もなかった。尊重という単語は聞いたことがあるが、それは自分に適用されるものではないと思っていたし、尊重されたいと思ったことすらなかった。

        　全部、魅朧が教えてくれた。言い返しても殴らないし、小さな希望も叶えてくれる。それが当然なのだと教えてくれた。

        　与えてくれるばかりの相手に何か返したい。俺が返せるものは何もない。あるのは身体だけだ。だから、魅朧がセックスをしたいというのなら、望み通りにさせてやりたいと思った。

        　けれど、その考えを、魅朧は気に入らなかったらしい。

        　生け贄がほしいわけでも、奉仕されたいわけでもない。愛しあいたいのだ。

        　そうやって懇々と諭され、熱烈に口説かれ、愛を囁かれた。おかげで俺は羞恥という感情を実感した。

        　海賊がそんなに優しくていいのだろうか。

        　だが、心配など杞憂なのだ。魅朧は俺や仲間以外には、真実残虐な海賊で、最強のドラゴンだった。情に流されて略奪を止めることはない。

        　ただ彼にとって俺だけが特別で、俺だから優しくする。特別扱いというものは、くすぐったくて、なんだか嬉しくなる。俺も魅朧の隣にいたいと感じた。

        　俺は生まれてそろそろ二十年になるらしいが、魅朧以外に道理を説いてくれた者はいないし、以前の暮らしが悲惨なものだと教えてくれた相手もいなかった。それが普通のことだと思っていた。知らなかったんだ。俺に声をかけてくれる人間なんて、いなかったのだから。

        　人間なんて、そんなものだ。同じ種族なのに、俺は人間扱いされなかった。皮肉なことに、人間ではない者たちが俺を人間だと扱った。俺はどうやら人間らしいが、俺は人間が好きになれないと気づいた。

        　人間なんかより、海龍の方が何倍もいいじゃないか。海龍はときに人間を食料として消費するが、だから何だというだろう。だって彼らはドラゴンだ。人間が狩った獲物を食うのと同じことをしているだけだ。けれど彼らは俺を食わない。魅朧のお気に入りだから、俺を食料にしない。

        　それで充分だ。だって俺が家畜だったら、かわいがってくれて自分を殺さない畜産家の元で暮らしたい。

        　他の人間なんて、どうでもよかった。人間は俺を同族と見做さなかったのだから、彼らがどうなろうが知ったことではない。同情なんて抱くはずもないじゃないか。

        　俺が魅朧に感じる想いは、ひな鳥のすり込みみたいなものかもしれない。魅朧以外の比較対象を知らないのだから当然だが、それの何が悪いんだ。正直、他の誰かを知りたいとも思えなかった。

        　俺の世界はふたつだけだ。司聖に殺しを依頼される飢えた生活と、ひとりの生き物として尊重されるドラゴンとの生活。どちらがいいと問われたら、魅朧と暮らす方がいいと即答するだろう。だから俺は選んだのだ。

        　司聖など、神聖ミネディエンス国など、俺には何の未練もなければ価値もない。捨てる過去すら持っていない。

        　俺は、魅朧を選ぶ。

        　俺を以前の生活につなぎ止めようとする障害は、綺麗さっぱり捨ててやる。

        　だから俺は、俺が知っていることをすべて魅朧に話して聞かせた。言葉で足りないことは彼が勝手に読み取ってくれるから、正確に伝わっているだろう。

        　司聖にとって俺は立派な裏切り者だろう。裏切らせないための呪術は、魅朧によって抑え込まれている。おかげで気兼ねなく裏切れるというものだ。

        　俺はこの居場所を失いたくない。まるで昔からの友達みたいに接してくれるドラゴンたちと離れたくない。偉そうで最強で飄々としているくせに責任感が強い群れの長で、子供みたいに拗ねてみせる愛情深い男のそばから離れたくない。この生活を守るためなら、なんだってしてやる。

        　だから、お願いだ。

        　俺を助けて。

        　

        ◇

        　

        「悪いな。お前に殺されてやるわけにいかねぇんだ」

        　耳元で囁かれる低い声は、とろけるように優しかった。腰を引き寄せられ、舌を絡めるほど激しく唇を貪られた。かすんでいた思考がまとまっていく。

        　やがてリップ音が響いて、くちびるが離れた。

        「め、魅朧……？」

        　俺は、この手で彼を刺した。全身がバラバラになりそうな痛みで意識が遠のいて、自分の意思とは関係なく身体が動いていた。まるで誰かに乗っ取られたような感覚だった。それでも、何をしているのか理解していた。

        　俺はダガーを抜いて、振り返りざまに心臓を狙った。一目惚れだと恥ずかしそうに語る男を殺そうとした。俺を愛してくれた唯一の男を。

        　俺は……、俺は魅朧を、刺したんじゃないのか。

        「正気に戻ったな。少し離れてろ」

        　額にくちづけられ、肩を押された。よろけるように後退る。小さな金属音が床に散った。

        「魅朧……、あんた……」

        　無事なのか。

        　言葉は声にならなかった。魅朧の姿は敵の船を沈めた時のような攻撃的な黒衣に変わっている。それだけではない。異形の腕はそのままに、胸元や首筋までも鱗が覆っていた。黒装束と鱗の境目がわからない。

        　カラスのダガーは、柄だけを残して粉々に砕けていた。ドラゴンの鱗に、ただの金属では歯が立たない。黒衣にも刃傷はなかった。

        　よかった。俺は魅朧を刺せなかった。彼が人間じゃなくて、よかった。

        　瞳孔を細めた金眼が笑う。同時に、肌を刺すような殺気に包まれた。いや、気づいていなかっただけだ。無意識に指先が震えている。人間の本能がドラゴンを恐れている。

        殺気が俺に向いていないから、立っていられるだけだ。

        　魅朧はわざと音を立て、司聖の元へ歩んだ。石壁に罅が入り、床には血だまりができていた。王笏と片腕がその中に落ちている。

        「よくもそこまで膿んだものだ」

        　魅朧が囁いた。普段の粗野な態度とは違った気配をまとっている。

        「邪悪なる者よ。私は創主に仕えし聖者である」

        　司聖はいまだ生きていた。ズタズタに引き裂かれていても、蕩々と言葉を紡ぐ。その異常さに、カラスは顔をしかめた。

        「反吐が出るやつは腐るほどいるが、お前は飛び抜けて狂っているな。矛盾、欲望、嫉妬、羨望、嫌悪、支配して殺して犯して崇められたい。欲張るなよ。どれかひとつに選びな」

        「創主は私の信心を認められたのだ」

        「……創主、創主、馬鹿の一つ覚えか。人の身で天神の何を語るのやら。アレは我が儘で、頑固で、融通も利かなければ、蛇蝎のごとく闇を厭うぞ。たとえお前が闇の魔を使わなかったとしても、身に宿しているというだけで忌みもの扱いだ。信仰されることすら拒絶するだろうよ。お前など、アレにとって無価値だ」

        「なぜ、なぜ！　お前の、ような、化け物が！　創主様を愚弄する――……‼」

        　司聖は血泡を飛ばしながら叫んだ。それはきっと、断末魔だ。

        「俺は『魅朧』だ。天神と魔神を知らぬはずがない。お前より遙かに、知っているとも」

        　魅朧は背を向けているけれど、カラスには彼が嗤っているとわかった。マラクを捕らえたときのような、圧倒的な存在差による支配的な笑みだ。

        　魅朧はまるで見てきたことのように神を語っていた。この国が崇める神を、他国が崇める神を、この世界を作ったといわれている神々を、知っていると言わんばかりに語っている。何も知らない者が聞けば狂信者の言葉に思えるかもしれない。けれど、魅朧の声は聞く者が疑う隙を与えない、魔術とも違う響きで真実を言の葉に乗せる。

        　彼は人間ではない。聖霊でもない。もっと上の、もっと別の、この世界に対する影響力を持つ存在だ。それを今、カラスはようやく理解した。

        　龍の爪が壁を掻く。司聖の身体はすりつぶされ、美しい壁紙の染みになった。噎せ返るような血と臓物の匂いの中に、人の姿をした異形が佇んでいる。

        「……俺が怖いか」

        　背を向けたまま、ドラゴンがつぶやいた。どこか拗ねたような声に、カラスは吹き出しそうになった。

        「怖いわけあるか」

        　雄の龍は一途で臆病だって、ノクラフが言っていたっけ。

        　馬鹿だな。この世界で一番強いのなら、海賊らしく奪っていけばいいのに。

        「俺は人間の中で生きることを嫌って、あんたに鞍替えしたんだぞ。拾ったからには最後まで責任を取ってくれ」

        　畏怖はあるが、怖くはない。魅朧は絶対に俺を傷つけないと知っている。

        　カラスは怯えず足を踏み出した。身体が軽い。魂に食い込んでいた棘が消えている。確かめなくても、それがはっきりとわかった。そして、浮かれるような足取りで魅朧に近づき、広い背中に抱きついた。

        「帰ろう、魅朧」

        　俺の家は、ここじゃない。帰りたい場所は、海原を駆ける漆黒の海賊船だ。


    

    
        　　15　ドラゴンの伴侶

        　

        　

        　

        　すべては一冊の本から始まった。

        　遠い昔にひとりの人間が、ドラゴンについて手記を記した。白い鱗を削り出して作られた表紙の、タイトルのない小さな本だ。その人間が生きていた時代には、海龍だけではなく天竜が空を駆けていて、書き手はそのどちらの生態をも知る立場にあったのだろう。

        「『天竜は巫女に捧げられた供物を貪った。それは毒であり天竜は天翔ることを止めた。海龍もまた毒に弱い』か。なるほどな」

        　一節を読み上げた魅朧メイロンは、手記を閉じた。

        「このあたりの記述を誤解して毒殺を試すことにしたのか。読み間違いもいいところだが」

        　手記は司聖の部屋から盗んできたものだ。部屋中に染みた魔の中にあって、かすかなドラゴンの気配を感じていた。司聖を搏殺して結界が消えてしまえば、残り香を辿ることなど簡単だ。小さな手記は金庫の中に収められていた。

        「巫女がドラゴンを毒殺したってことじゃないのか？」

        　ホットワインのマグを持ったカラスが疑問をつぶやいた。カウチに寝そべる魅朧のそばに、寄り添うように座っている。毛足の長い敷物は快適で温かい。すっかり逃げなくなったことが感慨深かった。

        「巫女に惚れて暴れるのを止めた、くらいの意味だな。中毒になるほどイイ身体だったんだろ。愛ってのは毒にも呪いにもなる」

        　手記は古語で書かれているのでカラスは読めないから、魅朧が翻訳して聞かせていた。自分で読みたいというのなら教えてやってもいいが、考古学者になりたいわけじゃないかぎり、読み聞かせてやればいい。注釈も教えられるし、何より一緒に過ごす理由になる。

        「……まあ、あの司聖なら、ドラゴンが人間を囲うなんて信じそうにないか」

        　そりゃあ誤解もするだろう。ドラゴンって強いくせに色ボケしてる。海も天も性格は変わらないのかな。

        　カラスのこぼした胸中のつぶやきは読みやすい。魅朧は喉を鳴らして笑い、灰色の髪をなでた。

        　龍という種は魔の蔓延するこの世界では異端であり頂点であり、世界の支配者とも呼べる存在だが、人間のおかげで世界と交わっていられる。人間は龍より下等な種だと認識していてもむやみな虐殺を行わないのは、龍も人間の価値を理解しているからだ。

        「……毒くらいで死ぬわけないのにな」

        　ワインで唇を湿らせたカラスは、心底呆れた溜め息を吐き出した。

        　すべてが終わって丸一日、海賊船はすでに神聖ミネディエンス国を遠く離れている。魅朧はようやく、事のあらましをカラスと語り合っていた。

        　船に戻ってすぐ話し合わなかったのは、カラスの休息を優先したからだ。延々と雨の中を移動して体温も下がり、青年は相応に魔力を消費してふらついていた。ゆっくり休ませてやりたかった。

        　事はすべて終わっているのだ。呪いに怯える必要もなく、急いで調べなくてはいけないこともない。起きたら全て話すと伝え、食事を終えたカラスをベッドに突っ込んだ。

        　それに、カラスが眠っているうちに、樽に詰めて連れ帰ったマラクを処分しておきたかった。身内の不始末にカラスを立ち会わせる気はない。

        　マラクが裏切った理由は情けないものだ。奴は半龍だがドラゴンよりも人間の血が強く出ていた。そこを買ったからこそミネディアの外国人枠ではなく国民として潜り込ませていたのだが、人間の側面が裏目に出てしまった。

        　マラクは海賊船に乗りたかったのだ。龍族のために尽くすことの意義を忘れてしまった。海から離れて人間に交じって暮らすことに膿んでいた。失意はやがて憎しみに変わり、己を陸に縫い止める原因を弑逆しようと考えた。

        　マラクが司聖と出会ったのは偶然だ。定期的に大量の食料を買い集めることで目をつけられたのかもしれない。内偵を逆手にとり、手を組んだ。劣等感の塊同士、気が合ったのかもしれない。司聖からドラゴンが毒で死ぬと教えられ、殺意を実行に移した。

        　マラクは、カラスが暗殺を失敗しても、魅朧に気づかれることを恐れていなかった。カラスは傀儡であって、もし捕らえられて拷問にかけられたとしても、裏切るはずがないという司聖の言葉を信じたのだ。次の機会ではきっと、殺せるだろうと楽観していた。

        　けれど、カラスの隠れ家が爆発し、暗殺者が死んだとなれば、魅朧を殺すのが難しくなる。

        　漆黒の鱗号からは何の通達もない。次の補給を要請されるでもなく、魅朧の噂も聞こえてこない。猜疑が芽生えた。焦りを覚えた。龍角は使ってしまったから、逃げ道もない。

        　マラクがヨエラの元にいた理由は、漆黒の鱗号の情報を探るためだった。タイミングよくその現場を俺に踏み込まれた。

        　そうしてネズミは今、樽に詰められ海底に沈んでいる。裏切り者の問題はそれで終わりだ。

        　大聖堂の中であって司聖が殺されたのだ。ミネディアは大騒ぎだろう。しばらくは領内に近寄る気はないので、潜伏者がひとり減ったところで困ることもなかった。

        　ひととおり事情を聞いたカラスの反応は薄かった。それはそうだ。マラク自体はカラスと直接関係がない。

        　関係があるのは司聖についてだ。

        　青年はワインをなめながら、ふいに心を曇らせた。

        「……俺はドラゴンを殺すために育てられたのか」

        　落ち込んでいるわけではない。傷付いているのとも違う。むしろ、かすかな希望があった。生かされていた意味が欲しいのかもしれない。

        　だが。

        「そこはなんとも言えんな」

        　魅朧は片腕で灰色の頭を抱え、後頭部にキスをした。

        　司聖との接点に意味をみつけようといういじらしさは健気だが、気に入らない。けれど、お前の生に意味がなかったと告げられるほど非情ではなかった。

        「あんた、司聖の心を読んだんだろ？」

        「さすがの俺でも、その瞬間に思い出していない眠った記憶までは読めないさ。あのクソ野郎が手記を手に入れた時期もわからんし、お前を育てた理由もわからん。……だが、野郎が何を考えていたのか、最後に何を思ったのかは、わかる」

        　走馬灯を視ることは滅多にないが、自我が強すぎる奴は死に際も派手に自分を語る。今回は俺が無理矢理心をこじ開けようとしたので、より鮮明に読み取ることができていた。

        「教えてくれ」

        「胸くそ悪いぞ」

        　振り返ったカラスの瞳は答えを求めていた。何を聞いても揺るがないという覚悟もある。そうまでして知りたいのなら、教えてやるだけだ。

        　魅朧はごろりと体勢を変えて、カウチに横臥した。肘をついて頭をささえ、青磁色の瞳を見つめる。

        「ミネディエンス人であることが、奴のよすがだった。純血であることが拠り所だった。闇属性の素養を嫌悪し、生んだ母親を呪った。女という性を嫌った。劣等感の反動で創主教にのめり込んで、教会の敵は片っ端から処分した。異教徒を粛正しても罪には問われんが、どれだけ褒められようが地下の部屋から上にはいけない。評価されないことの憎しみは混血者に向けた。矛盾を抱え、憎悪と嫉妬で嗜虐心を育てた」

        　乾いた唇を舐めた魅朧は、先を続けるか迷った。知らずとも生きていける。知った方がつらいかもしれない。けれどカラスは、その先があることを知っているかのように続きを求めていた。

        「……目の色以外お前とそっくりの女がいた。その女に対する憎悪はすさまじい。格好からして隊商だろうな。女を犯した。女は逃げたと思っていたのに、赤子を連れて戻ってきた。聖職者に隠し子がいるのはまずい。女を拷問死させた。赤子は殺さず、生かしておいた」

        　そこにどんな人生の物語があったのか、走馬灯の断片情報ではわからない。

        　だが、創主教会の教義や聖職者に課される制約を知っているから、司聖が異国人を抱いた理由は想像できた。聖職者は独身でなければならないので、ミネディエンス人と性交することができない。だが、異教徒は人ではないから、どう扱ってもかまわない。

        　走馬灯は本人によって歪められているから、正確性には欠けている。魅朧は赤子の部分だけを補完で語った。

        　生きている。生かされている。その結果が目の前にいるのだから、嘘はついていない。

        「……なんで、殺さなかったんだ」

        　カラスは理解できないという顔で眉間に皺を寄せた。薄々、真実に気づいている。

        「さあな……。恨みと憎悪はある。情と愛はない。お前に対する厭悪のすさまじさは、隊商の女に対するそれと同じだ。自分の息子に愛着があったとは思えんが、殺さなかった理由は、走馬灯にも死に際の叫びにも乗せなかった」

        　そうか。俺はあの男の息子なのか。

        　胸中で囁くカラスの感情は凪いでいた。それが良いことなのか悪いことなのか、視ていてもわからない。

        「……俺はお前の親父を殺したことになる。俺が憎くはないか？」

        「なんであんたを憎めるっていうんだ」

        「ドラゴンは血族を重視する。親を殺されて憎いというのなら、お前には報復する権利がある」

        　ただし、戦って負ければ勝者に従わなくてはならない。ドラゴンは力がすべてだ。いきすぎると長である魅朧が仲裁に入るが、大抵は戦って決着をつける。

        　そもそも、同族殺しにまで発展する時点で、殺された方に何らかの非があるのだ。それを恨むという方が御門違いだと、ドラゴンは考える。

        　けれどカラスは人間だ。人間の中において人間に蔑まれる生活をしていたけれど、人間の慣習は身についているだろう。

        「報復どころか、俺はあんたに感謝してるよ。血が繋がっているからって何になる。あんたが司聖を殺してくれなきゃ、俺はあの男の操り人形のままだ」

        　カラスは皮肉げな笑みを唇に乗せた。

        「あの男にとって俺は、自分が手を汚さないための手足の延長線みたいなもんだろ。呪術まで使って洗脳して、俺の意識を乗っ取って、最後にはあんたを刺し殺そうとした。あいつの生死より、俺はあんたが無傷でよかったと思うよ」

        　笑みは段々と苦笑にかわる。魅朧は瞳を細め、カラスの灰色の髪をなでた。

        　ただの人間であれば、ほとんどゼロ距離で心臓を刺されて生き残るのは難しい。正気に戻ったカラスが抱えた後悔と恐怖と安堵は、思い出すだけでも胸が苦しくなる。

        　体内射精はあくまでも応急処置だ。龍気が強すぎればカラスが魔を引き出すことを阻害するから、受動的な呪いを打ち消す程度しか効果がない。司聖が死に際に放った闇魔術がカラスに牙を剥いても、俺には対処しようがなかった。できることはカラスの攻撃を無効化することと、司聖を殺すことだ。

        　カラスの持つダガーはよく手入れされていても、量産品でしかない。人間の擬態を緩めて龍鱗を纏えば、刃に傷つけられることはなかった。

        　だが、カラスは俺がどこまで龍体化できるのかを知らないから、あの一瞬、俺を殺してしまったと誤解した。好きな相手を殺させるなど、司聖はどこまでもクソ野郎だ。

        　刹那の瞬間、俺は呪いに抗うカラスの心を視た。あれはあれで走馬灯のようだったが、同時に熱烈な告白も同じだ。カラスは気づいていないだろう。あえて教える必要もない。

        　カラスにとって俺は、殺せば絶望するほど情を抱いた相手なのだ。それが嬉しくないはずはない。

        「まあ、でも、なんで憎まれていたのか知れて、すっきりした。もう、それでいい」

        　晴れ晴れとした顔で告げるカラスには、真実、司聖から与えられた暴力や恐怖が消えていた。彼にとって司聖は、思い悩むほどの価値もないのだ。薄情ととるべきか、切り替えの早さを賞賛すべきか。

        　だが、そんなことは、どうでもいい。カラスの心を占める存在が誰なのか、重要なことはそれだけだ。

        「これでお前は、魂まで俺のものだ」

        　うなるように喉を鳴らし、魅朧は囁いた。カラスの顎裏をくすぐってやれば、意図を察して顔を近づけてくる。恥じらわずに従うカラスは、自由になれたことを喜んで浮かれていた。

        　くちづけはついばむような穏やかさで始まり、だんだんと熱を帯びていった。舌先で唇をつつくと、迎え入れるようにうっすらと隙間を空ける。そう教えたのは魅朧で、カラスは優秀な生徒だった。

        「ん、んぅ」

        　カラスは瞼を閉じたまま長いまつげを震わせた。舌を絡める快感を逃せず、甘えたような音で鳴くのがたまらない。穏やかに過ごすのでもよかったが、欲望に火がついてしまった。欲しいのなら、求めればいい。カラスは抱き合うことを厭わない。

        　最初はたしかに応急処置だと認識していたが、繰り返し愛を囁くうちに、カラスの心境が変化した。彼の中でセックスが処置ではなく愛される行為になった。

        　そうなればあとは魅朧の独壇場だ。性に関して無知ではないが無垢だった青年を陥落させるのは簡単で、カラスは貪欲に快楽を受け入れた。

        　経験がないし、相談できる相手はいない。そうなれば、セックスの限度や他との違いがわからない。与えられるものがすべてで、それが正常なのだと認識する。

        　ホットワインのスパイスの味がすっかり消えるまで口腔を蹂躙し、名残惜しむように絡めた舌を解放してやると、肩で息をするカラスは瞳を潤ませていた。南国の浅い海に似た甘い視線で続きを求め、挑むようににらんでくる。

        　俺の伴侶はたまらない。初心さと大胆さが絶妙なバランスで同居し、煽るような熱を返してくれる。すっかり濡れて赤みを増した唇に、何をさせたいかは決まっていた。

        「なぁ、カラス」

        　舐めてくれ、と親指で唇をなでてやると、カラスは瞳を泳がせた。戸惑いと羞恥。嫌悪がないことにニヤけてしまいそうだ。

        「怖いか？」

        　フェラチオを教えたのは四度目に抱いたときだった。

        　カラスに積極性が出てきたので、好きに身体を触らた。体型に関してはもともとの龍体に比例するから、人間体の身体を褒められるのは嬉しい。胸板に描かれた龍のタトゥーが気になるのか、指でなぞられるのはくすぐったかった。

        　全裸で胴をまたいだまま触れられて、兆さないほど枯れちゃいない。散々突っ込まれていても、カラスは魅朧の性器をまともに見たのは初めてだった。いくらドラゴンでも、擬態していれば人間の形と変わらない。驚いたのは未知だからだ。魅朧は言葉で煽って、握らせて、舌を使うことを教えた。

        　カラスは口を塞がれることを怖がったが、口淫には興味を示した。そんな相手に躊躇する必要がどこにある。

        　小さな唇を一杯にひらいて咥え込む姿はひどく興奮をそそった。技巧など何ひとつなくたって、視覚的だけで充分に煽られる。小さな頭を押さえつけて腰を振らないよう耐えなくてはならないが、我慢を強いられても咥えさせたい。

        　奉仕させて悦に浸るのだから、自分は優しいだけではない。カラスもどこか魅朧の傲慢さに気づいている。けれど、彼の中からは、いつかのように供物として奉仕する考えは消えていた。

        「怖い、……というか、俺は、下手だろ……」

        　あんたは上手いけど、という続きの独白を読みとってしまい、魅朧は無様にうめいた。健気さはたまらない。

        「練習すりゃいいんじゃねえかな」

        「そう、だけどさ……」

        「まあ、無理強いする気はねぇけど」

        　胸中を渦巻く欲望と嗜虐心を隠して引いてやれば、カラスはムッと唇を尖らせた。素直で流されやすいのに、案外負けず嫌いなところがあるのだ。

        「……あ、あんたがしてほしいなら、する」

        「してくれ」

        　若干食い気味に答えてしまったのは情けないが、熱烈に望んでいると伝わるのなら、弁解して見栄を張らなくてもいいだろう。意気揚々と起き上がった魅朧は、両足でカラスを挟むように座り直した。

        　きっと俺は、獲物を前にした野獣のような目をしている。怯えさせたくはないが、本能を抑え込むのは難しい。

        　カラスは戸惑いながら魅朧の腿に手を置いた。どうすればいいのか戸惑っているのは可愛らしいが、いじめたくても意地悪をしたいわけではない。魅朧はカラスの頬をなでながら、片手でズボンの前立てを緩めてやった。腰を浮かせてペニスを取り出すと、足のあいだに座ったカラスの肩が、怯えたようにひくりと跳ねた。

        　ああ、その反応はまずい。乱暴したくなってしまう。

        「カラス」

        　先を促すように呼んでやる。指先で顎をくすぐって誘導すると、カラスはおずおずと唇を開いた。興奮しているのか吐息は熱い。赤い舌先をちらつかせ、ゆっくりと先端を口に含んだ。

        　これでいいのか。ちゃんとできるだろうか。歯を立てないようにって、このあいだ言われた。ああ、もう、そんなに見ないでくれ。

        　流れ込んでくるカラスの感情に煽られた。動揺はあるが、それよりも相手を喜ばせなくてはと考えている。十日前はセックスも知らなかったのに。

        「……は、……たまんねぇ」

        　凶暴性が声色に滲む。様子をうかがうように見上げていたカラスは目尻を赤く染め、魅朧の視線から逃れるべく瞼を閉じた。

        　飲み込めるだけ深く咥え、嘔吐きそうになるたび頭を上げる。何度か顔を上下させ、カラスはペニスの根元に指を這わせた。あふれた唾液をすりつけるように扱く。濡れた音がいやらしい。ん、ん、と鼻を鳴らす気息は健気で、魅朧の欲をひどく煽った。

        　先端ばかりを狙って舐める仕草はつたないけれど、気持ちよくさせようという献身に興奮する。手練れの技工なんて皆無なのに、どんな娼婦よりも淫猥だ。

        　魅朧は喉を鳴らして笑った。声を上げるのを耐えるだけの気遣いはあったが、笑いを堪えることはできない。途端にカラスからいらだちの気配が漂ってきた。なだめるように髪をすいて、耳介をくすぐる。

        「お前は優秀な生徒だな」

        　興奮するのも当然だ。カラスの愛撫は魅朧のやり方をなぞっていた。睾丸をしゃぶることまでは考えられないようだが、舌先が探る動きや舐め方がほとんど同じだ。

        　それは要するにカラスの性感帯をなぞる行為だが、カラス本人は気づいていない。ただ、自分がされて気持ちよかったことを、そのまま魅朧に返しているのだ。それが可愛くなくて、なんだというのか。

        「悪い。動いていいか」

        　問いかけというより、ほとんど命令に近いものだった。カラスがうなずいたのを確認して、魅朧はゆっくりと腰を揺らす。無理矢理突き上げないよう注意を払い、浅い快楽を追った。

        「ンッ、ふ……、んん！」

        　カラスは必死だった。歯が当たらないように小さな唇を一杯に開いて、上顎や頬をこすられる刺激を甘受する。ペニスを握る指はほとんど添えるだけで、動かすことなどできていない。

        　うまく息ができなくなれば腿に爪を立てられる。察して動きを止めてやれば、肩を上下させて呼吸を整え、唾液と先走りの体液を嚥下した。

        　顎がだるい。熱い。ぬるぬるする。これでいいのだろうか。変な気分だ。なんだろう。腹の奥が、くすぐったい。

        　カラスの思考はとりとめなくて、めまぐるしく色を変えた。長く伸びた前髪を耳にかけてやると、彼は青磁色の瞳をうっすらと開いた。熱を帯びて潤んだ、欲を知る瞳の色だ。ねだられていると感じるのは願望だろうか。

        「カラス、……出すぞ」

        　支配欲が全身を満たす。俺は乾いた唇を舐め、抽挿を再開した。苦しめないギリギリの動きで口腔内の性感帯を亀頭でこする。

        「――っく、ん、ん！」

        　カラスは苦しそうに瞼を閉じて眉間に皺を寄せた。快感にむせぶ顔と同じくらい、耐え忍ぶ顔が好きだ。俺も大概、矛盾した愛情を抱えている。

        　力を入れずに灰色の髪を握り、健気にしゃぶりつく唇に精を放った。刹那の絶頂を名残惜しく味わって、眼下の光景を目に焼きつける。カラスは瞼を震わせ、口内射精を受け入れていた。喉が鳴る音を聞いて、自然と口角がつり上がる。

        「いい子だな」

        　満足げな吐息とともに囁いて、ゆっくりと唇を解放してやった。途端に咳き込むカラスの背をなで、床に置いたままのマグを渡した。口直しにはなるだろう。

        　ぐっと煽るのでそこまで嫌な味だったかとわずかばかり傷ついたが、単純に喉が渇いていただけらしい。漏れ出る感情を読んだ魅朧は、黄金色の瞳を細めた。

        　必死に呼吸を整えようとするカラスを尻目に、チェストの中にしまっておいた軟膏をつかむ。丸いケースをカウチに放って、シャツを脱ぎ捨てる。必要な準備を終えて座り直し、カラスの腕を取った。

        「魅、朧？」

        　どこか舌足らずに響くのは、不慣れなフェラチオで舌を酷使したからだろう。いじめてしまいたくなるが、もっと気持ちのいいことを知っている。

        　カラスの軽い身体を引き上げて、膝の上に乗せるついでにズボンと下着を引き抜いた。心配になるほど無防備で、細い足が甘く匂い立つように淫靡だ。無意識に逃げようとする腰を抱き寄せ、腕の中に閉じ込めてしまう。密着すると、腹がぬるりと濡れた。カラスのペニスは芯を持って先走りをもらしていた。

        「……俺の咥えて興奮したのか」

        「なッ、……ぁ、……だって！」

        　そういうことをしているんだから、興奮するのは当然なんじゃないのか⁉

        　言葉にならないカラスの叫びを心地よく受け止め、魅朧は朱に染まった首筋に舌を這わせた。笑いが堪えきれない。

        「照れるな照れるな。俺は嬉しいんだ」

        「いっ……」

        　暴れ出しそうな気配を察知して噛みついた。皮膚に吸いついて痕を残す。抵抗は早めに封じてしまおう。シャツのボタンをいくつか外し、薄い胸に舌を這わせた。

        　あばらは目立たなくなってきたが、細いことには変わらない。あとひと月も食わせてやれば、激しいセックスにも耐えられる身体になるだろうか。それまでは自制心を総動員して、傷つけず大事に愛そう。

        「んんッ」

        　乳首はまだくすぐったいだけのようだが嬌声は甘い。舐めて濡らし、指先で刺激を与えた。いつかここを弄られるだけで勃起するようにしてやりたい。

        　魅朧はカラスの下腹まで指を這わせ、柔らかな下生えをなでた。龍の擬態では首から下に体毛が生えないので、ペニスを守るような陰毛はエロティックに感じる。すっかり勃ちあがったペニスを握って絞るように扱いてやると、カラスは高い声で喘ぎながら仰け反った。

        「あ……、ぁ……！」

        　最初はこの程度の刺激だけでもすぐに射精していたが、快感に慣れてきたのか、今はぐっしょりと指を濡らすだけだ。今日はこのままイかせるつもりはない。

        　転がしておいたケースをつかんで中身を掬い、尻の谷間を指でなぞる。刺激に反応してひくつくアヌスに軟膏をぬりつける。熱で溶けるそれは、カラスとセックスをするために常備しているものだ。

        　窄んだ縁に軟膏を馴染ませ、円を描くように弄る。指の先端を浅く抜き差しすると、カラスは息を乱した。呼吸のタイミングを狙って根元まで突き入れると、性感を知るアヌスは食い閉めるように蠢動した。

        「んぅ、う」

        「しがみついていいぞ」

        　肩をつかんでいたカラスが素直に抱きついてくる。違和感をやり過ごそうと耐えているだけで、嫌がっているわけではない。すがりつかれたせいで胸を愛撫できなくなったが、育てたい性感帯は他にもある。魅朧はカラスの肩口に鼻先を埋め、しなる腰をなでた。

        「……ぁ、く」

        　ゆっくりと指を出し入れし、溶けた軟膏を粘膜にすりこんでいく。吸いつくような縁の動きがいやらしい。この狭い柔肉が、どうやってペニスをしゃぶりあげるのか知っている。想像するだけで腰が重くなり、一度吐き出した熱がぶり返す。

        「めい、ろ……、あ、あッ、ふ……っ」

        　熱い。くすぐったい。そこ弄るのやだ。気持ちいい。なんで。からだおかしい。

        　密着したままだと、流れ込む感情はほとんど独白も同じだ。舌足らずで曖昧でいじらしい。したたるような愛らしさを味わいながら魅朧は口角をつり上げた。

        　指を増やしてカラスが慣れるのを待ち、指先だけで前立腺を執拗に嬲る。快楽にとろけたことを確かめて、焦らすように指を抜き差しした。隘路をかき分けると子猫みたいに鼻を鳴らし、抜くときは名残惜しいと粘膜が縋りつく。

        　いつもアヌスをほぐすときは、一緒にペニスを扱くか舐めてやっていた。快楽で気をそらせるのと同時に、尻を弄られる違和感や恐怖を散らすためだ。成果はしっかり出ていて、指の愛撫が快感だと認識している。

        「あ、あっ、ぁ」

        　カラスの嬌声は慎ましい。感じるまま喘ぐことを求めていたが、理性が残っているうちはどうしてか耐えようとする。息を潜めるように生きてきたせいで、声を出すことに消極的なのかもしれない。

        　けれど、思わず、といったふうに漏らされる艶めいた吐息は、大声で叫ぶよりよほど淫靡だ。過去に楽しんだ相手と比較するのは無礼かもしれないが、他の誰より魅朧を楽しませる。

        「悦さそうだな」

        「んんッ！」

        　ぐっと根元まで指を突き入れると、溶けた軟膏があふれて手首までしたたってきた。まるで愛液だ。すがりつく腕の力が強くなる。胴をまたぐために開かれた腿が震えていた。背中に爪を立てる可愛らしい痛みが、魅朧の理性をちりちりと炙る。

        　目の前の相手を貪りたくてたまらない。

        「ん、……魅、朧、め……、ろっ」

        　音にならないような声で何度も名前を呼ばれた。指では足りない、もどかしい。淫らな感情と爪先に籠もる必死さは、決定打をくれとねだっている。

        　ああ、早くこの獲物を丸呑みにしたい。奥深くまで穿って、嬲って、自分の物だと印付けたい。

        「カラス、なぁ」

        　熱を持った耳に唇を這わせ、魅朧は欲にまみれた声で囁いた。軟膏を足して指は三本。すっかり柔らかく熟れたそこは、物欲しそうにひくついている。

        「俺が欲しいか」

        　欲しいだろう。俺が欲しいと言ってくれ。言外に凶暴な願望を込めて答えを求めた。腰を揺らし、すっかり力を取り戻したペニスを内腿にこすりつける。逃げようとするカラスの腰を抱き寄せて、尻の谷間に欲望を押し当てた。

        　明確な主張をするかわりに、ずっぽりと埋めた指を引き抜いていく。カラスは腕の中で喪失感に身悶えた。背中に爪が食い込む。無言の要求は理解しているが、今は言葉が聞きたかった。

        「カラス」

        　限界までは優しくしたい。乱暴なことはしたくない。愛する者のためならどこまでも耐えられるが、滅茶苦茶に愛したいという願望も、同時にわいている。

        　ついばむようなキスを繰り返し、そっと顔を上げさせた。鼻先を舐めると、驚いたカラスが瞼を開く。潤んでとろけた青磁色の瞳がゆらゆら揺れている。しっかりと視線を絡ませた魅朧は、瞳の動きだけで先を促した。

        「……ッ、……い、いれ、て……っ、くれ」

        　何度も口を開いては閉じたカラスが、ついに観念したように先をねだった。欲望にかすれ、今にも泣き出しそうな声だ。それは魅朧の嗜虐心をひどく煽り、優しさを手放させるには充分だった。

        　指で尻たぶを割って、すっかり熟れたアヌスに雄を宛がう。吸い付くような蠢動に理性が焼き切れそうだ。一気に貫いてしまいたいが、暴虐だけは腹の底に押し戻した。だが、一番太い部分だけは一息で突き入れる。その方がカラスは楽なのだと経験で知っていた。

        「や、ぁ、あッ、あ、あぁあ！」

        　まるで絶頂の叫びのようにカラスが啼いた。

        「ふ……っ」

        　包まれた粘膜が卑猥な動きで痙攣し、男根を食いしめる。深く潜り込めば潜り込むほど、しゃぶりあげるように熱が纏わりつく。魅朧はたまらず、下腹に力を入れて射精感を耐えた。

        「待っ、あ、――ンんッ、うごく、……なっ！」

        　必死に訴えるカラスは、淡い絶頂に身悶えていた。しつこくアヌスをほぐしすぎたのか、挿入しただけで絶頂に至ったようだ。感じやすくて従順な極上の身体を前にして、上品でいることなどできない。

        「聞けねぇ、なぁ」

        「ひっ」

        　魅朧は捕食者の笑みを浮かべ、カラスの尻を両手で鷲づかみにした。休ませてやる気などない。小刻みなインサートで隘路をかき分け、容赦なく体内の性感帯をなぶった。快楽は長く楽しんでこそだ。

        「やめ、やだ、あ、んん、あぁ！」

        　カラスは素直だ。与えられる刺激を全て拾って返してくる。甘イキする腹が引っ切りなしにペニスを締め付けるので、気を抜けばすぐに射精してしまいそうだ。

        「あ、ンッ、ん！　や、ぁ、あ……っ、とま、ん、な」

        　気持ちいい。イってるのに。こんなのおかしい。ずっと続いて終わらない。そこ、突かないで、変になるから。

        　甘い悲鳴に混じるカラスの感情は、絶頂の激しさを伴って強烈に淫らだった。心に嘘はつけない。生の声に情欲を炙られ、魅朧は凶暴にうなった。

        　カラスが逃げ腰になるたび引き寄せ、密着を深めて最奥を穿つ。汗と体液と溶けた軟膏のせいで指が滑ってもどかしい。カウチは低く、踏ん張りが効かない。

        「めいろ……っ、めい……」

        　すすり泣くような喘ぎに聴覚を揺さぶられ、魅朧は舌打ちした。

        「舌噛むなよ？」

        　警告は乱暴で素っ気なかった。魅朧にも余裕がない。カラスが身構える余裕を与えることもなく、軽い身体を抱えて立ち上がる。

        「ひ、ぁ――ッ⁉」

        　繋がったまま与えられた暴挙に声を失いながらも、カラスは魅朧にしがみついた。床に落とすはずはないが、自重と勢いで結合がいっそう深まった。あまりにきつく締めつけてくるので、きっとカラスの腹は魅朧の形を覚えてしまっているだろう。

        　テーブルまで三歩。爪を立ててしがみつくカラスは、移動中もイっていた。衝動のまま激しく叩きつけたいが、暴行したいわけじゃない。怖がらせたいとも思わない。魅朧は自制心をたぐり寄せ、カラスをそっとテーブルに押し倒した。これで遠慮なく揺さぶれる。

        「え、え？　……なに？　なんで？」

        　動きは止まったけれど、場所も体位も変わっていた。混乱に目を白黒させたカラスは、無垢な子供みたいな視線で首謀者である魅朧を見上げた。

        　乱れた呼吸にせわしなく胸を上下させ、はだけたシャツが肩を剥き出しにする。青磁色の瞳は涙にけぶって青みを深め、淫らで、恨めしそうで、そして助けを求めていた。

        　何度絶頂していても、終わりじゃないことを知っている。この中途半端な状態を打開できる相手が誰か、ちゃんとわかっている。能動的に求めるより、与えられることを待っている。

        　全面降伏で身体と心を明け渡す無防備さは、ドラゴンの興奮を煽った。征服欲と支配欲がもたげ、渇望に喉が鳴る。

        「……愛してるぜ、カラス」

        　まるで免罪符のように囁いて、魅朧は加減を捨てた。そこからは言語など不要だった。体液と溶けた軟膏が混ざり合い、蜜壺をかき回すような淫靡な音を奏でる。射精のための律動は荒々しく過激だ。

        　ろくな心境すら紡げないカラス繊細な感情は、愛欲にまみれてぐちゃぐちゃだ。制御もできず生の心をぶつけられるのは、ペニスを絞り上げる肉の痙攣と同じくらいに気持ちがいい。

        「……い、……ン、ぅ、ん、んっ……！」

        　早く早くと急かされて、魅朧は愛しい相手の求めに応じた。キスで唇を塞いで、一番奥を突き上げ、抉る。

        　カラスの絶頂感が高まり、ついに飽和して弾けた。期待と興奮でどうにかなりそうだ。快絶の叫びが声にならなくとも、感情が魅朧を喜ばせる。

        　強烈な締めつけにドライオーガズムの激しさを知り、食まれるままに快感を堪能した。忘我の境地に至らせられたことに獰猛な笑みが浮かぶ。

        　そして、支配者の権利と言わんばかりに、本能のまま最奥へ精を叩きつけた。これは俺のものだ。誰にもわたすものか。射精の勢いに任せて、何度も繰り返し穿って種を撒く。最後の一滴まで余さず、執着の深さを表すように。

        「ぁ、あ……ぅ」

        　熱い。たくさん。嬉しい。求めてもらえる。気持ちいい。もっと。俺は独りじゃない。

        　甘く淫らで、万華鏡のようにくるくる変わる感情の声が、たまらなく愛おしかった。素直で正直な感情は、直接的な快感を凌駕するほどの興奮を呼ぶ。

        　わかっていない、ということは罪だ。無意識の誘惑は雄を昂ぶらせ、中出しを喜ばれてしまえば理性も粉々になる。満足感で落ち着くどころか、際限なく伴侶を貪りたくなる。

        「次はベッドな」

        「……ま、まだ、するのか？」

        「お前が無理だと言うまでは。ようやく何の邪魔も入らず抱き合えるんだ。限界まで付き合ってくれ」

        　酷な要求を突きつけている自覚はあるが、簡単に解放できるわけがない。カラスが俺の執着と愛を自覚できるまで、腕の中に閉じ込めておきたい。

        「……ほどほどで、頼む」

        　カラスはうろうろと視線を泳がせてから、頬を染め、困ったように眉尻を下げた。

        　勘弁してくれ、でも、嫌だ、でもない。皮肉やからかいもない。恥ずかしさに混ざる期待と興奮。体力のついた若い身体は快楽に貪欲だ。そして何より、魅朧の求めに応えたいと願う献身的な愛情が滲み出ている。

        　ああ、もう、お前は俺を煽る天才だ。

        「善処はしよう」

        　期待に応えられるかはわからないが。

        　魅朧は王者の笑みで伴侶を見下ろし、愛されるための身体を抱き上げた。


    

    
        　　エピローグ

        　

        　

        　

        　柔らかい革のスキニーパンツは色落ちのない漆黒。裾をブーツの中に押し込んで、編み上げの紐をきっちりと結ぶ。足首に仕込んだ隠しナイフを確かめ、小刀を留めた革製のホルスターを腿に固定する。上半身はシャツと胸当て代わりのベスト。腰のベルトはダガーホルダーを兼ねている。

        　テーブルの上に乗ったダガーは黒瑪瑙を研いだような美しい輝きを放っていた。鋼ではないし、鉱石でもない。これは海龍の鱗を削り出した特殊な刃だ。

        「お前の初陣だな」

        　カラスは美しいダガーを指でなぞった。硬く冷たい。龍の鱗は、希少金属で作られた刃よりも強く切れ味が鋭い。短刀にもかかわらず、腕の一本くらい簡単に切り落としてしまえそうだ。

        　漆黒の鱗スケイリー・ジェット号に連れてこられた時に持っていたダガーは粉々になっていた。消耗品だとわかっていても、馴染んだ得物を失うと心許なくなる。暗殺を依頼されることはなくなったが、戦うことを止めたわけではない。

        　どうしたものかと悩んでいたカラスに、魅朧メイロンは宝物庫の中から美しいダガーを探し出して与えた。宝飾品のような飾りはないけれど、実用に特化した優美さがある。他のどんな貴重なものをもらうより、嬉しかった。

        『カラス、そろそろ甲板に上がってこい』

        　蓋をあけたままの通信管から魅朧の声が聞こえる。ずいぶん上機嫌なので、彼も出撃するのかもしれない。カラスはダガーの柄を握って感触を確かめ、曲芸師のようにくるりと回転させてから腰の鞘に収めた。

        　足首を回して、その場で何度か飛んでみる。昔より体重が重くても動きは軽い。居間の姿見に全身が映りこんで、しばし目を留めてしまった。まるで別人だ。

        　魅朧に拉致されてから数ヶ月。適度な栄養と運動と休息で、カラスの身体はすっかり変化していた。今では魅朧に飯を食えと言われることもなくなっている。ドラゴンではないから鱗を変化させたりはできないし、海龍たちに比べると線は細いけれど、元暗殺者としては及第点だろう。ふ、と笑って、カラスは船長室をあとにした。

        　船尾楼の船長室から甲板へは直接繋がっていないので、一度居住区に降りなくてはならない。これから戦闘が待っているので、通路は騒がしかった。

        「へぇ、いい感じじゃない」

        　上甲板に上がるとすぐに声をかけられた。頭の天辺からつま先までを検分される。

        「ノクラフも戦うのか？」

        「そ。今回はあたしも行くわ。軍艦崩れの船だっていうじゃない？　どんな奴らが喧嘩売ってきたのか楽しみ」

        　好戦的な笑みを浮かべるノクラフは黒いスカーフを金髪に編み込んで、過激な革のボディースーツ姿だった。大きな胸と尻が強調されていて、目のやり場に困ってしまう。彼女はいつも大胆な格好をしているが、戦闘服でも色っぽさは同じらしい。

        　どこを見ればいいのかわからず視線をさまよわせていると、面白がった彼女が胸を押しつけてきた。柔らかさにドキリとする。押しのけることもできないし、とても困る。

        「おいコラ、俺のカラスで遊ぶんじゃねぇよ」

        「魅朧」

        「怖い怖い！　雄は嫉妬深いんだから」

        　漆黒の海賊船の船長が、ノクラフの腕からカラスを引き剥がした。笑っているが、黄金の瞳は強烈な独占欲に満ちている。

        　以前はその目で見つめられることが怖かった。いつからか、ゾクゾクするような歓喜が腹の奥でくすぶるようになった。所有権を主張されるのは癖になる。

        「あんたも出るんだな」

        　魅朧もすでに戦闘用の装束に姿を変えていた。四本のベルトが垂れ下がった、威圧的な革と鱗のコート。ひと目見るだけで平伏したくなるような強さが滲み出ていて、ノクラフとは違った意味で直視できない。

        「そんなに好きなら、このまま抱いてやろうか？」

        「……勘弁してくれ。身が持たない」

        　ニヤニヤと口角をつり上げる魅朧は、カラスをからかう気満々だった。彼は自分の魅力を十二分に理解している。おふざけも自信に満ちていて、反論できないことが悔しい。もっとも、弁解したところで感情を読まれてしまうのだから、黙っているのが最善策だ。

        　だが、やりとりを聞いているのは魅朧だけじゃない。戦闘準備に色めく船員たちは、船長とカラスの艶めいた会話を含み笑いで楽しんでいる。カラスの感情は彼らにも筒抜けだ。恥ずかしいが、いつのまにか慣れてしまった。

        　ドラゴンに囲まれて生きるなら、目くじらを立てたって意味がない。素直に受け入れてしまえばいいのだ。

        　もちろん俺は、海賊に転向したわけではない。略奪行為に快感を覚えてもいない。髪は灰色だけれど、装束だけは彼らと同じ。そんな中途半端な自分でも、この船の一員に近づけただろうか。

        「もちろん。お前は俺の群の一員だ」

        　からかいは引っ込めて、魅朧が瞳を細めた。彼に一撃を与えた頬の傷は、うっすらと線が残る程度で、もうしばらくすれば消えてしまうだろう。

        　魅朧の強さを知った今では、どうして切りつけることができたのか謎ですらある。彼はそれを恋だと嘯く。

        「そして、愛だな」

        　直球の告白に顔が熱を持った。恥ずかしくて即答で応じられないが、当然今はその愛を認めている。

        　けれど。

        「……俺はあんたの爪になりたい」

        　ただ愛されるだけの存在ではいたくない。自分の価値を証明したい。

        　一撃で船を沈めることはできないが、姿を消して、膂力を上げて、人間が相手ならば音もなく近づいて命を奪うことができる。海賊戦でもそれなりの戦力になれないだろうか。

        　それはきっと、カラスが生まれて初めて抱いた自分自身に対する望みだ。それとも、最強のドラゴンの爪になりたいだなんて、驕った願いだっただろうか。

        　だが、魅朧はただ笑った。

        「いいだろう」

        　残虐性を瞳に滲ませ、優越を唇に乗せる。圧倒的強者の気配にさらされ、神経がびりびりした。視線が離せない。力強い腕が腰に回って、何か言葉を発するより先に、くちづけで塞がれた。

        「ん、ぅ」

        　仲間達に口笛や野次で囃したてられ、恥ずかしさに顔が真っ赤になってしまう。暴れて抵抗しようと試みるが、魅朧の舌使いは優秀で腰が砕けそうになった。

        　だが、状況はキスを堪能させてはくれなかった。

        　魅朧に応えようとカラスが首に腕を回す直前、敵船の方から魔力の奔流を感じた。弾けるように顔を上げる。艶っぽい気配が霧散して、思考が戦闘にシフトする。

        「イチャつくのは略奪のあとにしな！　あちらさんは待っちゃくれないよ！」

        　喜色の滲む声で叫んだノクラフの手には、長い鉤状の爪が生えていた。やる気は充分だ。

        「エルギー、接舷しろ。俺は船を守る。お前らは移乗攻撃でたっぷり楽しんでくれ」

        「アイアイ、キャプテン！」

        　魅朧の命令に仲間が応えた。好戦的な熱気に、いやでも興奮が高まる。海賊船の船長は、最後にカラスの頬を指の背でなでた。

        「続きはあとでな」

        　戦闘後の魅朧はベッドの中で荒っぽい。それが楽しみなことも、彼には気づかれているだろう。かすかに持ち上がった口角が答えだ。

        「カラス、魔術士の息の根を止めろ」

        「……了解した」

        　カラスは命令されることで真価を発揮する。それを、魅朧はよくわかっていた。補助に特化しているとはいえカラスもいっぱしの魔術士だからこそ、同じ魔術士の気配がわかる。暗殺するにはもってこいだ。

        　理解を得たとうなずいた魅朧は、散歩に行くような気軽さで甲板を突っ切って、柵を跳び越え海へ飛び込んだ。今はもう、それを突飛な行動だとは思わない。

        　敵艦から攻撃魔術が雨のように降り注ぐ。まともにくらえばただでは済まないが、誰も身構えることはなかった。

        　海面が盛り上がる。海賊船を守るように、漆黒のドラゴンが姿を現した。

        　鱗をきらめかせ、四枚羽をはためかせ、海龍が吠える。空気が震え、波が暴れた。攻撃魔術は海賊船に到達する前に消えてしまった。

        　龍王の加護を得た海賊船は滑るように海原を駆ける。敵艦は目の前だ。カラスは高揚感に包まれながら、美しいドラゴンを見上げた。
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